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纂図互註老子道徳経二巻纂図互註南華員経十巻

沖虚至徳員経八巻
老子道徳経題漢河上公章句註樟南華民経晋郭象注唐陸明徳音義沖虚至徳員経晋張湛注

〔明〕干IJ本 8冊四周双辺 （有左右双辺葉）有界十一行二十一字 （注文小字双行）黒口双

魚尾内匡郭十八×十一五センチ

『纂図互註老子道徳程二巻纂図互註南華虞経十巻沖

虚至徳、異経八巻』という文字を読んだだけで，すぐに

この資料がどういうものかわかるのは，漢籍に造詣の

深い人だけであって，ふつうはどこからどこまでが書

名で，どこで、区切れるかもわからないだろう。そこで

まず，書名から解説することにしよう。

書名の先頭にある「纂図互註jとは書物の形式の名

称である。「纂図Jとは必要な図を本文の中に挿入する
ことで，「互註」とは本文に似通った意味の語を別の書

物中から集めてきて注にするという意味である。「纂

図互註本Jは科挙の受験参考書として当時福建省建安
で盛んに出版された。科挙とは世界史上，最も難しい

試験といわれている中国の官吏登用のための資格試験

である。科は科目で試験する学科目，挙は選挙で官吏

を選抜挙用するという意味で，階代から清代まで1300

余年間続けられた中国の特殊な制度である。

「纂図互註」に続く「老子道徒L笹」は老子のことで，

「南華虞経」は 「荘子jの別名，「沖虚至徳、異経」は「列

子」のことであり，合わせて道家三子のことを示して

L、る。また 「二巻」，「十巻J，「八巻」とある巻数は，そ
れぞれの内容が何巻になっているかを示すもので，実

際の資料の冊数とは別のものである。古典籍では冊数

よりも巻数が重要とされるが，これは後の所蔵者等に

よって分間や合冊にされてしまうケースがあり ，まっ

たく同じ内容のものでも間数が変わってしまうことが

あるためである。これらのことを合わせると，本書は

科挙の受験用に図や註釈を盛り込んで編集された道家

三子の古典解釈書であるということがわかるので

ある。

本書についてもうすこし詳しく紹介すると，これは

中国で南宋末～明前期にかけて，覆刻された 『纂図互

註六子全書Jの中の道家三子の部分である。「六子全
書」の「六子」 とは道家のほかには儒家類に属する「街

子」「揚子法言」「中説Jを指すが，六子の揃いはめず
らしく，本書の同版は日本では静嘉堂文庫が六子の揃

L、を所蔵しているほか， 天理図書館，内閣文庫，宮内

庁書陵部に一部があるにすぎない。

また蔵書印からは清末の文人で蔵書家としても名高

い侍増湘（フ，ゾウシ ョウ）の旧蔵だったこともわか

る。この侍増湘という人物は清時代には裳世凱の秘

書， 民国成立後は王士珍内閣の教育総長，故宮博物院

館長などを歴任した。『i些鑑桜善本書目』『蔵園翠書経

眼録J『清代殿試考略』等の著作があり， 1929年11月，
故宮博物院図書館長時代に中国の古典籍を捜すために

来日している。数十万巻に及んだとされる彼の蔵書は

現在，中国国家図書館（北京図書館）と四川大学図書

館に所蔵されるが，一部日本の天理図書館にも入って

いる。本書は現在，料紙，版式などから元版を明代前

期に覆刻したものとされているが，（専士曾対｜｜の 『望書鑑楼

善本書目』では元版とされている。これは 『型ー鑑楼善

本書目J自体が蔵書を売却するための宣伝を目的とし
ているところがあるためで版本の記述は必ずしも正

確ではない。傍増湘のような場合は他人の蔵書につい

ては厳しく鑑定し，自分の蔵書については高く売る目

的で実際よりも版を古く鑑定する場合が少なくなかっ

た。しかし，これは現代にも当てはまることで，その

道の権威であっても，自分の蔵書に対しては，どうし

ても見方が甘くなってしまうものである。

筒井利子
（三回メディアセンタ ） 
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新たな戦略が求め5れるメディアセンターの活動
－メディアネット所長に就任して－

1.図書館を取り巻く環境の変化

図書館はしばしば社会の縮図といわれるが，もし

そうであるのならば，大学図書館は，大学という社

会の縮図ということになる。今日大学を取り巻く研

究・教育環境は，多様化・複雑化の一途を辿ってお

り，自己点検・自己評価への取り組み，21世紀COE

( Center of Excellence）計画への対応，専門大学院

の開設など，大学は大きな転機を迎えている。そし

てこうした動きに適切に対応し，支援機能の整備・

充実に一層貢献することが，図書館に求められて

t Eる。

ITの著しい進歩と普及によって，情報へのアク

セスの仕方や利用形態に生じた著しい変化も ，図書

館の活動に大きな影響を及ぼしている。インター

ネットやIモード（携帯）を介したキャンパス外

からのアクセスは，ごく普通のこととなった。これ

は図書館・情報サービスを提供する場が，図書館の

外へと大きく広がりつつあることを示している。ま

た，電子ジャーナルやデータベースなどの電子メ

ディアの増大も，この傾向に拍車をかけている。

インターネットの普及は，利用形態の変化や電子

メディアの増大だけでなく，図書館を取り巻く情報

流通体制・制度の変容をももたらした。たとえば，

デジタル資料の利用に関しては，著作権ではなく契

約が大きな力を持つようになり，新たな対応が迫ら

れている。また，情報入手の方法の多様化，棲雑化

が進み，個々の図書館がそれぞれ独自に取り組むこ

とが困難になりつつある。その結果，コンソーシア

ムの形成など有機的な協力体制の整備が，ますます

重要になった。

ほその きみお

細野公男
メディアネット所長
メディアセンタ所長
三田メディアセンタ所長

慶嬢義塾図書館長

このような現象・事態は，今後図書館が大きく変

貌しなければならないことを物語っている。従来の

パラダイムに対する挑戦に直面しているのであり，

業務体系の見直しゃ意識改革などが必要である。こ

れは図書館にとって大きな負担となることは間違い

ない。

しかし，大学における研究・教育環境の激変，IT

がもたらした革命は，図書館の役割・活動に新たな

可能性をもたらしたことも確かである。その顕著な

例が学内からの外部への情報発信における図書館の

関与，貢献である。現代社会が大きく変容する中

で，大学がその使命・役割を適切に果たし影響力を

維持するためには，情報発信が不可欠だからであ

る。ITの発展は技術的には情報発信を非常に容易

にしたが，情報の無秩序な生産，蓄積，発信がもた

らす弊害も目立つようになってきた。情報の管理に

関しては，図書館は豊富な知識，経験，ノウハウを

有しており ，効果的・効率的な情報発信体制の確立

に，大きな役割を演じることができょう。

科学技術・学術審議会のデジタル研究情報基盤

ワーキング・グループから審議のまとめとして出さ

れた 『学術情報の流通基盤の充実について』では，

大学から発信される学術情報が簡便に利用できるよ

うにするために，情報の総合的な発信窓口を設置し

統一的な規約によって発信する必要があることが、

指摘されている1）。今後学内外で多くのデジタル資

料が生産されるようになることは確実であるが，そ

れが無秩序に発信されるのは望ましくないからで

ある。

1 



MediaNet No.9(2003.3) 

2.メテ1イアセンターの今後の戦略

メディアセンターは，前述した社会環境の変化、

時代の要請に的確に対処できるように，日々努力を

重ね情報提供サービスの高度化に努めてきた。少な

くともわが国においては先導的な役割を演じてき

たことは自他ともに許すといってもよかろう。した

がって現在求められるのは，この路線を今後どのよ

うに発展させていくかを考えることである。

そのための方向としては二つ指摘したい。そして

この二つは相互に密接に関連しているといえよう。

一つは， ITの進歩と普及を勘案して，既存のサー

ビスの質を高めることと 多様性を増すことであ

る。これは従来型のサービスの延長として捉えるこ

とができる。たとえば，電子ジャーナルなど外部か

ら得られる情報や，学内で生産されるデジタル資料

の提供体制をさらに高度化することである。また，

端末機器を設置したオープンエリアのあり方の再検

討も考えられる。法科大学院などの専門大学院およ

び既存の学術大学院での研究・学習環境は，メディ

アの多様化の進展にあわせて新たな視点、から捉える

必要性が生じ得るからである。したがって，IT利用

の側面からの支援をさらに高めるための方策を展開

し，より効果的な情報提供体制を確立する必要が

ある。

電子ジャーナルで代表されるような外部から入手

するデジタル資料の増大は，従来の図書館業務に大

きな影響を及ぼす。また，学術雑誌の価格の高騰

は，雑誌の購読中止を招きかねず，研究・学習環境

の低下をもたらす。電子ジャーナルの購読に関して

は，国の助成と複数大学問でのコンソーシアムの設

立による対応が不可欠で、ある。62の国立大学では

平成14年度予算で生命科学分野の電子ジャーナル

を体系的に購読するための経費が措置されている。

私立大学図書館においても同様な援助が得られるよ

うに，強力に働きかける必要がある。

デジタル資料の増大は，蔵書つまり所有するとい

う考え方を弱め，外部情報の中継役としての役割を

強めることになりかねない。これは情報流通を仕

切ってきた図書館の立場を相対的に弱め，その影響

力の低下につながる。このような事態を回避するた

めには，たとえば図書館間での協力によって共同購

入・共同利用を図るなどして，できるだけ多くの学

2 

術雑誌の利用機会を保証する方策をとらねばならな

い。コンソーシアムの形成はその一方法だが，国立

大学図書館における活発な活動に比較して，私立図

書館界ではその動きが鈍いようである。これは機関

聞の格差がその一因といえようが，なんらかの打開

策を考えていく必要がある。

所蔵する資料のデジタル化を行ってそれを提供す

る体制の確立も，今後の課題である。メディアセン

ターが作成に係わった学内でのデジタル資料には，

日本石炭産業関係資料，慶庭、関係写真資料，雑誌

『三田文学』関連資料など種々あるが，その多くは

実験的 ・試作的色彩が強い。利用に供しているの

は，『慶腰、義塾図書館史J，『慶底義塾写真データ

ベース（福津諭吉の留学時代から現在のキャンパス

風景にいたるまでの写真資料）j，『両羽博物図譜J

のみである。国立大学図書館では平成7年度以降，

電子図書館システムの開発・運用を行うための経費

が措置されているので，定常業務の一環としてデジ

タル化を推進することが可能である。一方メディア

センターでは，予算の制約上こうしたプロジェク ト

を遂行することは，なかなか難しい。何らかの知恵

を絞る必要があるといえよう。

しかし，従来のアナログ資料（印刷形態をとる資

料）がないがしろにされることがあってはならな

い。アナログ資料の充実は依然と して非常に重要で

あり，今後も十分整備していくことが不可欠であ

る。この二種類の資料を有機的に組み合わせること

によってのみ，初めて効果的な情報提供サービスが

可能になるからである。

二つ目は，学内で発生する調査研究の成果とし

てのデジタル資料の管理と，インターネ ットを介し

たそれらの外部発信に，深く 関与することである。

つまりデジタル資料の一元管理の母体となるととも

に，学内・学外への情報発信を行うための拠点とし

て機能することを目ざすべきである。これは大学図

書館の新たな使命であるといっても過言ではない。

これまで学内において図書館以外でも種々の書誌あ

るいは数値データベースが構築されてきたが，近年

はイメージの形態をとる資料も作成されている。こ

れらは研究・教育を遂行するための資源として貴重

であるので，単に作成するだけではなく，広く世界

的に利用できるようにすべきである。



そのためには，学内に存在するデジタル資料の所

在 ・状況を把握し， 一元管理するための目録

(Association of Research LibrariesのDigitalInitiative 

Databaseと同種な目録）を作成・維持すると共に

現物の管理も行う必要がある。膨大な経費を投じて

デジタル化した資料が，数年も経たないうちに所在

不明になったり消滅してしまうことがよくある。こ

れはデジタル資料の本質的な欠点、である。また，メ

タデータや著作権などの管理も忘れてはならない。

学内でデジタル資料の生産に関連する組織とし

て， DRM （デジタル・コンテンツ研究運用機構，

Digital Content Research & Service Museum）があ

る。DRMの事業の中には，「各種資源の整理・統合・

デザインに関わる基本構想、の検討と実践」，「各種資

源のデジタル化・ネットワーク化に関わる全塾的連

携の検討と実践Jがあげられている。こうした事業
にメディアセンターは 種々の面で貢献すること

ができょう。たとえば慶慮義塾がもっこのよう

な情報材を世界的に認知させるためには，RLG

(Research Libraries Group）が行っている Cultural

Materials Initiativeに参加することが必要で、ある。

さらに，資料の電子化にあたって大学内および大学

MediaNet No.9(2003.3) 

問で事前に情報を交換して，電子化の重複を避ける

ようにすべきであるが，そのための調整業務にも携

わるべきであろう。

今後のメディアセンターは， ITを活用すること

によってより費用対効果比の高い図書館サービスを

展開することと，学内外を間わず学術情報の流通体

制の整備に貢献すべきである。後者に関しては， 学

内のデジタル資料を外部へ発信するための窓口とな

るよりも ，統一的な情報発信体制の確立も含めた情

報管理に主体的に関わることに，重点、をおくことが

望ましp。乙の種の業務は図書館が最も得意とする

分野だからである。メディアセンターに対する期待

や要望は，今後ますます強まろう。それに的確に応

え，激動期にある大学の研究・教育をこれまで以上

に支援するためには，新たな活動を構想、しそれを実

現する戦略が必要なのである。

1）科学技術 ・学術審議会計画 ・評価分科会情

報科学技術委員会 デジタル研究情報基盤ワー

キング・ グループ．学術情報の流通基盤の充実

について．平成14年3月12日．

<2002.9.17受理〉
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E冨
図書館の風景

前期の授業もようやく終わりに近づき，イチョウ

並木の緑がいっそう色濃くなる頃，日吉の図書館は

試験準備の学生たちであふれかえる。新たな学年で

の最初の年中行事をまえにして，ノートが飛び交

い，携帯電話で情報を交換する学生の姿が見られた

としても，けっしてめずらしい光景ではない。刊行

されたばかりの，聞の情報誌に裏切られてあわてふ

ためくもの。キーボードをたたきながら文献検索の

旅路につく学生たち。これも豊かな自然に恵まれた

キャンパスの，さわやかな青春のひと駒である。

とはいうものの，図書館を日々のすみかのように

して勉強している学生たちにとって，試験のために

だけ入館する学生は，たいてい迷惑な存在なのだ。

人をはばからずに，おしゃべりの花を咲かせる数人

のグループ。花はつぎつぎと蓄を開き ，やがて談笑

の渦をまきおこしそうな瞬間がくる。こうしたふら

ちな利用者に声をかけ，静粛を呼びかけるのもス

タップの仕事のひとつなのだ。忙しい業務の合聞を

みて館内を巡回してまわるという役割など，できれ

ば避けたい仕事だと思われるが，ルールをまもれな

い学生がいる以上，これを看過することはできない

だろう。

さて，試験が終われば学生たちには長い夏休みが

待っている。サークル活動やアルバイトに精をだす

のもいい経験だが，きびしい受験戦争をたたかいぬ

き，ようやく本来の勉学の道を歩みはじめた学生た

ちにとって，そうした日々を送るだけではけっして

賢明な過ごし方だとは思えなL¥oこの季節はアルバ

イトや旅行の準備とはちがう，はてしない知への冒

険の旅立ちの季節でもある。

この旅立ちの準備は，じぶんが創造的な知の現場

に立っているという認識からはじめなければならな

い。じぶんの内側にひそんでいる感性を刺激し， 養

い育てる場をもとめている学生が多く存在するのは

事実である。ある課題に直面してその意昧を問い，

問題を展開し結論をもとめる。こうした基本的な ト

レーニングを，学生時代のできるだけ早い時期に経

験することができればその後の学生生活がいっそう

4 

伊藤行雄 」・

（日吉メディアセンタ 所長） 11111・・・・

豊かになる，というのが私の考えである。それには

まず，かなり負担に思われる演習やセミナーに積極

的に参加して，じぶんに磨きをかけることが何より

も大切なのだ。そのとき図書館は学生にとってもっ

とも知を刺激する愉しい場所となるはずである。

しかし，情報通信技術が猛スピードで進歩してい

く時代に，文献資料を探し，必要な情報をもとめる

にはその検索方法の技術やさまざまな知識を習得し

なければならない。カウンターで丁寧に教えてもら

うことも可能だが，それにはおのずと限界がある。

幸いに，情報リテラシー教育が各学部の協力を得

て，年ごとに学生のあいだに浸透しつつある。ま

た，今年の5月には事務長の平尾行蔵，レファレン

スデスク担当の山田雅子藤井康子の諸氏による

『情報リテラシ一入門』（慶臆義塾大学出版会）が出

版された。学生たちが「情報リテラシー」の授業を

聴き，本書を利用することによって，最新の情報環

境をじようずに活用できるようになれば図書館利用

者としては本物である。

日吉の図書館と学生とのことばかりに話が終始し

てしまったが， 2月に来往舎の完成と同時に開設さ

れた「レファレンスライブラリ ー」の運用の方法

や， 7月にスター卜した「教養研究センター」にた

いしてメディアセンターがどのような支援を提供し

ていくか，また，あらゆる分野の研究者にどのよう

なきめ細かい支援体制を構築していくか，日吉キャ

ンパスの今後を考えるうえで重要な課題も山積して

しEる。

メディアセンタ一所長に任命されて間もなく

10ヶ月。日吉図書館の建設委員会のメンバーの時代

から図書館についてかなり知っているつもりであっ

たが，定例の委員会や会議にでるようになってそれ

が誤りであることがわかった。仕事熱心なスタ ッフ

のあいだで教えられる乙との多い日々 を過ごす昨今

である。

<2002.8.31受理〉



包塁ヨ

ディジタルライブラリ

理工学メディアセンターの所長をお引き受けし

て，ちょうど一年になります。就任後の聞もない

頃，事務長をなさ っている虞田さんから当センター

の概要や当面の課題などにつきまして，説明を受け

ました。一番の問題は，学術雑誌，特に洋雑誌の購

読料の高騰でして，今年度は予算の70.Q；｛一セン ト

をこの費用に当てる予定です。研究書や解説書も，

科学技術の発展と新しい研究領域の創造とともに絶

えず整備していかなければならないことは当然です

が，とりあえず最新の研究成果を得るための雑誌の

購読を維持していくことに対処するのが精一杯，そ

れどころか購読雑誌を切り詰めなければならない状

況にまで追い込まれています。

この問題の解決のためには，狭随化への対処も含

めまして， IT技術つまり通信とコンビュータを利

用する技術に期待したいと思っています。私の専門

はコンビュータソフトウェア，それも特殊なソフト

ウェアに関する研究です。このような事情から，私

の周囲の研究が図書館のディジタル化にどれくらい

お役に立てそうかということを，現実を離れてとき

どき考えることがあります。

以下は， 単に技術的な側面だけからのお話です。

図書に関する情報とその中味（コンテンツ）がすべ

てディジタル化されていると仮定してのことです

が，各メディアセンターをインターネットで接続す

ることによって，見かけ上，慶応義塾に唯一の図書

館が実現できるはずです。そうなれば，キャンパス

や開館時間にとらわれずに，いつでも，どこからで

も閲覧できるようになります。つまり，資産の共有

と随時・即時の利用が達成でき，場所も取らなくて

すみ，貸借の手間や返却の催促も軽減されます。と

のようなバーチャルな図書館同士の接続を拡大し，

相互運用の形態をとれば，全国規模、地球規模での

図書の共用化が可能になるはずです。

音声や動画なども含め，ディジタル化されて送ら

れてきた図書は、コンピュータによって自動的に分

類・整理され，データベースに格納されますから ，

人手による登録作業は不要になることでしょう。

は5 だ けんいち

原田賢一
（理工学メディアセンター所長）
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図書の検索と閲覧については，そのためのソフ ト

ウェアを利用者が直接用いるかわりに，いま注目を

集めているモパイルエージェン トと呼ばれる技術を

利用すると ，個人をソフトウェアの形に変え，それ

を世界中の図書館に送り込むことによって，希望に

そった文献だけを選択して手元に返信させるという

ことも可能です。つまり ，個人の希望に沿った文献

を集めてくるようにコンピュータの中からプログラ

ムを発生させ，それを各バーチャル図書館に送信

し，そこでこのプログラムを実行してもらうわけで

す。このエージェン トは，いくらでも複製できます

から，自分を何人も複製して地球規模で一斉に文献

の収集ができることになります。その結果は，電子

メールと同じように，自分の都合の良いときに開い

て読むごとができます。さらに，機械翻訳の技術が

飛躍的に向上すれば、収集してきた文献はどれも自

然な日本語の文章で閲覧できるようになります。

こんなことを想像しますと，図書館は，何坪かの場

所を使って，コンヒ。ュータと超大容量の記憶装置，そ

れに超高速の通信回線によって置き換えられ，メ

ディアネットの中枢部として収まることになります。

以上は勝手な想像ですが，IT技術は現在も固ま

ぐるしく変化しながら発展していますので，技術の

成熟を待たずにシステムを刷新することは，利用者

の方々の便からも ，また制度・運用上からも無理な

ことは明らかです。当センターは，スタ ッフの方々

の努力によりまして，着実な足取りでディジタル化

へ向けて進展しています。ささやかですが，現在，

修士・博士の学位論文のデータベース化を試みてい

ます。始めに申し上げました問題に対処していくた

めに，当面は，資源の共有化と電子ジャーナルの共

同契約の推進とともに，学部内コンピュータネッ ト

ワークの利用を考えまして，ITCからの一層の技術

援助をいただきながら，安定した技術に基づく図書

館のディジタル化を推し進めていく必要があると強

く感じています。

<2002.9.10受理〉
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匡冨

e-journalかう想像する

メディアセンターの未来？

慶層、では図書館でなくメディアセンターと呼ぶん

ですよと外部の方にご説明すると，いったい図書館

とはどう違うのかと聞かれます。ちょっと困ること

が多いのですが，心の中では，図書館十情報技術

(IT) ＝メディアセンターという風に勝手に解釈し

ています。

図書館に付加されたITは，蔵書に関する情報の

デジタル化と蔵書そのもののデジタル化の2つに大

別できます。前者は蔵書カードが姿を消したことに

象徴されますが，これだけではメディアセンター

と呼ばれることは決してなかったでしょう。後者

を象徴するものとしてはデータベースの充実など

も考えられますが，私にと っては電子ジャーナル

( e-journal）の導入です。

SFCでは，現在約3500タイトルの定期刊行物を

電子ジャーナルの形で読むことが可能です。SFCで

継続購入しているものに限れば，洋雑誌の約半数，

和雑誌の約2%が電子ジャーナルの形で提供されて

i Eます。私たちは雑誌記事の多くを自分の研究室や

その他の場所で画面上であるいは紙に印刷して読ん

でいます。

吋ournalの導入は利用者とメディアセンターの両

方に多くの便益をもたらします。まず利用者にとっ

ての利点としては，メディアセンターに行かなくて

も済むことによる，あるいは誰かが読んでいて待た

なくてはならなかったりどこか別の棚に入ってい

たりといった恐れがないことによる時間の節約，第

二にメディアセンターが閉まっている時間にも読む

ことができるという時間の自由の2点があげられま

す。メディアセンターのもつ雰囲気が好きで足を運

ぶことが苦痛でないとしても ，時間の自由という利

点は研究者にとって極めて大きいものではないで

しょうか。

一方，メディアセンターにとっては，第一の利点、

は場所の節約です。SFCのメディアセンターでは年

間に2万冊のスピードで蔵書が増えており，あと 2

年でスペースが足りなくなると予想されています。

抗
日
間

島

さ
ロ』

者

三
上
一タ

い井
U

ぽ

駒

伊一アメ尺藤南湘

もちろん定期刊行物だけが蔵書ではありませんが，

e-journal化がこの問題の緩和に寄与することは間違

pありません。第二の利点は，蔵書管理に関する業

務の減少です。具体的には，新着雑誌の登録や配架，

パックナンバーの製本，書架の並べ替え等々， 冊子

体で受け入れることに伴う人員と経費の両面での負

担は大きいものがあります。第三は災害時の問題で

す。アレクサンド リアの図書館はまるごと焼失した

ということですが，メディアセンターが万一何らか

の災害に巻き込まれたとしても， e-joumalであれば

その後の利用が不可能になるわけで、はありません。

もちろん問題点もないわけではありません。一つ

はいわゆるデジタル・ディパイド的な問題ですが，

これは存在するとしても間もなく問題ではなくな

るでしょう。しかし，e-journalに固有の問題点とし

て，ブラウジングを行うのが困難であることが指摘

されています。今後ブラウジング機能を向上させる

ことは期待できそうですが，現状では問題があるこ

とは否定できません。第三は災害の問題です。これ

は上記の利点のコインの反対側ともいえるもので，

出版社などのサーパーが災害に見舞われると ，利用

できなくなる恐れがあります。

長所と短所を考えると，利用者にとってはe-jour-

nalと冊子体の両方があればそれに越したことはあ

りません。しかし，場所の節約と蔵書管理の簡略化

の実現には，e-journalが冊子体に代替していくこと

が必要です。このようなことが，和雑誌へ，そして

一般の図書に及べば，メディアセンターの姿は一変

するでしょう。私の研究分野の周辺では，情報技術

の発展にともなって，都市の終駕ということがいわ

れるようになってきました。ど乙からでも情報にア

クセスできるようになれば，情報センターとしての

都市は終わるという発想に基づくものです。とすれ

ば，情報センターそのものであるメディアセンター

の行く末はどうなるのでしょうか。もちろん，都市

の終罵論には多くの反論が寄せられています。

<2002.9.18受理〉

6 



巨富

本部事務長に就任して

今年6月に4年半ぶりにメディアセンターに戻っ

てきました。図書館・情報学分野は，それでなくて

も進歩の速い分野だと言われていますが，私がメ

ディアセンターを離れていた4年半は，特に色々な

事柄が大きく変化した時期であったのではなかった

でしょうか。紙媒体による情報伝達手段の電子化が

急速に進展し，今や自然科学系では，冊子体の雑誌

発行数を電子雑誌発行数が凌駕する勢いを示してい

ます。その昔はデータベースといえば，図書や雑誌

を検索対象とするものが一般的であったと思います

が，今日では，そうした捉え方だけでなく，この数

年間に爆発的に増大してきたWeb上の学術的な

ホームページやデータベースといった情報資源をメ

タデータとして組織化しようという動きが世界的に

浸透しているようです。Web上の情報資源は，学術

的であろうがなかろうが，全く無秩序な状況に置か

れていることは確かだと思います。乙うした状況を

そのままにしていては，将来に大きな禍根を残すこ

とになるでしょう。

一方メディアセンターとしてもこの間にずいぶん

大きな変化を遂げました。各地区メディアセンター

で、行っていた資料整理業務を本部で集中的に処理し

ようという，いわゆる集中処理機構の出現です。こ

の集中処理機構導入の基本理念は，各地区メディア

センターの資料整理要員が要らなくなることで，人

員削減を行うと同時に，利用者サービス部門に不足

している要員を振り当てるという，リエンジニアリ

ングを推し進める点にありました。集中処理機構が

立ち上がっておよそ4年経過した現段階では，そろ

そろ機構そのものを見直してみる時期にきているの

かもしれません。集中処理をすることによって，改

善された点，逆に不具合が生じた点など，色々精査

してみる必要があるだろうと思います。

他方では，私が4年半前にメディアセンターに在

籍していた頃に抱えていた問題がそっくりそのまま

今に至るまで継承されているものもあります。それ

は書庫の狭臨化であり，資料，特に洋書の高騰化の
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問題であります。現在本学の5つのメディアセン

ターでは1年間に約9万冊強の蔵書が増加していま

す。いくら電子化が進んだとはいえ，小さな公共図

書館規模の蔵書が，文字通り年々増殖しているわけ

ですから，これを収容する器には余程のサイズが要

求されるはずです。メディアセンターとしては，山

中湖にある保存書庫棟に加え，横浜市白楽にある企

業の倉庫を借り受け，古くなった各地区メディアセ

ンターの蔵書を収蔵し，職員を配備して，サテライ

トセンターとしてこれを活用してきましたが，収容

能力50万冊程度では，それこそ瞬く聞に限界を超

えることははっきりしています。平成13年度末で，

既に各地区メディアセンターから 40万冊規模の蔵

書が収容されています。将来にわたり，慶磨、義塾大

学として所蔵すべき適切な蔵書規模を明確にした上

で，その規模と現有の収容能力とを比較して，不足

する書庫スペースを計算し，どこにどのような書庫

を備えるべきかを，大学当局に示し，理解を求めて

いく必要があるのではないでしょうか。洋書の高騰

化は，皮肉なことに洋書の利用が活発な医学・理工

学系で顕著に現れているようです。例えば理工学分

野では，再三にわたり，洋雑誌の購入を打ち切ると

L寸措置をとらざるを得ない状況に追い込まれてい

ます。研究者や学生にとって有用な情報が年々増え

ていく中で，こうした措置をとることは大変残念な

ことだと思います。図書予算の編成や配分方法を変

更するなど，思い切った発想の転換が求められてい

るのかもしれません。

6月に就任してから約1ヶ月間，私は本部の職員

をはじめ各地区の多くの職員と面談を重ねてきまし

た。色々な立場の職員の話しを聞く ことによって，

これからのメディアセンターにとって何をする乙と

が大切なのかを把握したいと思ったからです。面談

を通じていくつかのポイントは明らかになってきま

した。それらの解決に向けて，担当理事，所長等のご

指導を受けながら，各地区事務長と共に進んで、いく

所存ですので，どうぞよろしくお願いいたします。

<2002.8.22受理〉

7 



Media Net No.9 (2003.3) 

〈特集〉図書館を結ぶ新しい協力のかたち

ライブラリーシステム研究会の経過とシステムの課題

図書館システムの標準化に向けて
いりえ

はじめに

2001年9月20日， 第1回ライブラリ ーシステム

研究会を慶磨、義塾大学三田キャンパス北館で開催し

た。この研究会には私立大学の図書館システム担

当，図書館システムメーカ，書店のシステム担当，

さらには国立情報学研究所（以下NII），国立国会図

書館など，合わせて40人もの方々に参加していた

だいた。この参加者の多様さが研究会の特徴とい

える。

参加者は，図書館と図書館システムの関係者が集

まり ，一緒に勉強し，システムの標準化を考え，普

及していこうという呼びかけに応えてくれた方々で

ある。呼びかけは早稲田大学の金子昌嗣氏，丸善の

佐藤康之氏，紀伊国屋書店の加茂健二氏と筆者の

4人で、運営委員会を作って行なった。

この報告では，研究会発足の過程と意義を個人的な

立場で解説しながら，これからの図書館システムの

方向性について考えたい。

1.研究会発足の背景一図書館のおかれた現状一

日本の大学図書館をめぐる経済的環境は日々を追

う毎に悪くなってきている。この背景として，高等

教育をめぐる環境の悪化が言われるが，現在の大学

図書館をめぐる危機の原因はそれだけではない。こ

れまで図書館という組織が，大学の経営部門に対し

てその努力を積極的に「説明」してこなかったため

に経営的な信頼感を失っていることが危機を一層深

めているように思われる。また，システム的な部分

では，図書館実務とそれを支える研究開発的機能と

の連動が効果的に行なわれてこなかったことも，そ

の原因の一つかもしれない。

図書館システムでは， NIIとの連携以外の標準化

がほとんど進んでこなかったことに顕著に表われて

いる。図書館システムメーカは， NIIからのイン

ターフェース仕様と，現場からの個別要求の間で終
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わりのない修正作業を繰り返している。この状況が

図書館システムメーカの担当者から考える時間を奪

い，システムの専門家の観点、から図書館へ提案する

余裕を与えない要因となっている。また，図書館シ

ステムのSEは驚くほど図書館を知らない。このよ

うな状態で業務システムのデザインをしても，いい

ものができるわけがない。図書館システムをデザイ

ンするSEに業務を知ってもらう努力は図書館業界

の仕事だと思う。

一方，図書館の現場でも ，システム開発に対する

能力は落ちている。15年前の大学を考えてみよう。

図書館は事務部門の中でも，汎用コンビュータを使

いこなしていた部門で，多くの大学で独自に図書館

システムを開発していた。システムの複雑さ，技術

の高度化などの要因はあるが，当時に比べ図書館の

システム部門は力をなくしている。その理由を考え

ると，図書館システムというものが変化し，システ

ム開発を図書館で抱える必要性がなくなってきたこ

と，図書館での開発技術を担う人が採用されなかっ

たこと，新しいサービス（デジタルサービス）への

対応のためにスタップが分散していったこと，図書

館でのスタ ッフのジェネラル化が進んでいったこと

によると思われる。一方で専門スタッフの育成を言

いながら，片方でスタッフ不足をアウトソーシング

で補うために管理的な能力が必須となり，業務の空

洞化を補う専門的なスタッフの育成についての戦略

は明確となっていない。

この15年間，図書館システムの標準化はNIIが進

めてきた。この標準化は現場からの意見としてまと

められたものではなく，中央集約型で政策的，かつ

強力な指導力があったため，個別の大学はNIIへの

依存心を強めていった。NIIの共同利用目録はTRC-

MARCと同様に図書館目録システムの標準化を作

り出すことに成功し，その功績は大きい。しかし，

極めて強力であったため，現場での計画立案や標準



化のための努力を不要にしていった。そのため，

NII以外の要望は，各図書館の現場担当者の業務を

背景とした個別のものであり ，この個別の仕様の実

現へ右往左往するのが図書館システムメーカである

という図式ができあがった。

この責任はメーカ責任と言うより，その方向性を

はっきりさせることのできない図書館業界にあるだ

ろう。情報サービスが国際舞台で戦われている中

で， 図書館システムがこのままであっては戦えな

い。米国や近隣の国では国際舞台をターゲッ卜にし

たシステムが開発され，日本への販売網を広げてき

ている。図書館にとって海外の優れたシステムが一

部の国内仕様に合わないという理由で利用できな

い，ということはサービスの低下につながってい

く。また，図書館システムメーカにとっては，海外

のパッケージと正面から戦う時代になっている。こ

ういった図書館の現場からのシステム標準化の流れ

が極めて重要な課題として認識され始めた現状が，

研究会発足へとつながった。

2.個人的な思いの暴露と研究会

2.1.図書館をユーザとした仕事

研究会発足の動機と呼びかけたメンバーについ

て，以前勤務していた平和情報センタ一時代の仕事

と交流について話す必要がある。それはデータ遡及

と形態素解析ソフトウェア（Happiness）の導入で

ある。

2.2.データ遡及で考えたこと 何で標準は一つ

じゃないの？一

図書館というところと仕事をして一番はじめに驚

いたことは， MARCフォーマットだった。区分デー

タセットをモデルにしたレコードフォーマットには

汎用コンピュータで可変長文字列を扱おうという意

気込みを感じながら ，特殊な分野でしか通用しない

センスを感じていた。この思いの中でJP-MARCの

解説書を読みながらタグ解析のプログラムを作った

ことが図書館らしい仕事の初めだったと思う。初め

はCOBOLで書いたが，面倒になってPLIとアセン

ブラに書き直したことを覚えている。その後にデー

タ遡及用ツールとして，JP-MARCの加工ツール，す

なわちJP-MARCデータへの漢字分かちなどのアク

セスポイント付与プログラムを作った。そのうちに

MediaNet No.9 (2003.3) 

〈特集〉図書館を結ぶ新しい協力のかたち

LC-MARCコンパータを作る話になったが，イン

ディケータが何やら分からなくて子を出せなかっ

た。米国はLCMARC，日本はJP-MARCという対応

関係は目録規則と文字コードの違いからある程度仕

方がないこととして理解していたと思う。その後，

学術情報センターが影響力を持つようになり ，NC

フォーマットにしばしば出くわすようになる。この

NCフォーマットによって，書誌階層ブームが全国

の図書館を巻き込んでLEく。この頃よく作ったプロ

グラムはJP→NCコンパータ ，NC→JPコンパー

タ，TRC→JPコンパータ ，JP階層化プログラムな

どであった。NCは和書 ・洋書が同一フォーマット

であり，インディケータもなく ，プログラマにとっ

ては理解しやすかったが，記述形式が複雑でーあり，

区切り記号が正しく記載されていないことが多くて

エラー処理に苦労した。その頃，強く思っていたこ

とは，思想の違うデータをどんなプログラムを書こ

うが同一データにはできないということである。プ

ログラムを通せば通すほどデータは劣化していく 。

目録データについては可逆的なコンパートは不可能

である。どうして同じ図書の目録を取るのに何種類

かのフォーマットと異なる規則が存在しなければな

らないのだろうと強く感じながら，一方でそのプロ

グラム開発はソフ トハウスとして比較的収益のよい

仕事だったので，夜なべをしてプログラムを書いて

いた。

2.3. Happinessとともに テごファクトスタンダー

ドの意味ー

もう一つの仕事は，Happinessというキーワード

自動抽出（自動分かちとも言われた）ツールの図書館

システムへの組み込みであった。

国立国会図書館の一部や学術情報センター，早稲

田大学での採用もあり ，比較的高価ながらも図書館

界ではデフ ァクトスタンダードに近い感覚があっ

た。そのためHappinessの処理結果が一つの基準を

作っていった。そもそもHappinessは文献情報検索

でのキーワードを均質に作るためのソフトであった

ため，図書館のように書名だけを処理することを想

定していなかったが，分かち文やキーワードという

文化が深く根付いていたために普及していったのだ

と思う。ここで面白いことは，ツールが普及し，標

準的な地位を持ち始めると ，それに合わせるように
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周りが動いていくようになり，そのツールが異なる

システムを関連づけていくようになるということ

だ。システム基幹部分の機能的な各ツールの標準化

は，そのような役割を果たしていくことを実感して

きた。ある時期，Happinessの組み込みによって，

いろいろなメーカや図書館と話し合う機会が生ま

れ，そのことが標準化を考えるきっかけを作ったと

言える。 Happinessはまた，メーカや図書館との対

等な付き合いを演出してくれた。この話し合いから

始まった対等な交流がこの研究会の根底にある。

Happinessを媒介にして知り合った大学とメーカ

は，早稲田大学 （IBMWINE），慶臆義塾大学

(Fujitsu iLis），明治大学（FujitsuiLis），中央大学

(IBM DOBIS），同志社大学（HITACHI），立命館大

学（NECALIS），関西学院大学（HITACHIBiblion) , 

近畿大学（IBMVi弓NE）など多い。このソフトを導

入するために，各メーカのシステムの分析・調査を

おこなった。

比較的Happinessは関西地域の大学で、多く導入し

てもらった。これは，ツールのような製品を利用し

てマネージメン卜する開発スキルがあったからだろ

う。関西では，いいものはいいと言ってくれる空気

を感じて仕事をしていた時期があった。この気持ち

が，第4回の研究会を関西（同志社大学）で開催す

ることにさせたのかもしれない。

2.4.直接的なきっかけ

3年前に，慶店、でも239.50Target開発プロジェク

トが認められて開発が始まった。当初の予定では重

複チェックの補助的なシステムと しての位置づけで

あったが，せっかく作るのであればと，きちんとし

たTargetを作ることにした。

その頃， 239.50関連システムで進んでいたのは，

図書館情報大学と東京工業大学（以下東工大）だっ

た。東工大は助成金の関係もあり，トータルなシス

テムを稼働させることが目的だったようで，その時

の条件でとにかく稼働できるシステムを目指してい

た。そのコンセプトは今でも優れたものであるが，

標準化の問題もあってパッケージとしては普及しな

かった。

慶磨、義塾大学メディアセンターでは，書誌データ

の交換を目標に置いていたので， MARCフォー

マットにこだわっていた。そのために，東工大のシ
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ステムを選択せずに丸善に開発を委託することに

した。

研究会発足の直接的なきっかけは，この開発方針

のミーテイングであった。当時の状況としては，

239.50を実装しでも日本の大学との横断検索をする

ためには個別のカスタマイズが必要であった。この

問題を解決しなければ239.50システムのメリット

を発揮させることができない。分かつてはいるが開

発コストを考えると大きな現実である。横断検索の

最低限のTargetをNII，早稲田大学，東工大，北米

の代表的なシステムとした。早稲田はINNOPACに

標準装備のTargetがあがっているが，その詳細な

仕様は公開されていなかった。開発コストに見合う

成果をあげるには，日本で標準化の流れを作らない

と一歩も進めない状態だったと思う。

3.いろいろなこと一研究会への個人的な考え一

・SEという職業への不満

SEという職業は大変にインターナショナルな属

性を持っている。世界を席巻している OSは常に米

国製だし，国際的な市場競争がすぐに開発システム

に影響してくる。こんな世界に生きている職業人が

何でアプリケーションデザインとなると自分の意見

を持てないのだろうか。図書館の担当に対しては，

その発言を控える人も多い。そもそもアプリケー

ション開発というものを考え遣いしているのではと

言いたくなることが多い。

業務担当者と基本的な仕様を論議してこそ意昧が

あると思う。ただ，彼らに図書館という仕事を説明

できる機会は少ない。彼らに日本の今の図書館だけ

でなく，図書館の世界的な流れを紹介できる場所を

作りたいと思っていた。これによって図書館システ

ムについてコラボレーションできる環境を整備して

いきたい。

・標準化と規格

図書システムの標準仕様についての見解を尋ねら

れた国立国会図書館の担当の方が「私たちは規格委

員会 (JIS）ではないので回答できなLリと答弁し

たという本当か嘘か分からない話がある。違う話と

して，いろいろなコードの]IS規格を知らないSEが

i Eることも事実だし，そういう SEが設計したシス

テムも多いだろう。



この変化の激しい時代において，上からの標準化

ではなく，現場での高度な知識とそれを背景にした

標準化思考を求められている。現在のNII主導のシ

ステム化では，世界のスピードについていけないと

Lヴ危機感さえも感じている。

例えば， NIIのグローパルILLシステムの開発に

は少なくとも2年は掛かっているが， OCLCPASS-

PORTの全てのサービスを受けることが出来ない。

必要であれば， 2年前にすぐにもOCLCのサービス

を受けることも可能だった。日本の大学が米国の大

学と真剣に戦おうとしたら，この2年間は短いのだ

ろうか？

・海外パッケージの導入

毎年，開催される図書館フェアでは外国からの図

書館システムの出展が見られる。丸善の「校倉」と

いうシステムはオーストラリアのパッケージの日本

語化ノfージョンである。このパッケージはUnicode

で実装されているため アメリカ・オーストラリ

ア・中国・ヨーロッパでも実績があるらしい。この

ような外国のシステムを日本の地域性だけで排除す

ることは利用者として損なことではないか。また，

この洗練されたシステムと近い将来競合する日本の

メーカは戦っていけるのだろうか。日本の図書館

が，研究・教育機関と して国際競争を戦わなければ

ならない近い将来までに何を準備しておいたらい

いのだろうか。情報産業に携わるものが，国際的に

展開されている情報戦争にこれほどまでに無関心で、

いられるとはどういう乙となのだろうか。

・規格に正面から向き合うこと

ちょうど3年程前に，Webの画面をプログラムで

解析することによって横断検索をしようという試み

があった。この仕組みは山手韓コンソーシアムの

OPACでも利用することができる。これで横断検索

はできるから Z39.50のような複雑なシステムは不

要であるという意見もあった。確かにZ39.50プロ

トコルは古いが，その時代にデータベースレベルで

ネットワークを透過するアクセスプロ トコルの基準

を作って実装していったことの意味を理解しようと

していなLE。データベース透過の検索システムにつ

いて標準化の論議をするということは，データベー

ス構造やインデックス構造まで標準化しようという

試みである。Web画面のプログラム解析で話を終
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わらせてしまうことは，データベースアクセスレベ

ルの標準化という大きな課題からの逃亡であると

思う。

4.研究会の目標と経過

研究会の目的は，システムの業務レベルの標準仕

様を決めていくということである。ただ，共通仕様

といっても ，実際のシステムへ適用されて，その効

果が認められなければ意味がない。また，全く新し

p規格を作るには，組織的にも土台がなLE。システ

ム標準化でもっとも緊急なことは，システム外部イ

ンターフェースの標準，特に書誌データベースの検

索のための標準は緊急で重要な課題である。そのた

めに， Z39.50の標準化を中心的課題に選択した。

これまでの研究会の詳細と経過については，第4

回で早稲田大学の金子氏が発表されているものがあ

るので，研究会ホームページより参照していただき

たい。h仕p://libsys.lib.keio.ac.jp/ 

5.第5回研究会の予定と今後

Z39.50 Targetの標準としての推奨プロフ ァイル

を確認し，国際的な関係機関へ報告するという活動

は第5回で最終回を迎える。これからは，このプロ

ファイルの広報と Z39.50の実装， およびこのプロ

トコルで実装された日本の代表的データベースを公

開してpく活動が必要になる。今回の議論の基本と

なっているZ39.50プロトコルはV2.0という 1998年

に標準化されたものを基本としている。インター

ネット環境の進化に伴ってZ39.50プロトコルその

ものも変化している。この変化にもついていく必要

がある。

XML, XPATH, OPEN URLも同様の流れを持つ

システムと言える。この勉強を共通しておこなって

いく場も必要だと思う。これ以降，研究会をどのよ

うに運用するかについてはこれから議論を始める。

研究会はとにかく予算がなく，メンバーの方々には

手弁当で参加していただいた。講演者へのお礼も十

分ではない。

協力していただいた皆様に感謝するとともに数々

の無礼をこの場を借りて謝罪したい。

< 2002.10.24受理〉
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危機に直面する洋雑誌コレクション

ーよりよい洋雑誌コレクションの構築をめざして

研究・教育に必要不可欠な文献を収集しいつでも

利用できるように蓄積しておく 。それが我々の仕

事だ。慶磨、では長年，潤沢な予算をパックに充実し

たコレ クションを構築してきた。特に STM系

(Science, Technology & Medicine）と呼ばれる科学

技術・医学系において，学術雑誌とりわけ洋雑誌は

最も重要なリソースである。医学メディアセンター

（医学MC）理工学メディアセンター（理工学MC)

においては，蔵書の3分の2が雑誌であり ，雑誌の

うち7割以上が洋雑誌であり ，さらには予算の7割

を洋雑誌購読に支出している。医学MCおよび理工

学MCは国内でも有数の科学技術系専門図書館であ

り，これらの充実した洋雑誌コレクションは塾内の

研究者のみならず国内他機関の医学研究者・医療従

事者・理工学研究者にも利用され，日本の科学技術

研究の発展に貢献してきた。ところが，その洋雑誌

コレクションが危うい。本稿では， この雑誌コレク

ションの危機について概観するとともに有効な雑誌

コレクション維持のためにどんな手を打つべきか考

察してみた。

1.洋雑誌価格の高騰とコレクションの縮小傾向

日本国内の洋雑誌コ レクションは1990年まで順

調に増加してきたが， 1990年代に入ってから逆に

転じ，近年は毎年のように受入タイ トル数が減少し

ている。一方，Ulrich's,iによれば，世界の雑誌刊

行数は急増しており，刊行点数に対する所蔵タイト

ル数の割合はさらに急降下していることがわかる。

（図1,2）世の中に存在する学術情報資源をできる

だけ網羅的に収集し備えておくのが大学図書館の使

命だと考えるならば，この点において，日本の大学

図書館は確実にその能力が低下していると言える。2)

慶磨、義塾も決して例外ではなく， 1990年代前半ま

では何とかコレクション維持してきたものの，医学

子
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MC・理工学MCでは1990年代の後半から減少傾向

に転じている。（図 3)

これらのコレクション減少はとどまることのない

誌代の値上がり傾向の結果である。図4は理工学

MCにおける過去10年間の受入種類数，予算の伸

び，誌代の伸びを指数化したものであるが，予算の

伸びが誌代の伸びに追いついていない様子がよくわ

かる。このまま図書予算が伸びないと洋雑誌コレク

ションは縮小するばかりである。
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2.誌代値上がりの理由

過去10年間，誌代は着実に値上がりを続けてき

た。では，なぜ値上がりするのか？さまざまな原因

が言われている。一つには研究成果の増加により ，

雑誌1誌あたりのページ数が増加していること。例

えば， Wileyの刊行する化学誌 Angewandte 

Chemieは1990年の総ページ数1816pに対し，2002

年には6100pに増加している。また研究分野の細分

化により次々新しい雑誌が刊行されるものの1誌あ

たりの購読部数は減っており ，結果として雑誌の単

価が上がっているというもの。また 1990年代に
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入って各社とも雑誌の電子化に莫大な投資をしてお

り，それが冊子体価格に反映されているというも

の。価格値上げは出版社の経営戦略であり，何が理

由なのか正確なことはわからない。しかし，最後の

電子化云々が図書館側にとっては最もそれらしく納

得がpく。値上がりの始まった当初，電子化が一段

落すれば価格の値上がりは沈静化すると言われてい

た，しかし今だ値上がりはとまらない。出版社の電

子化事業は単なる最新号の電子化にとどまらず，利

用インタフェースの開発，パックナンバーの電子化

など次々と新しい段階に進んで、おり，新しい投資が

行われている。

3.解決策の検討

洋雑誌コレクションの先細りを食い止めるために

はどうすればよいのか？ここではいくつかの可能性

について，検討してみることにする。

3 .. 1.電子ジャーナルへの移行とリソースシェアリ

ング

塾内で重棲所蔵している洋雑誌を一本化し， 一

方，同タイトルについて塾内を lサイトとした電子

ジャーナル導入契約を結ぶことによって，より経済

的に洋雑誌コレクションを維持することができない

だろうか。

2000年に設置されたリソースシェアリングWG

の活動によって，塾内の雑誌所蔵状況がわかってき

た。2000年6月現在の調査によれば，塾内の重複洋

雑誌はのべ3253誌，うち購入誌は2020誌，これら

重複しているものをすべて塾内1本化した場合の削

減金額はおよそ3000万円と見積もられている。（表

1）つまりすべてを1本化すれば新たに3000万円の

財源が捻出できるということである。一方， Wiley,

表1 各地区メディアセンターにおける継続洋雑誌重複
タイトル数（延べ誌数）

重複誌数 継続洋

寄贈誌含む 購読誌のみ 雑誌数

全地区 3253 2020 9691 
三回 1172 683 4552 

日吉 519 383 841 

理工学 297 155 1331 

医学 139 89 1786 

SFC 958 542 1181 

KBS 167 167 NA 
看護短大 NA 

2000年度標準統計より

13 



MediaNet No.9 (2003.3) 

〈特集〉図書館を結ぶ新しい協力のかたち

Elsevierなどいくつかの大手出版社の電子ジャーナ

ルは按数キャンパスを lサイトとして契約を結び，

電子加算料金を支払うことによって各キャンパスで

分散購読しているタイトルのすべてにどのキャンパ

スからも同様に電子的にアクセスすることが可能と

なる。したがって，重被整理による捻出額＞電子加

算料金となればより経済的と言えそうである。ま

た，これにより，従来白地区が所蔵していなかった

もの（他地区所蔵のもの）までアクセス可能となる

し，冊子体整理により，整理のための人件費・製本

代・所蔵スペースなどの経費も削減できる。白地区

の所蔵タイトルについても研究室にいながらにして

利用できるという点で利便性が向上する。しかし，

システムの安定性，ネッ トワークの安定性，保存の

問題など，電子ジャーナルの環境が果たして従来の

冊子体のコレクションに代替しうるものなのか不安

要素もまだまだ多い。（表2）また電子ジャーナルの

パッケージ導入は自館の蔵書構築方針を放棄し，予

算の運用の柔軟性をより低下させるものだとする意

見もある。6)

表2 電子ジ、ヤーナル導入による長所・短所比較

プフス要素 マイナス要素
経費減 経費増

－重複整理による節約額 －電子加算料金

－製本代
・整理（チェックイン、製本準備等）

－スペースコスト

他地区所蔵タイトルへのアクセス｜出版社のシステム安定性
検索インタフェースの提供 ｜ネyトワークの混雑による影響
研究室から利用可能 ｜保存の保証が不明確

図書館閉館後も利用可能

このように様々な要因があるとは言え，全く何の

子も打たずにただ雑誌コレクションの先細りを待つ

だけというよりは慎重に道を選んで進む方がはるか

に様々な可能性がある。

3.2.コンソーシアムによる電子ジャーナルの導入

前節で検討したようにリソースシェアリングを前

提とした電子ジャーナルの導入には一定の効果が望

めそうである。では，より効果的・経済的な電子

ジャーナルの導入方法はないものか？欧米ではコン

ソーシアムによるグループ購入が盛んである。今回

人事部主催の国外集合研修に応募し，米国の主要な

コンソーシアムを訪問し担当者にインタビューする
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という貴重な機会をいただいた。ここでは各コン

ソーシアムの紹介を行うとともにコンソーシアムの

効果的な利用法について考察してみる。

3.2.1.コンソーシアムの概要

OhioLINK ( Ohio Library and Information Network) 

http:/ /www.ohiolink.edu/ 

オハイオ州の大学図書館， 州立図書館82館から

なるコンソーシアムで，加盟館の分野・規模は多岐

にわたる。冊子体の所蔵純タイトル数が 1200誌で

あるのに対し，コンソーシアムによるグループ目詩人

の結果，アクセス可能な電子ジャーナル数は4100

誌となっている。従来販売対象とならなかったよう

な小規模大学にも販売することができるため，出版

社にとっても魅力が大きい。

独自のサーバに，購入した電子ジャーナルやデー

タベースのデータが蓄積され，統一インタフェース

で加盟館に提供されている。アーカイヴが手元に残

る，安定したレスポンスが維持できる，サーバに搭

載された統計ソフトウェアを蔵書構築に活用できる

などのメリッ卜がある。また運営組織として，加盟

館から選出された委員による運営委員会・機能別委

員会（蔵書構築委員会，レファレンス委員会，シス

テム委員会等）があり，実務面の方針決定を行って

L、る。館長会議， 大学理事による会議体もあり，予

算獲得などの面で機能している。これらを事務的に

サポートするとともに，出版社との交渉 ・契約

(Executive Director Tom Sanville氏が担当）， サー

バの維持管理などを担う専従職員が複数名，オハイ

オ州コロンパスの運営オフィスに常駐している。州

からの資金が全予算の約15%を占め，事務職員の

人件費，サーバの維持等の面で，この資金が大きな

力となっている。

加盟館のローカルOPACと連携した共通OPAC

システムやそこからILLのオンラインオーダーがで

きる仕組みを持つ。また学位論文の電子化や美術品

のデジタルイメージ化などの事業も行っている。

CIC (Committee on Institutional Cooperation) 

h仕p://www.cic.uiuc.edu/ 

中西部のBigTenと呼ばれる大規模な研究大学13

校のコンソーシアム。図書館ではなく大学本体のコ

ンソーシアムであり，一部門として図書館セクショ

ンがある。外部からの資金はなく加盟館の会費



($75000）だけで運営されている。6～7名いる職員

の人件費ほか事業費が会費でまかなわれている。図

書館部門はイリノイ大学アーパナシャンペーン校に

設置され，図書館員1名とアシスタン ト1名が交渉

や関連事務を行っている。

各図書館とも大規模で、あり購買能力があるため，

出版社はあまり割引をしない。

その他の事業として，大学出版局と共同で学内業績

の電子ブック化を行っている。

NEAL (North East Research Libraries consortium) 

http:/ /www.librarγ.yale.edu/NEALpublic/ 

アイヴィリーグの大学図書館からなるコンソーシ

アム。正式メンバー21館準メンバー35館。正式

メンバーは年会費$3000で運営に対して権限をも

つのに対し，準メンバーはライセンスに参加するこ

とはできる（ 1データベースあたり100ドルの手数

料＋購入実費）が要望を出すことはできない。いず

れも大規模の研究図書館であり ，独自で契約できる

だけの予算規模を持つという点でCICに近いが，

CICよりも予算の総額が大きいため，足並みをそろ

えることによって出版社と交渉し，よりよい条件を

引き出している。事務局はエール大学図書館にあ

り，専従事務員を1人雇用。交渉は，エール大学図

書館の蔵書構築担当副館長であるAnnOkerson氏

が:t.13.当している。

加盟館から各2名登録された代表メンバーが購読

希望や購入の検討を行う。5館以上の図書館から購

入希望があったものはグループ購入を検討するが，

1 -2館の場合は事務効率がよくないので，検討し

ない。検討の結果，購入することが決まると交渉に

入り，条件が決まると契約書を交わす。請求書は

エール大学に送付され各館からお金を集めて業者

に支払pをする。OhioLINKとは異なり，加盟館は

希望するもののみ参加すればよい。

他の事業として，ピッツパーグにある共同保存施

設における脱酸処理がある。

3.2.2.コンソーシアムの成功要因

・図書館・出版社の双方にとって，労力の簡素化に

つながる方法が望ましLE。たとえば，複数年契約

や契約窓口・契約書の一本化など。特に複数年契

約は図書館に蔵書構築を検討するための十分な時

間をもたらすという点で意味がある。また出版
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社にとっても利益の確保という点でメ リットが

ある。

・価格割引の点ではあまり効果がなくとも，利用条

件（外部利用者の利用，ILLへの提供，ダイ アル

アップ利用等）で大きな改善が見られることが

ある。

• OhioLINKは規模の異なる図書館から構成されて

おり，一見， 小規模図書館のみに有利のように見

える。しかし， 実際は相互補完的になっており，

小規模図書館は従来購入できなかったタイトルに

アクセスでき，大規模図書館は総体としてより充

実したコレクションをパワフルに使えるという実

態となっている。個々の契約に細かく こだわるの

ではなく 総体としてよ りよいものをめざす

(think big）という姿勢が成功に結びついている

と言える。

・強力な交渉担当者の存在がコンソーシアム運営に

は不可欠である。OhioLINKのTomSanville氏，

NERLのAnnOkerson氏ともにビジネス経験があ

り，すべての交渉を自身で行い，多くのノウハウ

を蓄積している。また両氏は国内外の多くのコン

ソーシアムのオピニオンリーダー的存在でもあ

り，各種セミナー・メーリングリストを組織し，

ノウハウの共有に努めている。

・加盟館の図書館員がコンソーシアムに貢献できる

時間と体制があることが求められる。いずれのコ

ンソーシアムも方針決定やその調査のために加盟

館の図書館員が多くの時間を費やしている。また

メーリ ングリストやセミナーなどを通じて頻繁に

情報交換を行っている。ある程度，自館の利益を

越えて共同体に貢献するような姿勢がないとコン

ソーシアムは機能しないのではないか。

3.3.学術雑誌高騰への対抗運動

ここまで，いかに効果的・経済的に雑誌（冊子＋

電子）を購入するかという検討を行ってきたが，散

米では値上がりに対する直接的な抗議行動も行われ

ている。例えば，Natureの電子版が最初に公開され

たとき高額な購読金額にもかかわらず最新号が見ら

れないという事態に研究者がボイコット運動を起こ

し，状況が改善されたという事例がある。またARL

(Association of Research Libraries）が創設した

SPARC (Scholarly Publishing and Academic Re-
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sources Coalition）では商業出版社の学術雑誌高

騰に対抗するために低コストの一流雑誌を創出する

という活動を行っており， 一定の効果をあげてい

る。7）またSPARCは学術雑誌高騰に関する提唱運

動も行っている。学術雑誌高騰は雑誌論文の生産者

であると同時に消費者である研究者に深く関わる問

題であり，図書館と研究者が共通理解を持つことが

重要だと思われる。日本では国立大学図書館協議会

がSPARCに参加しており 提唱運動のための日本

語訳のホームページを立ち上げている。

4.最後に

雑誌のキャンセル，電子ジャーナルの導入，リソー

スシェアリング，いずれもとどのつまりは蔵書構築

ということである。我々にまず求められているもの

は利用者に対する理解，研究分野に対する理解，コ

レクションに対する理解である。その基礎があって

はじめてよりよい洋雑誌コレクションを再構築する

ことができるのではないだろうか。
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SPARC活動とは：学術出版と大学資源との協力活

動と今後の日本における学術コミュニケーション

はじめに

学術情報の電子化が進み，学術研究の形態が歴史

的な変革を遂げている現在，学術情報の収集基盤と

世界への発信力を強化することは，「科学技術創造

立国Jを掲げるわが国にとっては，重要な課題であ

る。しかしながら，現状では殴米等の諸外国に比べ

電子的対応の遅れが目立ち，諸外国との格差が拡大

しているという危機的状況にある。国際社会での責

任を果たすためには早急な対応が必要である。

現在，インターネットの普及により学術雑誌の電

子化も急速に進展している。しかしながら，電子

ジャーナルを含む外国出版社が発行する学術雑誌の

価格高騰も同時に深刻な問題になっている。学術情

報流通の新しい枠組みを構築しようとする活動

SPARC (Scholarly Publishing and Academic Re-

sources Coalition ：学術出版と大学資源との協力）

が巨大米等で進展しており，安定した価格で学術情報

を購入できる流通システム構築に努力している。

1. SPARCの設立経緯と組織

SPARCは1998年，研究図書館協会はRL）の発

案で北米に創設され，現在では，組合員となってい

る世界中の200団体が組合費を収めて運営と事業を

支援している。組織については，ワシントンDCに

本部をおき，フルタイムスタッフが2名，パートタ

イム1名，ヨーロッパに，スタッフ 1名を配置して

いる。事業計画については出版パートナーシップ

とその活動の提唱が中心になっている。

2001年6月にSPARCヨーロ ッノTを創設，ヨーロッ

パを拠点とする大学および研究図書館の連合体であ

り，後援団体（LIBER,CURL, JISC, SCONUL, UKB) 

が支援している。その目的は，ヨーロッパにおける

大学教育と活動の提唱を組織化して進めていくこと

にあり，オープンアーカイブの可能性を示しなが

ら，ヨーロッパの学術団体に働きかけを行ついる。
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2.日本のジャーナルクライシス

我が固においては，個々の研究者のニーズが優先

された結果として，大学全体としての体系的な資料

収集が不十分であるし，大学問の格差も著しいもの

がある。また，価格の高騰により ，国内で収集され

る海外学術雑誌タイトル数も大幅に減少している。

1989年がピークで3万8千タイトルあったものが，

バブルの崩壊と同時に 1997年には1万5千タイト

ルに減少している。この傾向は今も続いている。し

かも，このタイトル数は1951年のタイトル数と同

じで，戦後6年の外国からの情報量と戦後50年の

情報量が同じというごとになる。尚且つ，日本は電

子的な資料の導入が遅れ諸外国との間でも大きな

格差が生じている。

3.図書館の今までの取り組み

このような，雑誌の価格高騰に対して内外を問わ

ず大学図書館は次のように対応してきた。

1）予算不足にともなう学術雑誌のキャンセル

このことによって当然のようにタイトル数は削減

される。情報量の減少にともなう ，サービスの低下

をもたらした。但し，このことによる副産物もあっ

た。それは，利用ニーズに関係なく惰性で購入して

いたものの購入の見直しである。機械的に購入して

いたものに対して，そのニーズの見直しと不要なも

のの切捨てができた。

2）リソースシェアリングへの取り組み

・ILLによる有機的な資料の提供。

•DDS による国内外の情報の収集を可能に した0

・レアタイトルの分担収集による予算の有効利用0

・コンソーシアムを組むことにより ，電子ジャーナ

ル等の電子化された情報を廉価に，しかも多くの

タイトルへアクセスすることが可能になった。

以上，コンソーシアムへの取り組み以外について

は，消極的な取り組みと言わざるを得ない。米国の

17 
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ARLは前述したとおり，このことの解決に対して積

極的な対策を打ち出した。それがまさにSPARC活

動である。

4. SPARCの目的

大きく次の二つにわけることができる。

1 ）予算の節約と安定的購入モデル構築

・価格の上昇の抑制

・出版界への競争原理の導入

・図書館等の権利・権限拡大

2）価格設定の情報提供

・価格決定の公表

・問題の把握と具体的な解決方法の立案

・研究者と図書館との融合

5. SPARCの成功例

・ワーウィック大学数学部

Algebraic and Geometric Topology誌は，イギリ

スワーウィ ック大学数学学部において研究者が奨励

金の配分方法の改善策として考えたもので，雑誌を

立上げるのに年間2,500ドルの販売権を放棄してい

る。そのお陰で現在，この雑誌は無料で提供されて

いる。但し l年分の暫定的なアーカイブ措置は1

ページあたり 10セントで提供している。

・Journalof logic programming, machine learning 
Journal of logic programming (50人の編集委員）

の商業出版を停止し， 2001年に別の学術雑誌を立

上げた。また， Machinelearningの編集委員会も商

業出版を中止し 2001年に無料の電子ジャーナルを

立上げた。ふたつのケースは，編集委員が一斉に辞

職し，共に競合誌を立上げることで成功した例で

ある。

•Bio Oneの活動

生物科学分野の重要タイトルのオンラインアグリ

ゲーションを立上げ， 2001年4月現在45タイトル

を収集している。このことを可能にしたのは印刷物

でしか入手できない学術誌を発行している団体の協

力である。これらの学術誌はコマーシャルベースに

のらずにデジタル化することができるという画期的

なものである。図書館のニーズと目的に直接つなが

るものなので図書館から立上げ資金が提供されてい

る。このことは，図書館と学術団体の初めての協力

18 

事業となった0

・低価格のSPARC学術誌（代替誌は廉価で情報量

は同じ）

既存の学術誌10誌の価格合計が40,677ドルに対

して，SPARCの提供する代替誌10誌の価格合計が

5,238ドルになっている例があり，同じ内容 ・情報

量にもかかわらず35,439ドルの予算の削減につな

がることになっている。

・乗り換えつつある著者

代替誌が発行されても既存の雑誌を購入しなけ

れば的確な情報を入手できないのではないか，とい

う不安が研究者にはっきまとっていたが，現在で

は，むしろ出版の選択肢が拡充されたことにほかな

らないということが判明し，代替誌に投稿する傾向

が強まっている。

Evolutionary ecologyの編集委員会は，Evolution-

ary ecology researchを創刊した。この雑誌は3年

を経過している。一方Evolutionaryecologyは，以

前は年間8回の出版をしていたが，最近では年間2

回の出版しかできず，今年はその出版さえも危ぶま

れている状態である。

同様のもうひとつの例が， Tetrahedronletters 

（エルゼピアの学術誌）である。 同誌に寄稿する研

究者がやはり減少している。その理由は，SPARCが

支援する競合誌（代替誌）であるアメリカ科学協会

のOrganiclettersに投稿が移行しているからで

ある。

・代替誌の評価の方がリード（Organic letters, Tet-

rahedron letters) 

前述の2誌の評価を，ISIのJournalcitation reports 

によるインパクトファクターで比べると， Organic

lettersが2位， Tetrahedronlettersは14位となって

おり評価もすでに逆転している。同時に価格も抑制

されている。OrganicとTetrahedronの購入費には

年間3,000ドルの差が出ている。勿論， Organicの

方が廉価であることは言うまでもない。

・価格引き下げ圧力（AAPAがSPARCと話をしただ

けでPhysicalAnthropologyの価格が引き下げら

れた）

米国自然人類学会 （AAPA）は，利益優先の出版

社に対して新しい取引形態を要求すると同時に，出

版社に対してSPARCと連絡を取り合っていること



を伝えると，団体価格を 2,085ドルから 1,390ドル

までヲ｜き下げてきた事実もある。

6.日本における学術情報発信の現状

1）インターネットによる研究方法の変化

電子メールによる海外の研究者との情報交換，オ

ンラインジャーナルによるインターネットを介した

文献の取得，論文の執筆・投稿の電子化が研究者に

必要となってきている。また，各種文献データによ

る研究情報のサーベイやホームページによる研究情

報の交換も盛んに行われるようになってきている。

これらのことが活発に行われることで，ダウンロー

ドした論文のコレクションによるパーソナル・ライ

ブラリーの構築が行われ，STM (Science, 

Technology, Medicine）の研究者からは，図書館に

行かなくなったあるいは行く必要もなくなったとの

声も聞こえてくる。

2）日本発のオンライン英文ジャーナルの必要性

研究の国際化が進み，電子メールを用いた情報交

換，Webを用いた研究情報の獲得など国際的な共

同研究が盛んになり，日常化すると同時に，国際的

な競争も盛んになってきており，その競争力を強化

するためには，オンラインでの学術情報の発信は急

務である。

圏内の研究費の配分方法も変わってきている。その

ことは，文部科学省のCOE21（トップ30）の配分

方法に代表される。研究費の獲得，そのことによる

生産性の向上により一層の日本の科学技術推進が盛

んになるのである。

3) IPAP （物理系学術誌刊行協会）の取り組み

物理系4雑誌を電子化し，日本物理学会，応用物理

学会との密接な連携により雑誌も強化している。同

時に編集制作系の電子化も行っている。

また，海外文献データベースとのリンクと海外学協

会との連携を保ちながら，先行グループの役割とし

て政府系のシステム開発への協力および他分野へも

これらの事業を波及させるために努力している。

7. SPARC JAPAN活動とは

学術情報を低価格で購入するための出版社との価

格交渉や文部科学省からの補助金獲得による各大学

の負担削減と安定価格での購入を目的として，国立
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大学図書館協議会は電子ジャーナルに関するタスク

フォースをくみ，電子ジャーナルの価格の引き下げ

および平成14年度66大学のコンソーシアムに対し

ての補助金（3億9千万円）を獲得した。このこと

については，私立大学は遅れをとったが，平成15年

度の補助金については，一定の目処もついている。

また，ISIの交渉においても既に成果を示している。

今後の組織作りが急務となる。

一方，情報発信の観点から現在の動きを見てみる

と，各大学が学内にポータルシステムを構築し，全

国規模のポータル機能にそれらを集約し，そのこと

で学協会，大学の研究者からの学術情報発信が集約

できる。そのポータルシステムは，同時に海外出版

社からの電子ジャーナル収集のポータル機能を果た

すことになり ，安定した情報収集が可能になる。

現在，国立大学ではそのポータル機能を果たす機関

として国立情報学研究所ー（NII）が考えられており ，

学術情報の流通に関する施策の推進が計画されてい

る。つまり学術コミュニケーショ ンのプロセス変革

と学術コミュニケーションに対する図書館や学術団

体の影響力を拡大する方針をとっている。そのため

には，NIIに対する文部科学省の支援とメタデータ

作成の研究支援が必要になってくる。

このような視点から，慶磨、義塾も参画すると同時

に，独自の事業展開あるいはコンソーシアム，コラ

ボレーション等の共同開発による事業拡大を考える

ときに来ている。塾内情報発信の一元化，データの

標準化 （メタデータ化）を推進できる組織の立上げ

が急務と考える。

参考文献

1）科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会

情報科学技術委員会 デジタル研究情報基盤

ワーキング・グループ学術情報の流通基盤の充

実について（審議のまとめ） 2002年3月

2）日本学術会議情報学研究連絡委員会学術文献情

報専門委員会報告電子的学術定期出版物の収集

体制の確立に関する緊急の提言 2000年6月

3) Buckholtz, Alison. Igniting Change in Scholarly 

Communication 2001年1月9日 国立情報学研

究所における講演レジメ

4）五神 真．研究者サイドから見た学術情報発信の
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動向と課題 2001年1月9日 国立情報学研究所

における講演レジメ

5）加藤好郎 “慶磨、義塾における学術情報基盤整備

とその充実”塾監局紀要．第29号， 2002年10月

<2002.9.27受理〉

三田メディアセンター小展示ニユース

回数 展示期間 タ イ ト Jレ

第176回 平成13年4月16日一4月28日 「TheBooks from the 20th Century J 

第177回 平成13年5月7日一5月18日 「EU Japan Friendship Week J 

第178回 平成13年5月18日～6月1日 「書物の変遷：パピルスからDVDまでJ

第179回 平成13年6月1日一6月15日 「平成12年度新収貴重書」

第180回 平成13年6月18日～6月28日 「戦後図書館改革と日本図書館学校の開設」

第181回 平成13年7月23日～8月4日 「高校教科書に見る古典」

第182回 平成13年9月25日一10月6日 「アダム ・ス ミスj

第183回 平成13年10月15日～10月27日 「デヴィド・ヒューム」

第184回 平成13年11月5日～11月17日 「＝田界隈の浮世絵」

第185回 平成13年12月3日～12月15日 「江戸時代の町地図」

第186回 平成14年1月15日～2月2日 「ファクシミ リ版の世界」
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E亙孟司:a亙
2現代議番手信
e-b。ok 進化する教科書の物語

私は天文学の本を 1冊

力、とう まりこ

加藤万里子
（理工学部助教授）

じわじわと厚くなった。

現在の版には，巻末におまけとして銀河の点字

の図がついている。これは法学部に全盲の学生

が入学し，私の講義を履修したのをきっかけに，

バリアフリー版（立体触図とフロッピーのセッ

ト）を作った記念である。それ以来，私の講義

では，バリアフリー版を紹介して，点字の一覧

表を配るとともに，点字の図にも触ってもらう

ことにしている。

日吉駅の向こう側（通称ひょうら）の古本屋

には，前年度に履修した学生が使った教科書が

ならんでいるが，古い版では天体の写真も章末

問題も遣う。同じ題名なのに，しょっちゅう改定

している本なんて，図書館にとっても，古本屋さ

んにとっても迷惑な話に遣いない。

ところで，「100億年を捌ける宇

宙」という ，教科書のくせにやけに

抽象的なタイトルは私が考え出し

た。出版者の担当さんいわく 「本が

が，私は不器用かつ省エネな性質な

ので，これl冊で満足している。

天文学の進展は早く ，内容がすぐ

古くなる。たとえば，アメリカの太陽系探査衛

星ボイ ジャーが，天王星のそばを通り過ぎて鮮

明な写真を撮ると，最新の写真を教科書に入れ

る。3年後にその衛星がこんどは海王星を通過

したので，海王星の写真もいれる，という具合

である。それで版ごとに図の入れ換えや文章の

手直しなどをちょこちょこやることになった。

大きな改定は2回，表紙カバーのデザインも変

え，本のサイズも大きくした。

自慢じゃないけど，これは本が売れて毎年増

刷りするからできる芸当である。一般むけの本

としても好評で（やっぱり自慢だ），いろいろな

大学でも教科書として採用されてきた。慶応の

学生むけオーダーメイドの本であっても ，一般

にも通用するらしい。16年間で2万部というの

は教科書としては記録的だそうだ。初版以来，

いろいろな人から間違いの指摘や改善のための

コメ ントをいただき，最新の成果も採り入れて，

． －  ．圃
’・・・・・・・・・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーー’21 

しか書いてない。現在も

教科書として使っている「100億年を朔ける宇

宙」の初版を出したのが32歳のとき。私はまだ

非常勤講師で，こどもがお腹にいる時に原稿を

書いた。出産後まもなく本も出版され，その直

後に専任講師として慶応に就職するという ，私

にとってのトリプル快挙であった。

この教科書は自分の講義でっかうために書い

たもので，それまでの慶応大学での講義ノート

をもとにしたものだ。講義中の学生の顔をひと

りひとり思いうかべ，気軽な会話や質問から，

どんなところを疑問に思うか，学生の立場を反

映させたものであった。いわば特定の学生のた

めに書いた，オーダーメイドの教科

書である。天文分野の友人には，教

科書や一般書を数多く書く人もいる

売れるかはカバーとタイトルが重要

で中身は関係ありません」だったので真剣に考

えたのだ。たとえば天文学の講義が木曜日だか

ら，「木曜日の天文学」もいいかなと思ったが，

本屋さんに行ったら「雨の日の天文学」という

すてきな本があってボツ。結局20個ばかり考え

た中から担当さんが選んでくれたのがこのタイ

トルだ。表紙カバーは，最初は担当さんのデザ

イン，現在の版には私も注文をつけた（表紙を

デザイナーに頼むとお金がかかるので定価が高

くなる）。あれこれ考えただけ，思い入れも

ある。

図書館の本は表紙カバーがとられていること

が多く，そっけない。管理上の事情はわかるが，

本を見る時，きれいなカバーも楽しみのうち。

でも専門書は表紙もタイトルも地昧である。中

身で勝負せよという ことだろう。

（カッ トも著者）

<2002.9.13受理〉
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義塾図書館における分担収集（保存）計画の実現

－リソースシェアリング委員会報告

はじめに

メディアセンターが扱う図書予算（三田の学部，

日吉研究室分を含む図書支出及び図書資料費の計）

は平成12年度（約17億3千万円）をピークにして，

以後，僅かながら減少の傾向に転じている。私立大

学全体ではごれより早く 10年度に頂点、を迎えてい

る注）ので困難な財政のなか義塾は2年間にわたり痩

せ我慢を続けたことになる。

このような背景のもと，図書予算のより効率的な

運用を目指して「購入方式検討委員会」（主査：風

間SFCメディア事務長），「リソースシェアリング

委員会J（主査：筆者）（以下リ委員会）が事務長会

議の諮問という形で12年6月に発足した。両委員

会ともすでに報告書を提出しているが，ここではリ

委員会が提案し一部実現の緒についた洋雑誌の分担

収集・保存の動きについて報告する。

1.継続洋雑誌重複リストの作成

分担収集をどのように実現するか，様々な切り口

が考えられるが，議論の結果，比較的高価でかつ定

期的に出版されるため経費，保存スペースが把握し

やすい継続洋雑誌の重按整理を取上げることにし，

まず信頼できる基礎データの作成を当面の目標とし

た。具体的には本部の協力でKOSMOSII, KOHEI 

データベースから抽出した洋雑誌の書誌・所蔵，発

注先・価格， 予算等のデータをアクセス及びエクセ

ルで加工し，さらにそれを1点1点チェックすると

いう地昧で根気のいるものであったが，各委員の努

力により重複受入3253タイトルのうち継続購入契

約の対象となる827タイトル，1855所蔵について重

棲リス トを完成させ関係者に配布した （12年 10

月）。このリストは各地区メディアの所蔵範囲や電

子雑誌契約の有無まで掲載しているため，現場の選

書担当者から実際的な選書ツールとして歓迎さ

れた。

苅
恒討正問武

（医学メディアセンター事務長）

また，「雑誌は最終的に全塾1タイトル1所蔵の

実現を目標に契約の；品続と保存に責任をもっ館を個

別に指定することで，他館は重複雑誌の解約，カレ

ントオンリー扱いや保存年限の設定など利用実態に

応じて様々な対応が可能になるjとの考え方を提言

としてまとめ提出した。

2.保存責任館の設定（第2期リ委員会の発足）

提言に基づき具体的な解決策を検討するよう新たな

指示を受け第2期リ委員会が発足した（13年3月）。

まずこれまでの論点、を整理し今後の作業方針を決め

るため，メディア各地区協議会，本部評議会の開催

時期に合わせて以下の中間報告を提出し意見を求め

た（13年5月）。

①重複雑誌は原則として1館を保存責任館（その雑

誌の継続購入と保存に責任をもっ）として指定

する。これには教員が選書権を持つ学部（研究

室）予算購入の雑誌も含まれる。

②指定にあたっては各地区の特性を反映した大ま

かな主題を設定し，担当雑誌を割り当てる。

三田：人文・社会科学（哲学，歴史，文学， 政治

学，法律学，経済学，芸術，その他），心

理学

日吉 ：人文科学（言語学），その他一般的な分野

医学：医学

理工：理工学，計算機科学，統計学，その他

SFC：建築学及び他地区のコレクションとして

は馴染みにくいユニークな分野

さらに具体的に担当館を指定した試案を作成，合

わせて検討を依頼した。事務長会議から各地区へ回

付された中間報告及び試案は，各メディア内及び地

区協議会などの場で議論され基本的に同意を得るこ

とができた。このため，リ委員会では試案をさらに

精査する作業と平行して以下の3点を全塾雑誌委員

会に提言し実際に業務を遂行する現場の協力を依頼
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した。

①保存責任を持つタイトルは雑誌担当者が参照で

きるよう， KOHEIに保存コードを入力する。

②保存責任雑誌がタイトルチェンジされた場合，

継承雑誌をそのまま保存雑誌として扱う。

③やむを得ず保存責任を負う雑誌の継続購入ある

いは永久保存扱いを中止する場合，その事実を

事前に他館に通知し購入，保存の引継ぎについ

て協議する。

幸い，以上についても全塾雑誌委員会の了解を得

たため，保存館データをKOHEIに入力し洋雑誌の

継続購入とその保存を必ずl館が保証するシステム

を完成させた。

MediaNet No.9(2003.3) 

まとめ

図書館にとって増え続ける資料を収納する書庫を

確保する努力はおそらく終わりのないものであろ

う。かつてのマイクロ化に代わり今日では電子化が

その切り札として期待されているが，乙れとても向

後はともかく過去に出版されたものまで対象とする

万能の解決策というわけではない。

リ委員会では資料購入費，書庫建設費を節減する手

段として洋雑誌に責任館を指定し，他館はそれを意

識して蔵書構築を行うことを可能にする仕組みを用

意した。現在は同様のことを和雑誌について試みて

いる。和雑誌は価格こそ洋に比べ低額であるが受入

数が格段に多いため，省スペースの面で大きく貢献

できることを期待するものである。

注） 「図書館年鑑2002Jによる。ちなみに国公立大

学のピークは11年度であった。

< 2002.10.20受理〉

日吉メディアセンター企画展示一覧

企画展示委員会

展示期間 内 骨＂＂唱

平成12年度 第4回
平成12年12月1日一

オスカーワイルド没後100年
平成13年1月31日

第5回 平成13年2月1日～3月31日 世界遺産

平成13年度 第 1回 平成13年4月1日～5月31日 福津諭吉と慶匹、義塾

第2回 平成13年6月1日～6月30日 「ショアJ関連資料

第3回 平成13年7月1日～9月29日 シネマの魅力

第4回 平成13年10月1日～10月31日 古代ローマ帝国の栄光 ポンペイー

第5回 平成13年11月1日～11月30日
星野道夫の世界
ーそして絶滅の恐れのある動物たち一

第6回
平成13年12月1日一

狂気と精神医学
平成14年1月7日

第7回 平成14年1月8日～3月30日 奇才 l平賀源内

平成14年度 第l回 平成14年4月2日～6月1日 福津諭吉と慶腰、義塾

第2回 平成14年6月3日～6月29日 植物の不思議

第3回 平成14年7月1日一9月28日 竹久夢二
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致道ライブラリーの開設

本稿では， 2001年5月に開館した致道（ちどう）

ライブラリーの特徴を説明する。筆者は， 2001年1

月から開設準備に関わり ，2002年5月まで，致道ラ

イブラリーに勤務した。

1.鶴岡タウンキャンパスと致道ライブラリー

致道ライブラリーのある山形県鶴岡市の鶴岡タウ

ンキャンパスは，山形県と ，鶴岡市を含めた庄内14

市町村，東北公益文科大学 （以下，公益大） ，慶店、

義塾大学 （以下，慶腰、）により， 2001年4月に開設

された。慶躍では，このキャンパスを TTCK=

Tsuruoka Town Campus of KEIOと称している。

鶴岡タウンキャンパスは，市役所から徒歩3分と

いう鶴岡市の中心地にある。目の前に全国桜名所百

選にも選ばれている鶴岡公園があり ，致道ライブラ

リーからもその桜を見ることができる。広義には，

この鶴岡公園，周辺の庄内藩校の致道館（国指定史

跡）、致道博物館などとともに形成される文教ゾーン

の総称が鶴岡タウンキャンパスである。本稿では，

新設した施設であるキャンパスセンターを中心とし

たエリアと後述のバイオラボ棟を鶴岡タウンキャン

パス（以下， TICK）とする。

慶磨、は， TICKに先端生命科学研究所・ (Institute 

for Advanced Biosciences 以下IAB）を設置した。

日目立，細胞のコンピュータモデル構築に関する研

究を行い，IT主導型バイオサイエンスの世

界の拠点となることを目指している。また

わだ こういち

和田幸一
（湘南藤沢メディアセンター課長代理）

9月には， SFCの政策 ・メディア研究科修士・博士

課程に設置されたバイオインフオマティクス・プロ

グラムをTICKでも受iiできることとなった。な

お，凶Bの実験実習施設であるバイオラボ棟はキャ

ンパスセンターから約2krn離れたところにある。

致道ライブラリーはキャンパスセンタ一内にあ

り，鶴岡市，公益大，慶磨、の三者が連携 ・共同運営

する図書館である。誰でも利用でき，公益大・慶臆

所属者に加え，庄内 14市町村在住・在学 ・在勤の

方には貸出サービスも行っている。致道ライブラ

リーの「致道jは，藩校 「致道館」，引LEては論語

の「致道＝君子ハ学ビテ以テソノ道ヲ致ス」に由来

する。

致道ライブラリーの概略は，ホームページ（文末の

関連URL一覧参照）でも確認していただきたい。

2.致道ライブラリーの蔵書

致道ライブラリーはコンビュータと自然科学分野

関係だけの資料を収集している。これは， IABの研

究主題に合わせると同時に，TICKから徒歩5分の

距離にある鶴岡市立図書館との資料の重複を避けた

ためである。図書だけでなく， DVDやVHSビデオ，

CD-ROM等の視聴覚 ・機械可読資料を積極的に収

集しているのが大きな特徴である。館内での視聴の

ほか，ほとんど全てが貸出可能である。

表1 資料別蔵書冊数（2002.11.1現在）

1参考図書｜一般図書｜慶謄コーナー｜庄内コーナー｜合計
湘南藤沢キャンパス（以下，SFC）の学部 ｜和書

生・大学院生の両方を対象としたバイオ 白雪
IAV・機械可読資料

キャンプをTTCKで、行っている。バイオ 国
キャンプでは，学生が一学期間TICK内の

宿泊施設に滞在し，先端生命科学研究所の施設を利

用してバイオテクノロジーの基礎実験を体験するも

ので， SFCの授業の一環である。期間中は，生命科

学関係のほか，体育，庄内の自然・文化を学ぶ「山

形文化論」といった授業も開講されている。2001年

427 6,103 

55 
81 64 6,675 

642 
599 
7,916 

Q
》

一

戸

b
一

戸

D

ou

－
4
1
 

FD 

588 4 

82 6,654 65 

表1からわかるように，蔵書の中心は和書で，IAB

の研究主題を中心とした生命科学分野の専門書のう

ち1990年以降に出版されたものはほぼ網羅してい

る。生命科学分野の図書は単冊でも収集するが，そ

れ以外の分野はシリーズ購入を基本としている。例
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えば，数学，物理，化学，地学といった自然科学分

野では，講座・大系ものを所蔵している。大学生向

け図書や専門書のほか，一般向けのものも多く，具

体的には，「ブ、ルーパックス（講談社）J，「岩波科学

ライブラリーjなどの自然科学のシリーズを全冊，

「岩波新書」，「中公新書」，「講談社学術文庫」など

14種類の文庫・新書や「NHKブックスj，「朝日選

書jといったシリーズから，コンピュータ，自然科

学関連図書を網羅的に購入している。また，ちょっ

と変わったところでは，各種動植物図鑑も積極的に

購入して貸出に供している。一般的な動植物図鑑は

もちろん，カメムシ，クラゲ，キノコといった｛国々

の動植物に加え，鳥の羽根，落葉といった変わった

ものを対象とした図鑑もある。2002年8月に一時的

に作ったコーナーでは貸出可能な図鑑は259冊を数

えた。また，一般図書とは別に，庄内，慶磨、コーナー

を設け，慶JTtE-、所属者に庄内を，庄内の方々に慶腰、を

知ってもらうために，それぞれ 「鶴岡市史」，「福津

諭吉全集」などの基本的な図書を収集している。

視聴覚資料は，専門的なほんの数本を除いて，日

本語あるいは日本語を含むパイリンガルのものであ 5回

る。「NHKスペシャルJ 「生きもの地球紀行」等

NHKや英国BBCで放映されたもの， 「National

Geographic」のシリーズも所蔵し，生命科学に加

え，動物や鳥，海など自然そのものに関するものも

多い。

なお，いずれの資料も，専ら高校生以下を対象と

したものは収集していない。

雑誌は，和雑誌24誌，洋雑誌8誌を継続所蔵し

ている。和雑誌の内容別の内訳は，自然科学系の一

般向誌5誌， 専門誌15誌，慶店、・公益大関係4誌で

ある。新聞は，全国紙4紙，地方紙2紙，業界紙2

紙の計8紙である。

このほかに，洋雑誌19の電子ジャーナル（うち

4誌は冊子体付）を購入している。さらに，慶磨、内

各地区メディアセンターとの協力で， 1300を超え

る電子ジャーナルやDBにアクセスが可能である。

ただ，いずれも契約上，慶腰、所属者以外の利用は認

められていないため，館内には外部接続できる端末

は設置しておらず，研究室などから利用する形を

取っている。

3.致道ライブラリーの利用傾向

利用者は，公益大・慶臆所属者とそれ以外の市民

に大きく分けられる。入館時には，ICチップ付の図

書利用カードで自動ゲートを開けるか，都度入館名

簿に記入する。公益大，慶磨、ではそれぞれのキャン

パスカー ドが図書利用カー ドを兼ねている。

開館から2002年10月末までの入館者数・貸出冊

数は，図 1・ 2の通りである。2001年4月の貸出は，

正式開館前に慶臆所属者のみにサービスを開始して

いたものである。市民の図書利用カード保持者 （貸

出登録者）は2002年10月末現在724名で，小学生

から 90歳以上の方まで多岐に渡る。
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入館者数・貸出冊数で，市民以外とは公益大・慶

膳所属者のごとである。公益大所属者の利用は，入

館者数で全体の0.7%(111人），貸出冊数で1.1%(53 

冊）とごくわずかである。慶臆所属者は，鶴岡に常

駐する者として，教員 15名，職員 15名，バイオイ

ンフォマティクス ・プログラムの大学院生11名（う

ち4名は留学生） ，半期ごとに入れ替わるバイオ

キャンプ参加の学生約20名である。春夏の授業が

ない期間には，バイオキャンプの学生に代わり，

TICK内の宿舎で研究会の合宿を行う学生が利用者

に加わる。

入館者数，貸出冊数とも，波があるが， 全体から

すると，増加傾向にあるといってよい。2002年度の

入館者数・貸出冊数とも， 4月から 10月までの累計

で2001年度の合計を上回っている。蔵書冊数が増

えたこと，市民に致道ライブラリーの周知が進んだ

ことが大きな要因であろう。慶臆所属者の人数が増

えたことも挙げられる。ただ，所蔵資料の分野が限

られているだけに，単純に貸出冊数を増やしていく

ことは難しいだろうし，それだけを目指すべきでは

ない。

4.市民への周知

山形県庄内地域でのTICKの認知度は高い。2001

年4月から 2002年10月末まで，山形ローカルの

TICK特集番組やNHK全国放送の「サイエンスア

ィ」を含め，TICKはテレビで10回取り上げられて

いる。致道ライブラリー所臓の新聞のチェ ックでは

庄内のコミュニティ紙などを含めると，関連記事は

129件に上る。鶴岡市内に限れば，開設から 1年半

以上経った2002年10月になってさえ， TICKのロ

ゴ入りで「ウェルカム慶臆義塾大学」と書かれた商

工会議所作成のステッカーやポスターを街中いたる

ところで見ることができる。また，国や地方公共団

体・議会，大学関係者から，町内会， 小学生まで377

グループ，計6816名の見学 ・視察者の訪問を受け

ている。そこで初めて図書館の存在を知る訪問者も

多い。知っていても ，大学関係者のみが利用でき

る，専門書だけを置いている，という誤った認識を

持っている人も多かった。

こうした事実を踏まえ，下記の通り，利用拡大・

促進対策をとってきた。
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①ホームページの開設 2002.6.11 

②広報つるおか（鶴岡市広報）への関連記事の掲載

6回

③鶴岡市内の公民館，市立図書館，市庁舎等の公共

施設での，PRポスターの掲示 ・利用案内チラシ

の配布 2001.9 

④市立図書館， 市庁舎で、の蔵書カバーや蔵書リス

卜の掲示 2001.11, 2002.2 

⑤企画コーナーの設置

入門書 を集めた生命科学入門コーナ－

2001.10.19～2002.3.30 

貸出可能な図鑑を集めた図鑑コーナー 2002.8.1 

-9.30 

⑥慶磨、IABの教員を講師とした「市民のための生命

科学入門講座jの開催

2001 ・2002年度とも，各全5回，受講者はそれぞ

れ約100名

⑦慶臆義塾図書館が所蔵する江戸 ・明治期の資料

の展示会「明治を聞く～福津諭吉の著作を中心

に」の開催 2002.11.6～11.18 

③慶磨、IABの教員を講師とした鶴岡市内の小・中－

高校の「理科教諭向け最先端科学セミナー」の開

催2003.2（予定）

特に⑥，⑦は， IAB，慶）患を市民に知ってもらう

という意昧もあり，これも致道ライブラリーの大き

な役割である。バイオラボ棟エリアをのぞくTICK

そのものは公園と して整備されており，誰でも自由

に立ち入り散策できるがそこに建つキャンパスセ

ンターで市民の方が自由に出入りできるのは致道ラ

イブラリーだけなのである。

5.三者での共同運営

致道ライブラリ ーのように，異なる学校法人， 地

方公共団体が共同で運営する例を筆者は他に知らな

い。具体的には， 備品・ 資料購入費・光熱水費・消

耗品費等，運営費用を等分に負担するとともに，職

員をそれぞれの組織から派遣している。従って，全

ての書架や椅子， さらには蔵書の一点一点も，それ

ぞれどの法人の所有かが決まっている。しかし，利

用者はそれを意識して椅子に座ったり，本を借りた

りすることはない。また職員も同様で、 「これは鶴

岡市の仕事j，「慶磨、の仕事」 と区別せずに， 「致道



ライブラリーの仕事jとして全員で行っている。た

だ，公益大は，鶴岡市の隣，酒田市に2001年4月

に開設されたばかりで 2005年4月に鶴岡タウン

キャンパスに大学院を設置する予定のため，資料購

入費および職員の2つについては，現在まで鶴岡市

と慶躍の二者で負担している。

複数法人による運営でそれぞれの、法人の金銭・

人事的負担が減り ，より多くの蔵書の購入・職員の

配置が可能となった。職員が多いことで，開館時間

も長くすることができ，図書館システムの改修や各

種の業務で捜数の目から見ることでよりよい結果を

得ることができた。「三人寄れば文殊の知恵Jとい

う諺もあるように， 3つの違った視点から同じ図書

館を見られ，いろいろな発想が得られるという利点

表2 関連URL一覧

致道ライブラリー

慶麿義塾大学鶴岡タウンキャンパス

慶臆義塾大学先端生命科学研究所

東北公益文科大学

鶴岡市立図書館

けTCKキャンパスセンタ一 真中部分が致道ライブラリー）
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がある。例えば，慶臆には専門図書館の運営，鶴岡

市には市民への対応というノウハウがあり ，お互い

に補完しながら致道ライブラ リーを運営しているの

である。

もちろん， 三者での運営に当たっては，方針を三

法人の責任者間の調整で決定する必要があり，面倒

な面もあるが，上記のようにメリットも大きい。近

年，大学図書館では，図書館聞の相互協力やコン

ソーシアムの結成，また市民への公開も盛んになっ

ている。致道ライブラ リーはこれをさらに一歩進め

た形で，新しい図書館の lつのモデルになるかもし

れない。

<2002.11.18受理〉

http://www.ttck.keio.ac.jp/chido/ 

http://www.ttck.keio.ac.jp/ 

http://www.ttck.keio.ac.jp/lAB/ 

http://www.koeki-u.ac.jp/ 

http ://lib. city .tsu ruoka. yamagata.jp/ 

（致道ライブラリー内部）

27 



MediaNet No.9(2003.3) 

看護医療学図書室にようとそ

1.はじめに

2001年4月，湘南藤沢キャンパスに看護医療学部

が開設された。慶臆義塾大学9番目の学部であり，

湘南藤沢キャンパスでは総合政策学部・環境情報学

部に続く 3つめの学部となった。

文部省から看護医療学部設置の認可がおりたの

は， 2000年12月のことであった。新学部発足にあ

たり，それまでの日本における「看護」という枠組

みを考え直し，新たな発想、で取り組んでいこうと

「看護医療」という言葉を一つのメッセージとして

打ち出したそうだ。近年の医学のめざましい進歩

や，少子高齢化社会の到来など，我々を取り巻く保

健・医療・福祉の環境も変化している。そのような

中で，看護教育の革新を図るべく「看護医療学部」

が誕生した。看護短大創立以来13年を経た時点で

の発足であった。

2.準備かうオープンまで

開室準備には一年以上の期間を費やした。選書は

医学メディアセンターと湘南藤沢メディアセンター

の双方で、行った。全主題を「医学・看護学」 と「心

理学・社会学・その他」の2つに分担し，それぞれ

が自館の蔵書に近い分野を受け持つた。選書された

資料の受入から整理・装備・納品までをメディアセ

ンタ一本部が担当し，創設時の蔵書は15,000冊に及

んだ。

2000年11月に筆者は図書室開設準備担当に着任

した。オープンまで数ヶ月の最終的な準備作業を，

湘南藤沢メディアセンターはもとより，メディアセ

ンタ一本部，医学メディアセンター，看護医療学部

開設準備室，湘南藤沢インフォメーションテクノロ

ジーセンターと協力をしながら進めていった。貸出

冊数と貸出期間などサービス内容や図書室内レイ ア

ウトの決定，ホームページや利用案内の作成，図書

館システム KOSMOSIIのデータテス ト，ネット

ワーク環境の整備に至るまでを行った。
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また，看護医療学部の学部3年次には，信濃町

キャンパスにおいて，主に病態学および臨床看護学

の授業を行う。学部の主題についても信濃町キャン

パスとの関わりは大きく相互の連携は必須である

ととから ，医学メディアセンターで2週間の研修を

体験した。カウンター業務を中心に，医学関連の

データベースを使い，相互貸借（ILυの作業も行っ

た。申し込みは日本全国から次々と届き，依頼は囲

内のみならず海外へもし，その作業量の多さと速さ

には驚いた。利用者は常により新しい情報を求め，

図書館員はその情報を迅速に提供することを意識し

ていた。そうするうちに開設後の看護医療学図書

室のイメージも沸いてきた。

このような準備の日々を経て2002年4月4日に看

護医療学図書室がオープンした。創設時の学部内の

利用対象者は，教員40名と学部生100名でしかな

かったが（現在は更に学部生100名が増えている），

学部生は必修科目が多くレポー ト作成の宿題がよく

出るためか、オープン当初から図書室の利用は多

かった（出席のチェックと単位の認定は結構厳しい

らしL，）。

3.蔵書と利用

蔵書は看護・医学関連の他，心理学・社会福祉な

ど看護周辺分野の資料が中心であるが，限られた書

架スペースを意識しながら予算を有効に使うよう

に，常に工夫をしてゆく必要がある。改版を受入れ

ると旧版は除籍する，教員の著作は寄贈してもらう

などがその一例であるが，湘南藤沢メディアセン

ターとの協力で，重複資料はなるべく持たないとい

う相互補完的な選書方針で、の蔵書構築を目指してい

る。湘南藤沢メディアセンターへは徒歩15分の距

離で，キャンパス内の3学部は相互に授業を履修で

きることもあり，利用者の行き来は頻繁である。借

りる時は双方へ出向かなければならないが，返却は

どちらでもできる。看護医療学図書室で所蔵してい
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看護医療学部校舎正面

るII脳科学II.II分子生物学IIなどの主題は環境情報

学部所属者に，II医療経営II.II介護福祉IIなどの主

題は総合政策学部所属者に逆に一般教養的な資料

は湘南藤沢メディアセンターの資料がよく利用され

ている。

下のグラフは，創設時から 2002年7月末までの

蔵書冊数と貸出冊数（延べ冊数）である。蔵書の内

容は特定分野に特化した専門図書室的な構成となっ

ており，看護・医学関連が蔵書全体の53%を占めて

いる。

また，世界に通用する人材を育成するという学部

の意気込みから，語学資料の収集も厚い。英語・ド

イツ語・フランス語のみならず，東洋・西洋の諸言

語を学ぶ学生もいて，途上国で医療に携わりたいと

話していた。

貸出冊数は分野別蔵書冊数を反映して，看護・医

学の分野が半数以上を占める。心理学は蔵書数の割

に貸出冊数が多いが，湘南藤沢メディアセンターで

手厚く収集している分野であることから，双方の蔵

書を利用することでカバーしていると考えている。

とはいえ，創設時から 16ヶ月で100%を越える利用

率であるところをみると もう少し収集しでもいい

かもしれない。

また，卒業前には看護師・保健師・助産師の国家

試験を控えていることから問題集と関連資料を取

り揃えた 「国家試験コーナー」を新設した。「福津

諭吉・慶磨、義塾コーナーjは一年生の授業でよく利

用されている。教員自身の著作寄贈による「教員著

作コーナー」は，研究分野が一目で分かることで教

員同士の研究のコミュニケーションに役に立ち，学

生は興昧をひく著作があると著者である教員を直接

訪ねているようである。入口ゲー ト付近に設けた

「新着図書コーナー」は，利用者が新鮮な情報を求

め立ち止ま り閲覧する姿をよく見かける。今後と

も，利用状況を観察しながら，魅力的なコレクショ

ンにしてゆきたいと思っている。

4.雑誌とデータベース

国内雑誌は創設1年前の2000年から134タイト

ル，外国雑誌は創設年の2001年から55タイトルを

所蔵し，それ以前の雑誌は複写依頼をして入手して

しEる。複写依頼はオンライ ンで簡単にでき，その殆

どが医学メディアセンターか看護短大に所蔵がある

ことから，数日後には複写物が送られてくるという

状況である。複写ILLの窓口は湘南藤沢メディアセ

ンターが担当し，実務的には看護医療学図書室を介

さずに処理が行われている。国立情報学研究所の目

録システム（NACSIS-CAT）にデータを掲

載しているので他大学からの複写依頼も受
120.0% 
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データベースは，医中言志羽Teb• CINAHL・ 

MED LINEをはじめ，全塾で契約している

ものと湘南藤沢メディアセンターで契約し

ているものがいずれもホームページからア

クセスできる。スペース問題や利用上の便

宜を考えて， 外国雑誌はできるだけ電子

ジャーナルの契約を している。校舎内は

ネットワーク環境がよく整備され，イン

｜ターネッ ト上でのサ一山充実させるこ

とは好評である。こうした環境を更に良く
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活用してもらうため， 学期中に一度 「データベース

ウィークス」を開催する他， 毎月テーマを絞って

「フリータイム制ワンポイントレッスン」を行って

いる。また， l年生の秋学期の授業で情報技術領域

「データサイエンス IJを2コマ担当し，「看護医療

情報・データの検索と活用」というテーマで講義を

している。今後もホームページを情報発信のベース

とし，研究室や自宅からいつでもアクセスして情報

を獲得できる便利なものにしてゆきたい。もちろ

ん，図書室にも足を運んでもらいたい。

5.おわりに

図書室の窓の向こうはのどかな山々，緑が舷しく

鳥のさえずりが耳にやさしい。ちょっとしたリゾー

ト地のよう な景色で癒される。学生たちにとっては

都会的な遊びの誘惑もなく？美しい景色の中で、ゆっ

たりとした気持ちで勉強ができるようだ。一方，図

書室はこの一年間，試行錯誤をしながらどうにか軌

道に乗ったところである。小さい図書室ながら も，

同じキャ ンパス内にはj読書冊数30万冊を超える湘

南藤沢メディアセンターがあり ，塾内ILLで他キャ

ンパスから資料の取り寄せをすることで利用者から

の大抵の要求に応えられているのは，総合大学の強

みである。

今後は，来年度に3年生を信濃町へ送り出し，再

来年度には4年生が卒業論文と国家試験を控え，看

護医療学部の成果が評価 される大事な時期を迎え

る。図書室も日々進化させ，学生たちが充実した

キャンパスライフを過ごせるように，利用のサポー

トをしていこうと思う。

<2002.9.13受理〉

看護医療学図書室内
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看護医療学図書室概要

開設年月日

平成13(2001）年4月4日

（看護医療学部開設平成 13年4月）

施設名称

慶臆義塾大学湘南藤沢メディアセンター

看護医療学図書室

(Library of Nursing and Medical Care) 

［通称：看護医療学メディアセンター （NMC-MC)]

所在地

干 252-8530神奈川県藤沢市遠藤4411

慶懸義塾大学看護医療学部

アクセス

小田急線湘南台駅西口よ りパス 15分

JR東海道線辻堂駅北口よりパス 25分

連絡先

電話番号：046ら49-6204（直通）

FAX番号： 0466-49-3298 

電子メールアドレス：nmc・mc@sfc.keio.ac.jp

開室時間

学期期間中（月一金）9 : 15 -20 : 00 （土）ー16:00 

休業期間中 （月～金） 9: 15～18・00（土） ー16:00 

休室日

日曜，国民の祝日， 慶臆義塾の祝日（1/10,4/23), 

夏季・冬季休業期間中の一定期間

資料の貸出規則

冊数 学部生7冊／大学院生15冊／教職員 50冊

期間和書2週間／洋書1ヶ月／製本雑誌3日／

未製本1日

更新 l固まで（貸出期間内のみ）

所蔵資料（2002.4現在）

図書 20,158冊（和 14,687I洋5,471)

雑 誌 189タイ トル（和 134I洋55)

新 聞 8タイ トル

視聴覚資料 1,659点

その他 各干重オンラ インデータベース

電子ジャーナル 約 2,000タイトル

施設・座席数

一般閲覧 78席／マルチメディア編集室 1室， 4席

／マルチメディアブース 6基，6席／ グループワー

クルーム2室， 24席

情報機器

KOSMOS II OPAC専用端末2台／データベース専

用端末 2台／複写機1台 ICNSプリンタ 1台 ／

無線LAN

収容可能冊数

一般開架書架 22,000冊／電動集密書架 20,000冊
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来往舎レファレンスライブラリーの開設

ゃまだ まさと

山田雅子
（日吉メディアセンタ 係主任）

はじめに 表1.部門による資料の配架場所

部 門 2002年3月まで 2002年4月以降

英語

ドイツ語

フフンス語

「21世紀キャンパス 日吉j基本計

画の成果として2002年4月，日吉キャ

ンパス中央に新しい研究室棟である

「来往舎」が完成した。 地上7階から

なる建物の4階以上には研究個室が設

けられ， 1階から3階までは，会議室

や合同研究室など，共同研究の場が

用意された。「来往舎jという建物の

名称にも表れているように，基本計

画に謡われている「聞かれた研究・教

育」の実践の場所として位置づけら

れている。

諸国語 （中国語・スペイン語・ロシア語・ 研究室棟

韓国語・ギリシャ語ラテン語） 来往舎 （レファレンスライブラリー）

人文 （哲学）

社会 （歴史・地理・近代思想史）

天文

地学

人類

数学

生物

物理

化学

心理学

美術

心理・美術・音楽

「来往舎レファレンスライブラリー」はこの3階

東側に位置し，図面をガラスに固まれた小さな研究

図書室である。本稿ではレファレンスライブラリー

開設までの経緯と，サービス開始以後2002年夏ま

で，約半年の現状を報告する。

1研究室資料

日吉キャンパスの蔵書は，予算枠により ，「図書

館Jと「研究室」に大別されている。研究室資料と
いっても，その多くは図書館の建物に配置されてい

るが、レファレンス資料や雑誌の一部は研究室棟，

校舎に点在していた。来往舎開設後，レファレンス

ライブラリーの蔵書となったのは，主としてこれら

点在していた資料である。

日吉キャンパスの研究室は学部別ではなく ，専門

分野別に分けられており，「部門」と呼ばれている。

各部門の資料はそれぞれの合同研究室に所蔵されて

いた（表l参照）。

これまで研究室棟，第4校舎を利用していた語学・

人文・社会・天文・人類・地学部門と第7校舎を利

用していた数学が来往舎に移った。そのうち，語

学・人文・社会 ・天文・地学部門の資料がレファ

第4校舎

第4校舎
第7校舎 来往舎 （数学合同研究室書庫）

第2校舎 （図書室） 第2校舎 （図書室）

第2校舎 （個室） 第2校舎 （個室）

第8校舎 第8校舎

レンスライブラリーに配架された。数学については

来往舎内に別途書庫を設けており，また人類学は第

4校舎使用を続けるため，資料を別置している。

2.レファレンスライブラリーの蔵書構築

たとえ広い面積は無理だとしても，新しい研究室

棟の近くに最低限必要な資料を置くスペースが必要

であることは，かねてから共通認識となっていた。

1999年夏，最初の設計図が提案されたのを機に，

「新棟 （仮称）レファレンスライブラリー開設準備

ワーキンググループjを発足させた。語学・人文・

社会部門から選出された教員とメディアセンターの

担当者の計17名から構成されたワーキンググルー

プは3回の会合を聞き，蔵書構築やサービスに関す

る方針，具体的な作業について検討した。

書庫とするのか，積極的な資料提供の場とするの

か，という議論を経て，レファレンスカウンタ一機

能まで持たせた「レファレンスライブラリー」とい

う方針にまとまった。収蔵資料は「幅広い語学研

究，語学教育研究，各国文化研究・地域研究のため

のレファレンスコレクション」と定義した。定義に

基づき，不足する資料は徐々に補うこととなった。

このように基本的な方針を定めてから，具体的な
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作業に移った。この段階でもっとも苦労したのが，

レファレンス資料の振分け作業だった。研究室予算

で購入したレファレンス資料は，研究室棟の他にも

日吉図書館4階と地下書庫，さらに山中資料セン

ターの計7か所に分散されていたからである。これ

らのレファレンス資料すべてを来往舎に移すこと

は，スペースの関係から不可能であったため，蔵書

をスリム化させなければならなかった。そこでワー

キンググループのメンバーを中心に，すべてのレ

ファレンス資料を点検し，「レファレンスライブラ

リー」 「日吉図書館」「除籍」の3種類に選別した。

すでに山中資料センターへ別置した，利用頻度の低

いレファレンス資料には手をつけなかった（図 I

参照）。

レファレンス資料の他にも ，これまで日吉図書館

4階と研究室棟に所蔵されていた資料の中から，新

着雑誌，新聞の原紙やその他，レブアレンスに関連

する CD-ROMなどをレフ ァレンスライブラリーに

移した。

この移動の結果，図書と製本雑誌は日吉図書館

に，レファレンス資料と新着雑誌，新聞はレファレ

ンスライブラリーに整理されることになり，教員の

利便にかなった配置に一歩近づけることができた。

3.現在の利用状況

レファレンスライブラリーは約500平方メート

ル，ちょうど日吉図書館 l階のレファレンスコー

ナーと同等の広さである。東側中央にガラスの八角

形の吹抜けがあり，隣り合わせてパソコンブースを

西側に八角形に配置している。銀杏並木側のレファ

レンス資料には低書架と高書架を組み合わせ，新着

2002年3月まで

旧英語合同研究室 』

－｜臼ドイ ツ語合同研究室 長

・旧フランス語合同研究室 主

．旧諸国語合同研究室
振分け作業

・メディアセンター4階西閲覧室 一一一＿＿..

・メディアセンタ一地下書庫 一一一一一~

－山中資料センター
除籍

雑誌には，横置きにして背が見える専用書架がしつ

らえられた。閲覧席は14席，ガラスに面している

場所が多いわりには，天井が高くないためか落着き

のある空間となっている（図2参照）。

利用対象者は，原則として慶磨、義塾の教職員とし

ている。学生，塾員が利用する場合は，日吉図書館

で手続きをしてからの入室となっている。スタッ フ

在席時間は授業時間に合わせ，開講期の平日 10時

30分から 18時30分とした。来往舎は建物の共有部

分をカードキーシステムによって管理しているた

め，カードキーを所持する専任教員は開室時間に関

わりなくいつでも利用することができる。そこで

「開室時間」ではなく「スタッフ在席時間jと呼ん

でいる。メディアセンターにとって，レブ アレンス

カウンターを増やすことは，昨今の厳しい状況の中

では頭の痛い問題であった。そのため，スタッ フは

不在でも利用は可能，という認識のもとに土曜日と

長期休業中も開室することにした。

カウンターには，レフ ァレンス担当者を配置し，

所蔵資料を提供するだけでなく ，最新のレファレン

スサービスを提供することを目指している。4月か

ら8月までの入室者数は以下の通りである。

4月 195名

5月

6月

202名

180名

7月 140名

8月 66名

8月までの入室者数の月平均は156名であり，今

のところあまり多いとはいえない。これから，共同

研究などのプロジェクトが本格的に活動することに

より増加が予想される。

2002年 4月以降

~・レファレンスライブラリー

～～～～t』・メディアセンター4階東関覧室

－山中資料センター

図1.研究室レファレンス資料の配架場所

32 



MediaNet No.9 (2003.3) 

4.今後に向けて

来往舎に移って，これまで研究室棟の書庫に収め

られていたレファレンス資料が，聞かれた形で共用

スペースの中心に，提供されるようになった。これ

は，「21世紀キャンパス 日吉」に記された，新し

p研究室のあり方を象徴するものである。レファレ

ンスライブラリー開設とスタ ッフの配置は，来往舎

の建設にあたってメディアセンターが研究活動に対

して何を支援する乙とができるか，検討した結果を

形と して表現したものである。

日吉メディアセンターは，キャンパスの特性によ

り，学習図書館としての機能に比重をおいて活動し

ているとはいえ，研究図書館と しての役割も常に模

索してきた。私たちは来往舎に一歩踏み出すことに

よって，現在のメディアセンターのサービスがどの

ように変化しているのか，今まで以上に積極的に伝

えていきたいと考えている。

開設後，新たにレファ レンスライブラ リー委員会

を発足させ，教員とメディアセンターが協働して今

South 

後の蔵書構築や運用について話し合う機会を恒常的

に持つこととなった。「21世紀キャンパス 日吉j

を機に日吉キャンパスの研究活動が大きく発展する

ことに期待を寄せながら日吉メディアセンターも

研究・教育支援にさらに積極的に取組みたいと考え

ている。

<2002.10.1受理〉

North 

I k問 」一寸

E二コ E
（
 

ロ

受付力ウンヨー

・・・・・園田
口
口
出
入＋
 

直~

口席日四一一情 口
E二コ～ー図書配提エリア 亡＝コ一一パ、ノコン註置・情報コンセント席

IC コ｜一一連夜刊行拘配提エリア

図2.来往舎レファレンスライブラリー配置図
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三田メディアセンターにおけるエポックメーキング

な閲覧サービス

lはじめに

ランガナタンが「図書館学の五法則」のーっとし

て，「図書館は成長する有機体である」と言ったよ

うに，三田メディアセンター（以下，当センター）

においても ，成長するための様々な改善が従来から

継続して行われてきた。本稿では，最近5年間にお

ける利用者サービスの根幹である閲覧業務に限定し

て，その主なエポックメーキングな事例を報告

する。

2.閲覧サービスの拡充

2.1.開館時間延長

利用者からすれば，コンビニエンスショップと同

様，必要な時にいつでも当センターを利用できるこ

とを希望している。そのため，当センターの開館時

間延長については，以前から大学院生を中心に毎年

要求があった。この問題を解決するためには，他大

学図書館との開館時間の比較だけではなく，それを

裏付ける費用対効果を示す客観的データも必要で

あった。そのため 1999年2月に自動入館システム

を導入し，磁気カード方式の学生証を所持している

学部生，大学院生の詳細な利用状況が把握できるよ

うになった。このことは自動入館システムが入館

チェック体制の強化による館内安全性確保とカウン

タースタッフの作業軽減というメリッ トと共に，大

きな効果を呈している。ただし，磁気カード方式の

IDカードや学生証が整備されていない教職員，通

信教育部生，塾員，塾外利用者は自動入館システム

の対象外になっており，従来どおりカウンター横の

有人ゲートから入館する方式をとっている。

当センターの開館時間は，日曜開館や年末臨時開

館を除いて，2種類に大別される。一つは授業期間

中の平常開館（平日は8:45-21:00，土曜は8:45～

19:00）であり，もう一つは長期休業期間中の短縮

34 

むらかみ とくたろう

村上篤太部

（湘南藤沢メディアセンター事務長）
(2002. 10まで三回メディアセンタ一課長）

開館（平日は8:45～ 18:00 土曜は8:45-16:00）で

ある。開館時間延長を考える場合は，開始時聞を早

くする場合と閉館時間を遅くする場合という2通り

の考え方がある。前者は開館時15分間の年間平均

入館者数は28人（2001年度自動入館ゲート通過者

実績）であり，後者の閉館1時間前の年間平均入館

者数は57人（2001年度自動入館ゲート通過者実績）

であった。このため，閉館時間を延長するというこ

とに限定して検討を開始した。閉館1時間前の平均

入館者数は，閉館1時間前以前から入館していた利

用者が，夕食等何らかの用事で一旦退館して再び入

館する場合，および閉館まであまり時間がないと判

明しているにもかかわらず，新規に利用者が入館す

る場合とが含まれている。しかしながら ，この割合

は不明であること，閉館1時間以上前に入館して継

続的に利用している利用者数も不明であること，さ

らには前述した自動入館システム対象外の利用者の

利用状況が反映されていないという不備はあるもの

の，少なくともこの数字が大きければ大きいほど閉

館1時間以内の入館者が多いことを示し，開館時間

延長の引き金になるものである。また当センターで

は，閉館10分前から閉館を知らせる館内自動放送

と同時にBGMが流れる仕組みになっている。そこ

で，このBGMが流れている10分間に，どのくらい

の利用者が退館したかというデータを，閉館10分

前と閉館後に，それぞれBDSに設置されているカ

ウンター表示をメモすることによって，データ収集

を開始した。この10分間に退館する利用者には，偶

然に利用目的を果たした あるいは果たせないこと

が判明して退館する場合利用者の個人的な制約理

由で退館する場合，本来であればまだ継続して利用

を希望するにもかかわらず退館せざるを得ないため

に退館する場合の3通りが含まれている。しかしな

がら，ここでもそれらの割合は不明であること，閉



館10分以上前に退館した利用者数は不明であるも

のの，少なくともこの数字が大きければ大きいほど

当センターの閉館時間の制約から退館した利用者が

多いことを示しており，開館時間延長の根拠となる

データになるものである。そのため，閉館1時間前

の平均入館者数と閉館前10分間の平均退館者数と

のデータを平常開館，短縮開館の平日と土曜日ごと

に毎月算出していった。それに基づき， 2000年9月

からは平常開館の土曜日の閉館時聞を18時から 19

時に延長した結果が，次のとおりであった。

2000年度 18時閉館 19時閉館
平常開館土曜日 (4～7月） (9月以降）

閉館1時間前の
58.3 39.5 

平均入館者数＊

閉館前10分間の
90.3 78.2 

平均退館者数

＊自動入館ゲー ト通過者のみ

あくまでも一定の制約のもとではあるが，この数

字の減少は， 1時間延長した時間帯の利用度低下を

意味し，延長の効果が現れているものと考えてい

る。参考までに昨年度の統計結果は次のとおりで

あった。

平常開館 短縮開館
2001年度

平日 土曜日 平日 土曜日

閉館1時間前の 39.5 39.8 79.3 95.3 
平均入館者数＊

閉館前10分間の
56.8 71.9 82.3 109.1 

平均退館者数

＊自動入館ゲー ト通過者のみ

現状では，データに基づけば，まず短縮開館の延

長を優先して前向きに検討する課題と認識して

pる。

2.2.日曜開館の実施

2001年度は，学部生の学期末試験がある 7月と

1月の日曜日を合計7日， 12時から17時まで開館

した。当センターにおける初めての日曜開館であっ

た。サービス体制は，年末の臨時開館（12月25日

一28日の4日）とほぼ同様の閲覧 ・接写業務のみ
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である。しかしながら，広報不足の問題なのか，利

用者のニーズの問題なのか，原因はつかめていない

が，同様な開館時間帯で運用している年末の臨時開

館時の平均入館者数が906人に対して，日曜開館の

平均は約3分のlの305人であった。

2002年度は，昨年度と同様なサービス体制で，日

曜開館の日数を11月に2日増やすことを予定し，予

算を確保している。これは昨年度，初めて全塾ゼミ

ナール委員会の役員メンノTー，さらには経済学部ゼ

ミナール委員会の役員メンバーと ，それぞれ個別に

座談会を開催し，学部生の当センターに対する要望

などを直接聞いたことがきっかけであった。すなわ

ち， 11月下旬に開催される三田祭において，研究発

表を実施しているゼミナール生は三田祭前には少し

でも長い開館時間を欲していることが判明したの

で，それを支援するために実施するものである。

今後の日曜開館については，同様のサービス体制

で，授業期間中は開館することを目標に予算化して

いきたい。なお， 日曜開館経費については，データ

ベース経費とリ ザーブブック経費とを合わせて，

2001年度から私立大学等経常費補助金特別補助に

おける教育・ 学習方法等の改善（教室外の学習環

境：図書館機能の整備充実）として助成金を得て

いる。

2.3.自動貸出機設置

2000年9月に自動貸出機1台を導入した。ここで

は導入前後の状況を報告する。まず，導入するにあ

たっては，図書の表紙にバーコードラベルが貼られ

ていることが必要要件であった。ところが，当セン

ターでは，従来，図書の表紙裏，あるいは裏表紙裏

に相当する箇所にOCRラベル，その後バーコード

ラベルが貼られていたので，貼付場所の問題からこ

のままでは導入できなかった。そのため1996年秋

に，自動貸出機導入を視野に入れながら，乙れから

受け入れる図書については，背を左側にした際の表

紙，あるいは裏表紙にバーコードラベルを貼付する

ことを提案し，実施に移した。その後， 1997年度か

ら4年次計画で図書の表紙あるいは裏表紙に遡及

的にバーコードラベルを貼付する作業に着手した。

自動貸出機の利用者は，磁気カード方式の学生証所

持者のみが対象になり，開館時間延長の箇所でも触

れたように，それ以外の利用者は利用できない。そ

35 



MediaNet No.9 (2003.3) 

れを前提にして，1997年度は図書館図書の利図書

を， 1998年度は図書館図書の洋図書を， 1999年度

は図書館内の文学部図書を， 2000年度は旧館内の

学部図書を対象に順次バーコードラベルの貼付ー作業

を実施していった。1999年度分の作業がほぼ完了

したのを受けて，自動貸出機の設置環境は整備され

たと判断し，2000年9月に自動貸出機を設置した。

現状では，利用者に制約があること，機械が不具合

になった際に対処しやすいとと等から，メインカウ

ンタ一前に設置している。すなわち，当センターで

の自動貸出機は，メインカウンターの補助的機能と

いう位置付けである。それでもメインカウンターが

混雑している場合，夜間等においてメインカウン

タースタッフが少ない場合，あるいは利用者自身が

セルフサービスでの貸出行為を苦にしない場合な

ど，設置効果は表われている。今年度の利用実績

は，毎月平均延べ900人が1,400冊（学部生，大学

院生の毎月の全貸出附数に対する平均 12%）で

ある。

2.4.貸出制限冊数の増冊

貸出制限if!~数については ， 1999 年度から大学院

生に対しては12i珊から15冊に増冊した。その段階

では，大学院生一人あたり年間約42冊の貸出実績

があった。一方，学部生は人数が多いため， 一人あ

たりの平均貸出冊数増伸を妨げることなどから，貸

出制限冊数は5聞のままで推移していた。しかしな

がら，貸出制限冊数における大学院生との比率を考

えた場合， 当初は学部生の2倍の 10冊が大学院生

の貸出制限冊数であったが，この段階ではその格差

が3倍に拡大してしまった。そのため学部生一人あ

たり年間約 12冊という貸出実績ではあったが，貸

出制限冊数を増やしてほしいという要望があったこ

と，貸出制限冊数の5冊に抵触する事例がカウン

ターで時々発生していたこと ，前述した格差を多少

なりとも是正したいこと，理工学メディアセンター

が学部生に対する貸出制限冊数を7冊にしていたこ

とから ，自動貸出機設置と時期をあわせ， 2000年9

月からは学部生の貸出制限冊数を5冊から7聞に増

冊して3 サービスを拡充した。

2.5.教職員からの延滞金徴収

延滞金制度は，利用者が延滞をしないように促す

もので，延滞してしまった際の罰則と して1日1冊
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10円という延滞金を課している。当センターの延

滞金制度の歴史は古く，昭和37年に，図書の館外

貸出が大学院生2冊， 学部4年生と通年スクーリン

グ生とが1冊，学期中を通して借り出すことがで

き，その際の貸出期間は1週間，延滞すると 1日10

円徴収する方法が採用された。1）この1日1冊10円

という金額は，当時の封書（20g以下）の郵便料金

であった。つまり，督促をする際の郵送料代に充当

するものであったと思われる。現在の延滞金制度

も，当時と全く同額で運用されているが，昭和37年

当時と封書の郵便料金で比較した場合，現在では1

日l冊80円が相場であってもおかしくはない。た

だし，当センターは，延滞金を徴収することを目的

にしているのではなく，延滞を防ぐための手法とし

て採用しているため，値上げについては現在のとこ

ろ検討していない。

一方でド，延滞金制度が開始されて依頼，大学院生

や学部生は対象者となっていたが，教職員は対象と

なっていなかった。おそらく長い間の教員の既得権

である研究環境維持のために貸出，あるいは貸出期

間という概念を意識したくないこと，学部予算で購

入した図書に対する限定的な利用実態があったこ

と，などが理由に考えられた。その後，図書館諸先

輩方の努力の賜物で， 学部図書に対して学部生が

カードによる検索，そして書架をブラウジングする

ことができるようになったこと ，また貸出について

は，当初は貸出期間が限定され，長期休業期間にお

ける長期貸出の対象にはなっていなかったのを，図

書館図書と同じような貸出規則に変更してもらえた

ごと，などから直接来館における学部図書の利便性

が向上していた背景があった。その上で，OPACで

検索が容易になり，塾内はもちろん，早稲田大学と

の問でも学部図書のデリパリーが活発に行われるよ

うになった。当センタ一所蔵図書に対しては教職員

には延滞金はかかっていなかったが，既に医学メ

ディアセンター，湘南藤沢メディアセンター（以

下，SFC）所蔵図書については，教職員からの延滞

金を 10年以上謀していた。そのため，三田キャン

パスの教職員が，SFCから図書を取り寄せて貸出を

受け，返却期限に遅れた場合は，延滞金が課される

という現象が発生していった。まさに，当センター

における異文化の進入であり，歓迎すべきことで



あった。当時，当センタ一所蔵図書に対する教職員

の図書延滞は罰則が無いことも伴って日常茶飯事に

なっており，他の利用者に対する弊害要因にもなっ

ていた。とのことは一部の若手教員からも指摘さ

れ，当センタ一所蔵図書についても延滞を防止する

ためにSFCと同様に延滞金を課してほしいという

意見も時々聞くようになってきた。そこで，全塾で

公平な罰則にするためあわせて当センタ一所蔵図

書の延滞を減らすため，教職員に対する延滞金導入

をめざし， 2001年度に各学部図書委員会との交渉

にはいった。その際に，当センターとしては，教職

員の貸出制限冊数を 35冊から 50冊へ増附するこ

と，貸出中図書の返却期限前に通知サービスを行う

こと，電話での継続更新サービスを行うこと ，とい

う新しいサービスを追加することで了解を得ていっ

た。またこの過程で，当センターと同様にまだ教職

員から延滞金を徴収していなかった日吉メディアセ

ンター，理工学メディアセンター，経営管理研究科

図書館においても同時期に歩調を合わせることがで

きる見通しが得られた。さらには学内理事懇談会に

おいても担当常任理事から各学部長に対して，懇談

事項として了解を得ていただいた。

了解が得られたその後，該当キャンパスの非常勤

講師を含む全教職員に対して，2002年度から全塾

のメディアセンタ一所蔵図書が延滞金の対象になる

という案内を発送した。また，移行期間として従来

からの貸出中図書で延滞になっている場合は，一括

変更で返却期限日を2002年3月31日に一律修正し

た。これによって，これらの図書が4月1日以降に

返却されれば，自動的に1日1冊10円という延滞金

が課金される環境を作った。こうして昭和37年の

延滞金制度発足後， 40年目にして教職員にも同じ

延滞金制度が適用されることになった。
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3.おわりに

その他にも同時期には 次のようなILLを含めた

サービスを展開してきた。

・閲覧， ILL業務への業務委託スタッフの導入を

開始

・他大学図書館への図書館図書および学部図書の

現物相互貸借を開始

・通信教育部生へのサービス拡大（秋学期夜間ス

クーリング生への図書貸出サービス開始，夏期

スクーリング生のスクーリング期間中における

貸出期間の延長と塾内現物ILL開始）

・修士論文棲写許諾制度を開始

・塾内のどのメディアセンターにおいても貸出中

図書を返却できるサービスを開始

・ホームページでの塾内オンライン図書取り寄せ

申し込み受付を開始

・海外ILL文献複写受付サービスを開始

これらの事柄についても，当センターにおけるエ

ポックメーキングな事例であったが，誌面の関係

で，項目の列挙で留めておきたい。

〈参考文献〉

1 ）慶店義塾大学三田情報センター．慶磨、義塾図

書館史．東京，慶聴義塾大学三田情報セン

タ一， 1972,p.267. 

<2002.9.14受理〉
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たとえば図書システムの立上げ

一私のアイデンティティ，数理科学科図書室－

数理科学科図書室（以下，数理科図書室と書きま

す）は，理工学部数理科学科の学科専用図書室とし

て1978（昭和53）年に設立されました。図書 ・雑

誌等の購入は，全て学科の図書予算によって賄われ

ており，設立から 24年を経た現在の蔵書数は，図

書が約17,500冊，雑誌が約430タイトル，全体の約

95%を洋書が占めています（2002年3月時）。この

図書室の管理には，代々，理工学メディアセンタ一

所属の嘱託職員 1名が配属されることになってお

り， 1999年4月から 2002年3月までの3年の任期

の間，私がその職務にあたることになりました。

1もんだい

初めて訪れた数理科図書室は，とても「懐かし

Pj感じのする図書館でした。確か，私が大学生の

頃（10年くらい前！？），既に図書館（現メディアセ

ンター）ではシステム化が進み，貸出業務は勿論，

図書の検索にもパソコン（OPAC）が使われ始めて

いたと思うのですが，数理科図書室では，図書の管

理も検索も貸出も，全てカードによる手作業で行わ

れていました。いまだにこんな図書館があるんだ

なあー・。感心しているうちは良かったのですが，仕

事を始めてみて幾日も経たないうちに，代々の司書

さんたちも苦労（苦悩）してきたのであろうこの図

書室の抱える様々な問題に，私も直面することにな

りました。

原因はやはり図書の管理方法そのものにあるよう

に思えました。図書の受入管理が，担当者（私を含

め，図書館業務未経験者も少なくありません）の

「自己流のj手作業によって行われているというこ

と，担当者の任期が2年または3年と短く，どうし

ても「その場限り」「その場凌ぎ」的な作業になっ

てしまいがちなこと，また，統一された方法での管

理が行われない（にく P）こと。にも関わらず，き

ちんとしたマニュアルもなければ徹底された引継ぎ
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いりた えっこ

入国悦子
(2002.3まで理工学メディアセンター （数理科学科図書室））

を行う余裕もないこと…。そういった問題を抱えた

まま，また，そういった方法のまま，たったひとり

で図書室の管理にあたらなければならない状態に

も，ボリューム的に，そろそろ限界が来ていました。

結果，数理科図書室には，「（本はあるのに検索

カードが整備されていないために見つけてもらえな

P）埋もれ本」「（誤った請求記号をつけられたまま

配架された）間違い本jなどが漏れ…。それらの発

見修正・整理作業だけでも自分の任期は終わってし

まうのではないか。出るのは深い溜息ばかりでし

た。が，同時に，学科の大切な財産でもある数理科

図書室を，今よりもっと 「楽しく」「便利にjかっ

「有効的に」利用してもらえる，生きた，生き生き

とした図書室に変えることはできないのだろう

か…，私は強く強くそう思ったのです。

2.はいけい

数理科図書室のシステム化の話は私が来て初めて

持ち上がった話ではありませんでした。そう，もう

何年も前から，幾度となく立案検討されては実現ま

で至れずにきた様々な事情と経緯がありました。そ

んなわけで，着任から 1年4ヶ月，いよいよシステ

ム化に向けての具体的な第一歩を踏み出せることに

なる 2000年8月までの聞は，下記のようなシステ

ム化を意識した下準備的な作業を精一杯進めておく

ことで時間は過ぎていきました。

①図書室・雑誌書庫の大整理／未登録・未整理の

ままにされていた図書・雑誌の受入と整理を行いま

した。②蔵書点検／間違い本の発見に効果大でし

た。③手書き図書原簿の廃止／受入方法を統一する

ため，また，所蔵する図書の情報をより有効に活用

できるようにするため，原簿をデータ化して保管す

ることにしました。④間違い本の修正作業／骨の折

れる作業でしたが，システム化の際には避けて通れ

ない問題だったのでシラミつぶしに根気よく行いま



した。⑤数理科図書室ホームページの作成／システ

ム化にさきがけ，図書 （室）の情報を外部からでも

見られるように数理科図書室のホームページ

(www.math.keio.ac.jp／ーlibrary／）を作りました。お

おまかな構成は，図書室案内，図書案内，（蔵書検

索，）所蔵雑誌一覧（オンラインジャーナルの閲覧

サービスも新たに開始しました），リンク集。図書

システムが完成し次第，蔵書検索もここからできる

ようにしようと思いました。⑥「Library-SNews」

の刊行／数理科学科の教員・学生を対象に，図書室

からのお知らせ，新着図書のリスト等をE-mailで、送

信するサービスを始めました。

3.プロセス

システム化にあたっては，メディアセンタ一本

部，理工学メディアセンターの助力（全面的パック

アップ？）をいただきました。

提案されたのは，将来KOSMOS（現在のメディ

アセンターの図書システム）に移行する可能性を残

した上での，より手軽で、安価な数理科独自のシステ

ムの構築で，システム化によって実現する機能は，

目録作業（書誌所蔵登録・書誌所蔵検索）及び閲覧

業務（貸出返却・利用者管理）。図書原簿や延滞者

リスト等の自動出力も可能になりました。

作業は，外注により作成されたAccess(Microsoft) 

をベースとしたデータベースプログラムを使って，

SQLサーノfー（OSにはWindows2000Serverを使

用）にNacsisWebcat（国立情報学研究所総合目録

データベース）からダウンロードしてきた書誌デー

タと数理科図書室独自の所蔵データ（BookID，請

求記号，購入日・価格等の受入情報）をセットした

ものを蓄積していくかたちで行われました。図書シ

ステム完成までの主な作業プロセスは下記のとおり

です0・2000.8／システム化最終方針決定。
•2000.9 ／ハードウェア・ソフトウェア関係の準

備。作業環境の整備。

•2000. 10 ／仮の図書システム納品。

•2000.11／仮の図書システムを使った図書の受入

登録開始。目録カードの作成を中止。遡及本への

バーコードシールの貼付作業・「書誌情報（さし

あたってBookIDのみ）＋所蔵情報（さしあたっ
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て請求記号のみ）データセット」作成作業開始0

•2001.3／バーコードシール貼付作業終了。本シス

テム納品。「書誌＋所蔵データセットJの完成。

データベースシステムへのロード作業。

•2001.4 ／遡及本の書誌データ蓄積作業開始。

•2001.5／数理科図書室ホームページ公開。蔵書検

索サービス開始（数理科学科内でのみ利用可能） o・2001.7／閲覧業務（貸出返却サービス）開始。
•2001.10／登録（検索可能）書誌データ 50%達成0

•2002.3 ／登録（検索可能）書誌データ 98%達成。

私が在職中に携われたのはここまででした。一応

なんとか完成までこぎつけることはでき，数理科図

書室は所蔵する本の情報を確実かつ有効に蓄積する

ことのできる，生きた図書室へと生まれ変わりまし

た。しかし，まだ多くの課題や問題点が残されたま

まなのも事実でした。幸い頼もしい後任の方が引

き継いで、くださり，現在は図書システムの精度の向

上・学科外へのOPACの公開準備などのために日々

奮闘してくださっているようです。

4.おわりに

「どう したら利用者にとってもっと便利になるの

かj。「どうしたら利用者に喜んでもらえるのか」。

「管理者よがりJじゃいけない，常に利用者の立場

に立ったサービスというものを追求しながら，この

3年間，思いついたことはかたっぱしから実行して

きました。数理科図書室のシステム化は，私が実現

したかったことのほんの一例に過ぎません。まだま

だ他にもやりたかったこと，やり残してしまったこ

とはたくさん。反省も尽きません。しかし・1

「入国さんが来てから図書室が素晴らしく変わっ

たよ，ありがとう。」作業中に通りがかった先生，本

を借りに来た学生が，ふっとそんな言葉を投げかけ

てくれたことがあります。仕事の苦労など，一瞬に

して吹き飛んでしまうと同時に，その場で融けてし

まいたい気分になる。ああこの言葉を聴くために私

は頑張ってるんだなあ…。司書冥利に尽きる幸せな

瞬間。こちらこそありがとうございます。数理科図

書室は私のアイデンティティそのものでした。

<2002.9.10受理〉
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コレクション 『創想ライブラリーJ

理工学メディアセンター （以下，当館）に2001年

9月に誕生した教養コレクションが『創想ライブラ

リー』である。研究や学習の合間に気軽に読んで，

リラックスしたり，思索にふけったりすることので

きる図書を中心に構成されている。入退館ゲートの

側に3段5連の低書架を設置。通常の図書予算は使

用せず，寄附金での購入図書と寄贈図書で展開され

ているミニコレクションである。

1.誕生の背景と経緯

当館は，理工学専門図書館としての蔵書構築に努

める一方，限られた図書予算と書庫スペースの問題

から人文・社会科学等の資料は，隣接する日吉キャ

ンパスの日吉メディアセンターでの利用を念頭にお

いている。また塾内蔵書OPAC検索機能も発達し，

塾内現物相互貸借も可であり，他センターの蔵書も

研究関連を中心に利用されている。しかし利用者か

ら「矢上の学生・院生は夜遅くまで実験・研究で忙

しく日吉も利用できなLE」という声があるのも事実

である。また「科学技術に対する高度な専門性のみ

ならずグローパルな思考や深い洞察力，さらに豊か

な人間性が求められている」利用者のために，｜幅広

l E知識修得や他センター蔵書利用への橋渡しとなる

ような教養ミニコレクション構築を思案したが，厳

しい図書予算はそれを阻んでいた。しかし利用者よ

り『技術移転jで得られた資金の一部を指定寄附して

頂いたのをきっかけにスタートすることができた。

そして創想館（2000年完成理工学部新棟。「創造」

と「想像」の舞台） 1 階に拡張されたスペースに書

架を新設できたので，乙のコレクションが，創想や

創発に繋がる広い視野を養うきっかけとなれば幸い

と思い 『創想ライブラリー』と名付けた。

2.蔵書の特徴と運用

・選書方針：幅広く学ぶことで，真の独創性が生ま

れる。利用者の知的好奇心を誘う ような図書。

内容的には日吉の一般書のような図書。

・選書方法：館員全員 ・一部の教員からの『私が薦

める図書』より選書した。なお，慶磨、義塾大学m
版会からの寄贈図書 （新刊書） からも選書。
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みやいり あきこ

宮入暁子
（理工学メディアセンター課長代理）

• 3段5連の低書架の範囲で構築し，永久保存対象

外とする。2002年8月現在蔵書251冊。近く 100

冊増加。

・書架の関係で，小型本（文庫 ・新書）は対象外。

・資金の関係で， 一過性の図書は対象外。

・ブックカバーの上にフィルムコーディングして

書店より納品してもらい，書店の棚のイメージ

を残し，利用者の知的好奇心を誘う。

・OPAC検索可能の他，タイトルリストを当館HP

掲載（http: //www.lib.st.keio.ac.jp/coll/ 

sslist.html) 

・請求記号はSS＠使用。貸出は来館のみ。どこで

も返却不可。和］書貸出は2週間。

3.利用状況

開設以来11ヶ月の貸出回数は1位25回（当館全

体でも 1位） , 2位19回（同5位）であり，合計1361

回である。受入が2001年9月128冊，2002年3月

123冊であることを考えると，利用者に好評のよう

である。普段から約50%の在架状況である。

4.今後の課題と展開

魅力あるWorkingCollectionを維持するために

は， 資金面が一番の課題である。通常の図書予算は

厳しい状態にあるため現時点では使用しない方針

である。賛同を得た方からの資金のご厚意を期待す

る他， 選書方針にあった図書，その中でも新刊書等

を，ご寄贈頂けたら幸いと思っている。

<2002.9.10受理〉
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SFCにおけるマルチメディアサービス

1.はじめに

湘南藤沢メディアセンターのマルチメディアサー

ビス担当（以下，マルチメディアサービス）はその

規模，サービス内容において，図書館組織を中心と

したメディアセンターの一部門としては異質な存在

と言える。メディアセンター開設当初は，センター

内で小規模にオーディオビジュアル （以下，AV）機

器を提供するのみであったが，その後キャンパスの

ニーズに呼応して業務を拡張してきた。現在では

キャンパス全域のAV機器の維持・利用サポー トを

中心業務としている。湘南藤沢キャンパス（以下，

SFC）におけるマルチメディアサービスの業務につ

いて変濯を紹介し，その意義と課題を述べる。

2.主要業務の変遷

主要業務の変遷は以下のようにまとめられる0

・コンテンツ作成機器の提供

メディアセンター内で数台のVHSビデオデッキ

を接続して，ビデオ編集ブースとして設置したとこ

ろから始まり，規模の大幅な拡大，アナログ編集か

らデジタル編集への移行を経て，現在はメディアセ

ンター外の環境も含めてキャンパス全体で100台以

上のパソコンでビデオ編集ができる環境を提供して

いる。また，開設当初は機器がなかった地下1階の

スタジオエ リアにも業務用レベルの映像・音響編集

システムを設置したほか昨年は人間の動きを三次

元データとして取り込むためのモーション・キャプ

チャー ・システムを導入し，授業でも活用されてい

る。スタジオ設置機材については， 利用者向け講習

会を実施している。

・機材貸し出し

当初学事担当で貸し出しをしていたVHSビデオ

カメラ3台がメディアセンターに移管され，需要の

高まりに応えて年々増強を図ってきた。現在ではデ

ジタルビデオカメラ 60台，デジタルスチルカメラ

15台を貸し出しているほか，音の素材録りのため

せき ひでゆき

関 秀行
（湘南糠沢メディアセンター謀長

兼湘南藤沢インフォメ ションテクノロジセンター事務長代理）

のDATレコーダも揃えている。メディアセンタ－

l階のAV専用のカウンターでこの機材貸し出しに

対応しており， AV機器利用の質問窓口としても活

用されている。

・教室AV環境

各教室に設置されているプロジェクタ，ビデオ

デッキなどの単体機器のほか，操作システム全体に

ついて， 1995年頃から長期休業期間中の定期点検

を担当することになった。その後教室への関わりを

深めていき，日常業務として教室AV環境の維持 ・

利用サポー トを行うようになった。機器 トラブル対

処・取扱説明を行うほか，改修計画立案や遠隔授業

サポー トなど運営全般に責任を負うまでに業務は拡

大している。

このように多岐に渡るサービスを行うに至った背

景には，活発なAV機器利用が求められるSFC特有

の授業カ リキュラムがある。映像・音像そのものを

テーマとする授業が多くそれ以外でも課題として

ビデオカメラの利用やビデオ編集・オーディオ編集

が求められることが少なくない。キャンパス内のパ

ソコンでも，ワープロソフ トや表計算ソフ トの使用

と同じ次元でビデオ編集が行われることを想定しな

ければならない。

「コンテンツ作成機器の提供J「機材貸し出し」に

ついては，規模の遣いはあるが他キャンパスのメ

ディアセンターでもサービスが行われている。SFC

のマルチメディアサービスが他センターと異なる点

は，「教室AV環境Jの維持・利用サポートに携わっ

ている点である。なぜ、マルチメディアサービスが教

室AV環境と関わるようになったか，その要因につ

いて整理してみたい。

3.教室AV環境との関わり

近年，教室のAV機器整備はどのキャンパスにお

いても積極的に進められているが，SFCでは開設当
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初からすべての教室にAV機器が設置され，授業で

のAV機器の活発な利用が浸透していた。その後

ラッフ。トッフ。コンビュータ ，フ。レゼ、ンテーショ ンソ

フトの普及によって，授業でのプロジェク タを始め

とするAV機器の利用頻度はさらに増え，求められ

るサポー ト内容も多彩かつ高度になっていった。

SFCではAV技術に詳しい教員・学生が多く，専門

的な質問・ 要求が度々寄せられる。メディアセン

ターが教室AV環境に関わり始める以前は，総務担

当と学事担当が維持・ 利用サポー トを行っていた

が，このように高まる要求への対応に苦慮してい

た。そしてこのことを背景に，メディアセンターが

授業サポートに関わり始めた。

はじめは総務担当・学事担当を技術面で支援する

というスタンスであったが，より効果的・効率的な

利用サポートを追求していった結果，第一義的な窓

口としての機能がメディアセンターにシフトして

pったのである。

組織の再編成をせずに大きな業務を部署間でシフ

卜することは，相当な困難を伴うのが通常であろう

が，

1 ）技術スタッフの存在

2）組織の垣根を越えた協力体制構築の下地の存在

3) AV環境委員会の存在

があったためにスムーズに進められたと考える。

1）は最大の要因であるが，元々はメディアセン

ター内の編集環境の維持・管理を目的に常駐

していた委託スタッフのAVスキル活用への

期待であった。

2）については，当時のSFCの事務組織が，総務

担当・ 学事担当・研究担当のほかにはメディ

アセンターだけで，「メディアセンターがサー

ビス機関としてキャンパスに貢献できる部分

があれば前向きに対応していく 」という コン

センサスが成立しやすい状況にあったと言え

る。特に，同じメディアセンターの一部門で

あった当時の情報システムサービス担当 （現

在の湘南藤沢インフ ォメーシ ョンテクノロ

ジーセンター，以下ITC）はキャンパス開設当

初からキャンパス全域のインフラストラク

チャーの維持・ 管理を行っており ，この点か

らもメディアセンター外へのサービス展開は
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自然な流れであった。

3）のAV環境委員会（現在は教育IT委員会）は

主に教員で構成されるメディアセンタ一専門

委員会の一つであるが，当初の役割はメディ

アセンター内のコンテンツ作成機器について

の方向性を議論・ 審議する場であった。ごの

委員会の中心テーマがメディアセンタ一内の

話から 「教室AV環境の改善」 へと変化してき

たことが，より積極的に教室環境に関わる大

きな推進力となった。単なる維持・利用サ

ポートにとどまらない，教室の設計という段

階まで、踏み込むに至ったのは，委員会の示す

方向性を実践していった結果であった。

4.教室サポートの意義と問題点

AV機器についての迅速なサポートを最優先とす

るマルチメディアサービスの存在はスムーズな授業

運営に貢献していると確信するが，マルチメディア

サービスが主体となって担当することの一番のメ

リットは， AVの専門部署として持っている知識・

スキルを最大限に活用できる点であろう。設置済み

のAV機器のトラブル対処・取扱説明に加え，新し

l E技術の応用にも対応できるよう技術動向にも目を

向けている。教室改修計画においても ，一部の設計

者の自己満足や業者任せの単なる機器の組み合わせ

に終始するのではなく ，日常のサポー ト業務を通じ

て把握できる教員・学生の利用実態や新しいニーズ

に配慮した設計を反映させることができる。そうい

う意味では，遠隔授業や授業のオンライン化など教

育へのAV技術の新たな活用が進む今， マルチメ

ディアサービスがキャンパス全体のサポートを担う

ことの意義がより明確になってきたと言える。

一方マイナス点として，マルチメディアサービス

がAV業務を一手に引き受けることによって，元々

教室AV環境と深い関わりがあった総務担当と学事

担当が意識の面で一歩ヲIPた立場になってしまって

いるのではないかという危慎がある。マルチメディ

アサービスはAV機器利用という視点から教室を捉

えているが，施設の維持・管理という視点からの総

務担当の関わり，授業カリキュラムとの連動という

視点、からの学事担当の関わりが，教室AV環境のよ

り効果的な運営のためには不可欠で、あると感じてい



るからだ。このため，昨年度から学事担当と定期的

に情報交換のためのミーテイングを持ち，意思疎通

を図っている。利用者のニーズを部署問で埋もれさ

せることのないように心がけており ，その成果は教

室改修計画などに反映され始めている。

5.課題 ：人材の確保

マルチメディアサービスにとって最大の課題は

AVスキルを持った人材の確保である。現在の人員

構成は，事務職員 l名，委託スタ ッフ3名（うち l

名は非常勤事務スタッフ）である。このほか，AV

スキルを持った学部学生をコンサルタントとして採

用し，カウンターでの相談・機材貸出サービスを中

心に常勤2名枠で担当してもらっている。

業務全体の中では教室サポートにかかる比重が圧

倒的に大きくなってきている。教室機器の拡充，授

業スタイルの多様化とともに守備範囲は年々広がっ

ており，マンパワーが十分かどうかは常に意識しな

ければならない。

スキルの面においては委託スタ ップに頼るところ

が大きいが，AVのあらゆる分野に精通した人材を

確保することは困難である。コンピュータ業界とは

異なり， AV技術スタッフの人材派遣はまだ盛んで

はない。したがって常に進み続ける動きに対応する

には，日常業務と平行して新しい技術を習得する，

という姿勢でスタ ッフの育成を図らねばサービスが

成り立たない。この問題についてはスタッフのモチ

ベーションの維持・向上を図る一方で， ITCとの連

携が欠かせない。この数年の聞にAVとコンピュー

タの融合は進んで、おり，ビデオ編集環境の提供，遠

隔授業サポートなどマルチメディアサービスとITC

の共同業務による成果は多い。ITCとの強い協力体

MediaNet No.9(2003.3) 

制なしには，II教育IT化”などの面で今後の先進的

なサービス展開はなし得ないと考えている。

また事務職員については，図書館職員枠となって

いるが，現場のマネージメントのためにはAVにつ

いての一定水準以上の知識・スキルを身に付ける必

要がある。専門知識を持たないところからのスター

卜になるため一人前になるまでには時聞を要し，結

果として人事の硬直化を招いている。数年経ったら

定期的に人事異動という体制ではなかなかプロ

フェ ッショナルの域に達し得ないも事実であるが，

AVに対するニーズの伸びを見据えれば， 専門知識

を持った職員の育成は急務と言える。これまで通り

OJTによって既存の人材の中から輩出していくこと

も必要であるが，適’性を持った技術経験者の採用も

視野に入れるべきであろう。

6.おわりに

マルチメディアサービスは，図書館サービスのよ

うな歴史的な積み重ねがなく，ケースパイケースの

対応を迫られることが少なくない。所定のルールと

例外への対応の間で落としどころを見出しながら業

務をこなしているのが現実である。これは担当者に

とってはつらい部分でもあるが，一方ではますます

複雑・多岐になってくるニーズに対して臨機応変を

信条として臨むことができるという強みとなってい

る面もある。マルチメディアサービスの今の姿はま

さにキャンパスのニーズに柔軟に応えてきた結果な

のである。これまで通りの身軽なフッ トワークの必

要性は言うまでもないが，その流動的な状況下で今

後の足場作りも開始しなければならない段階に来て

pると考えている。

<2002.9.17受理〉
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闘病記つれづれ

「ホームページに闘病記を公開していますので

ご覧下さL,J。ある自治体の難病相談の相談員を
していた頃，患者さんからホームページ開設の

案内をよくいただきました。多くは，病気の発

症から治療の様子，症状の困難さや周囲の励ま

しに対する自分の思いなどを，日記風に実に克

明に記した読み応えのある内容です。短い相談

時間では推し量れない 療養生活の様子や家族

との葛藤などを知ることも多く，次の相談に生

かすなど，大変勉強になります。

また，低指肪で繊維の少ない食事が必要な方

は，工夫を凝ら したレシピとメニューの写真を

公開するなど，療養の知恵と工夫を紹介する

コーナーもあり実に情報が充実しています。さ

らに， eジャーナルや医学学会のホームページ

などから，最新の研究成果や治験薬の効果に関

する情報を入手し紹介する方も増え，

まさに，賢く治療とケアを選択するe-

患者の出現です。そのようなe患者の

ひとりKさんは，外来受診の度に主治

医から「ところで，新しい治療情報が

・ あったら教えてよ。最近は，患者さん
のほうが詳しいんだよねjと聞かれるのだと，少

し誇らしげに苦笑していました。

在宅で療養している患者さんや家族の方々の

様子を，日常的にリアルタイムで知るように

なったのは最近のことで，ほんの数年前までは，

手紙や手記，著作などで，それもずいぶん後に

なってから，知ることが多かったのです。

図書館には，病気との付き合い方や治療の記

録が数多く並んで、，閉じような境遇にある方々

や治療やケアを行っている医療従事者の励まし

となっています。私が看護師として勤めていた

病棟のささやかな図書コーナーには，出版され

た本だけではなく，患者さんやご家族の方から

寄贈された闘病記や体験記，遺作集が置かれて

いました。多くは，親しい者だけに配るため非

売品として製本されたもの，手書きの手記をコ

ピーして冊子にしたものです。

短しヨ入院の聞に， H寺に辛い治療を支え，時に

は看取った方々の鮮やかな印象は，残された作

品によって意味付けられることがよくありまし
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た。ある方は，呼吸停止の後，意識が十分に回

復せず，記憶などが断片的なのですが，子供と

夫そして周りの人々に非常に穏やかな表情と仕

草で，感謝の言葉を添えるのを忘れることがあ

りませんでした。亡くなられた後， 寄贈された

画文集には， 彼女が発病して以来，画きとどめ

てきた草花や子供たちのスケッチ，これまでの

人生への感謝と満足，死への静かな覚悟を詠ん

だ俳句や随筆がしたためられていました。人は

最後のひとときまで，その人が生きたようにそ

乙に在るものなのかもしれません。

また，闘病を記したものではありませんが，

その方の生きょうが偲ばれる作品もありました。

Bさんは，胃がんの末期で，食事が十分取れ

ない上，吃逆がとまらず，たいへん閉口してい

ました。或るとき病室を訪れると，いつまでも

困らされているのもしゃくだから，

r1z逆を題材とした文学作品を探して

いたところ，ついに，森鴎外の作品の

中に見つけたとのこと，「彼のような

文豪がこうして吃逆について書いて

いるなんて，僕も慰められるよJと満
足そうにウインクを投げよこしました。それか

らというもの，病室を訪問するたび，「L、くつか

俳句を見つけたけど，こっちのほうが断然ユ

ニークで感じが出ていると思う」などどいう，

私のいいかげんな批評を， Bさんはうんうんと

目を細め実に楽しそうに聞き，吃逆文化論に花

を咲かせておりました。

桜のつぼみがほころびかけた陽春のある日，

あれほど困らされた吃逆と永遠にお別れをし，

Bさんはお亡くなりになりました。数日後，彼

が編纂した歳時記が病棟に送られてきましたが，

それは，日々にふさわしい詩や短歌，俳句，漢

詩を365日分集めたとても素晴らしい歳時記で

した。趣味で、吃逆という主題を文芸作品に求め

ていたのではなく，まさに驚くばかりに博学の

文学者の仕事だったのです。調子に乗ってとぼ

けた文芸批評を繰り広げていたのかと，顔から

火が出るとともに，彼一流の懐深いユーモアに

心から涙した1日でした。

． 

<2002.9.30受理〉
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図書館・情報学科開設50年

2001 （平成13）年は，図書館・情報学科が開設さ

れて50年目にあたる節目の年であった。同年6月

30日には， 三田キャンパス北館ホールで記念式典

を挙行した。

帝国図書館付設の文部省図書館員教習所として出

発した現在の筑波大学図書館情報学群とともに，わ

が国を代表する図書館情報学の研究教育機関と

して，1951（昭和26）年に開設して以来のその歩み

は，わが国の図書館情報学の歴史の重要な一部と

なっていることは，関係者の等しく認めるところで

あろう。

本稿では，開設前後の動向を中心に，図書館・情

報学科の五十年の歩みを振り返ってみたい。もっと

も，厳密で歴史的な記述をするつもりは毛頭なく，

私見が大いに入っているので，読者は眉に唾をつけ

てお読みいただきたい。なお，記念式典にあわせて

慶煙、義塾図書館で開催した記念展示「戦後図書館改

革と日本図書館学校の開設」の解説文を一部利用し

ていることをお断り しておく。また，1999（平成11)

年度の文学部改組により現在の正式名称は人文社

会学科図書館・情報学系図書館・情報学専攻である

が，まだ十分なじみがないため，本稿では使い慣わ

してきた「図書館学科J，「図書館・情報学科j，あ
るいは単に「学科jという呼称を用いることと

する。

1.「日本図書館学校Jの開設
図書館・情報学科誕生のきっかけとなったのは，

米国の大きな影響のもとに戦後行われた一連の図書

館改革である。1948（昭和23）年の国立国会図書館

開館， 1950（昭和25）年の図書館法， 1953（昭和28)

年の学校図書館法などは，とうした戦後図書館改革

の一環として捉えることができる。

図書館改革の出発点となったのは，戦後間もない

1946 （昭和21）年3月に来日し，教育改革に大きな
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影響を与えたと言われている第一次米国教育使節団

である。使節団には図書館関係者と してレオン・

カーノフスキーシカゴ大学図書館学大学院教授が参

加し，わが国の図書館事情を調査した。使節団の報

告書（同年4月）には，公共図書館及び大学図書館

のあり方に関する勧告などとともに，図書館専門職

員の養成について，「図書館専門職員の養成のため

には，なるべく優良図書館施設を有する大学に付属

せしめた図書館学校を設置するのもまた良いであろ

うJとの勧告がある。わが国の戦後民主改革を遂行
する上で，図書館は有益な施設であり，整備が必要

であるが，そのためには専門職員を養成することが

不可欠で、ある。養成は大学で行われるべきで，演習

や実習を行う関係上，良い図書館を持つ大学で行わ

れることが望ましい。こうした認識が，米国図書館

関係者の聞に戦後早い時期から存在したことがわ

かる。

その後も，国立国会図書館設立の際に顧問として

1947 （昭和22）年12月に来日し，国立国会図書館

法を実質的に作り上げたクラ ップとブラウンや，同

館開館後に特別顧問として 1948（昭和23）年7月

に来日し，同館の運営の方向に大きな影響を与えた

ダウンズなども，総合大学に図書館学校を設けるこ

とを提言している。

当時の日本では，すでに述べた帝国図書館付設の

文部省図書館員教習所に始まる上野の文部省図書館

職員養成所が唯一の専門職員養成機関であったが，

これは1950（昭和25）年頃には短期大学程度とさ

れていたようである。大学では，東大・京大をはじ

めとするいくつかの大学で図書館学の講義が行われ

ていた。1950（昭和25）年の図書館法成立後は，同

法に言う専門的職員（司書及び司書補）を養成する

必要から，全国各地の大学で図書館学の課程が設置

されたり，講習が行われるようになった。こうした

機運を背景に，日本側でも，米国人による種々の勧
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告に応えるかたちで，例えば，東京大学の南原繁総

長に，東大中央図書館に図書館学研究所を付設し，

将来は大学院課程に展開する構想のあったことが，

最近の研究で紹介されている。

慶聴に図書館学科が開設されるに至った直接の

きっかけがどのようなものであったのかを裏付ける

資料は，現在までのとごろ見出されていない。初代

主任教授ロパー ト・L・ギトラーは，自伝の中で連

合国軍最高司令官総司令部（GHQ/SCAP）民間情

報教育局のドン ・ブラウンが，陸軍省占領地域局の

ワゴナ一大佐に図書館学校開設を提言したことから

始まったと回想している。開設が検討されるように

なった背景には，先述の米国人図書館関係者からの

度重なる勧告とともに，図書館法の成立や，民間情

報教育局の図書館（アメリカン ・センターの前身）

が全国各地に設けられたことなどにより，図書館専

門職員が必要になるとの認識などもあったものと思

われる。

いずれにせよ，1950（昭和25）年5月頃，陸軍省

は図書館学校設立に向けて，米国図書館協会に打診

した。協会はこれに応えて，同年6月にプロジェク

トの予備申請を提出，プロジェク トを開始する前

に，しかるべき人物を日本に派遣して，予備調査を

行う必要があることを指摘した。その結果，すでに

来日経験のあるダウンズが同月に再度来日，東大，

慶大，早大，日大，京大，同志社の六大学を視察し

た。7月17日付の報告書では，図書館学校は米国の

ような大学院課程でなく学部課程に開設するのが

適当であることなど，基本的な運営のあり方に関し

て勧告し，さらに，設置すべき大学としては，東大

を第一候補，京大を第二候補として推薦した。慶磨、

が誘致に熱心であることは認められていたが，私立

大学であるなどの理由から，特に推薦はされてい

ない。

ダウンズ報告を受けて，米国図書館協会は8月に

日本図書館学校 (JapanLibrarγSchool: JLS）フ。ロ

ジェク トを公式に申請，諮問委員会の組織や主任教

授（Director）の選任などの作業を開始し， 10月に

は州立ワシン トン大学図書館学大学院主任教授で

あったギ卜ラーが主任教授に選ばれた。

ギトラーはJLSの立ち上げに向けた業務を開始，

11月には5人の専任教員と図書室司書1名の採用
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を決定した後， 12月30日に来日， 大学の最終的な

選考に入った。候補を東大，京大，慶大の3大学に

絞り，幾度かの訪問の後，さまざまな項目について

三者を評価， 1951（昭和26）年1月21日付の報告

書で，最終的に慶大を候補として推薦した。

ギトラーが塾を訪れたのは1月10日， 福津先生

誕生記念日であった。翌日付ダウンズ宛書簡によれ

ば，訪問は畳食をはさんで午前10時から午後2時

半に及び，潮田塾長等と熱心に懇談した。このとき

に贈られた英訳福翁自伝（訳者である外事部長清岡

瑛ーはあいにく風邪をヲItEていたため当日は欠席し

ていた）を読んで、感銘を受けたことが，塾に決定す

る際に大きな影響を与えたとは，後年ギトラーがし

ばしば言及したところである。実際，報告書では，

西洋式の教育理念の受容度に関する項目（評価項目

1）で塾は5ポイン ト評価の1（最高に東大は5（最

低）であった。

これにより， JLSは塾に開設されることが決まっ

た。公式の通知は2月5日，塾からの受諾の返信は

8日であった。その後，文部省への設置認可申請 （3

月10日），塾評議員会の承認 （3月23日），入学試

験（4月4日と 11日の2回）， 開設式（4月7日）を

経て， 4月16日に授業が始まった。米国による全面

的な資金援助のもと，慶腰義塾大学文学部図書館学

科とJapanLibrary Schoolという二つの名前を持ち，

文学部長と主任教授の共同管理下に置かれる，とい

う異色の学校のスタートであった。

2.発足後の苦闘とロックフエラー財団の援助

JLS発足時の陣容は， 5人の専任教員と司書1名

が米国人で，他に主任補佐1名，書誌学助手1名，

事務・通訳・翻訳・司書等の事務職員が計12名，タ

イピスト 5名，用務1名という大所帯であった。文

字通りの米国式の‘libraryschool，だったわけであ

る。事務室や教室は現在の図書館の位置に当時あっ

た五号館に設けられた。別に旧図書館1階に図書室

が置かれた。米国人教授による講義は英語で行わ

れ，日本人による通訳がつけられた。シラパスが作

成され，レポートがひんぱんに課されるなど，米国

式の授業が行われた。提出されたレポートや答案も

すべて翻訳された。

こうしたJLSの活動とともに，米国人教授団は各



地で講習会の講師を務めるなど，わが国の図書館専

門職員養成に向けて精力的に活動し，例えば，神戸

市立図書館長志智嘉九郎の「今以てCheney教授を

referenceに関する限り我が師であると思っている

のである」という言に示されるような大きな影響を

わが国図書館界に与えたのであった。

教育活動では順調であったものの，運営面でJLS

は設立直後から大きな困難に直面することになる。

当初の契約では，米国政府による援助は1952（昭和

27）年6月末までの15ヶ月間で，それ以降は慶磨、が

引き継ぐこと，とされていたが，その程度の短時日

のうちに慶躍が自己資金で日本人の教授団による同

一レベルの学校を維持できるようになる筈もないこ

とは，開設後かなり早い時期から関係者の認識する

ところとなっていたように思われる。

そこで，ロックフエラー財ー団に資金の援助が打診

された。折しも ，サンフランシスコ講和条約が1952

（昭和27）年4月に発効して，連合国軍による占領

が終了するのに伴い，援助も予定より早く 4月で打

ち切られることになったため，まず、緊急援助の支給

を受けた後，7月から 4カ年に渡る援助計画が始

まった。財団による援助は毎年減額され，徐々に慶

躍の拠出分を増やして行き，最終的には完全に慶店、

の経営下に入る，という計画であった。日本人の手

によって運営できるように，米国人教員は日本人教

員に徐々に置き換えられてゆき ，援助計画が終了し

た1956（昭和31）年6月末には，最後の一人となっ

たギ トラー主任教授も退任して，JLSは完全に塾の

1組織としての道を歩むことになったのである。

なお，ロックフエラー財団による援助はこの後も

続き，訪問教授の招鴨，留学生の派遣，生物医学図

書館員特別養成プログラムの開催など，さまざまな

活動を支援した。財団の援助は，発足問もないJLS

を存続・発展させる上で決定的な役割を果たしたの

であり，その貢献にはいくら感謝しでもし過ぎるこ

とはないであろう。

3.「図書館・情報学科Jの誕生

ギトラーの跡を継いで、，JLS開設時以来の塾学務

担当常任理事であった哲学の橋本孝教授が 1956

（昭和31）年7月1日から図書館学科主任教授に就

いた。同主任の下で，学科は新たな途へと踏み出し
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てゆく。

1961 （昭和36）年の創立十周年記念式典の後，翌

1962 （昭和37）年には新築された西校舎に移転し

た。校舎の北翼2階部分に，教室，研究室，図書室，

視聴覚室，事務室を配置した専用スペースである。

この時期に，学科は，ドキュメンテーションから

情報学へと急速に変貌しつつあった科学技術系の情

報活動への傾斜を次第に鮮明にしてゆく 。さらに，

1963 （昭和38）年の三田図書館学会設立に見られる

ように，研究面での整備も進められた。

このような動きの帰結が，1967（昭和42）年度の

大学院修士課程図書館・情報学専攻の開設である。

これは米国において，情報技術の急速な進歩にあわ

せて，従来のlibrarianship,librarγscienceとdocu-

mentationとを情報学のもとに統合し，libraryand 

information scienceを形成する動きにいち早く呼応

したもので，「情報」 の名を冠した学部・ 学科とし

てはわが国初であった。開設時の修士課程教員10

名（非常勤を含む）の顔ぶれを見ると ，当時科学技

術情報活動の第一線で活躍していた人材を軸に，情

報技術関係の人材などを交えて構成していることが

わかる。

翌1968（昭和43）年には，修士課程にあわせて

学科の名称を 「図書館・情報学科Jに改称，さらに
開設20年に当たる 1971（昭和46）年には，米国か

らパーカー・モーハートの両博士を迎えてカリキュ

ラムの見直しを行い，その結果をもとに翌年学部・

修士課程のカリキュラムの抜本的改訂を行った。資

料・資料組織・検索・システムという四本柱からな

るカリキュラムで，現在に至る学科カリキュラムの

基本となるものであった。

1975 （昭和50）年には博士課程が開設，学科の研

究教育体制は一応の完成を見たのである。

その後の世界的な情報化の進展を見ると ，いち早

く「図書館・情報学」への脱皮を行った学科の先見

性は高く評価されるべきであろう。また，この時期

は全塾の図書館資源を統合的に運用する「慶腰、義塾

大学研究教育情報センター」制度が発足した時期で

あり，学科の変化は全塾規模の図書館の情報化への

変化に対応する動きでもあった。他方，同時期に公

共図書館界もまた日野市立図書館の活動などをきっ

かけとする革新を成し遂げつつあったが，これに対
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しては特に対応した様子はない。こうした点から

も，この時期の学科の方向付けを見て取ることがで

きる。

4.文学部の 1専攻として

学科の主任教授は，その後津本孝久，小林昨と変

わったが，塾組織内での意義がなくなったため，

1978 （昭和53）年に廃止され，名称は対外的に学

科の代表者という意昧で慣例的に用いるように

なった。

1982 （昭和57）年，新図書館の完成にともなって，

学科の研究室は研究室棟に，図書室は新図書館5階

にそれぞれ移転し，事務室は廃止，教室は一般教室

に統合されることとなった。主任制の廃止に続き，

研究室・事務室・教室・図書室を一体となって運用

する組織上の単位としての 「学科」はここに消滅

し，文学部の他専攻と同様，単に教員組織としての

み学科は存続することになったのである。文学部の

組織にとって米国式のschoolは異質なものであっ

たから，これはJLSの慶臆への統合の完成として，

いつかは起こるべきことではあったであろう。

その後では， 1993（平成5）年にカリキュラムを

再度改訂し，図書館・メディア・検索の3コースを

設けて， 学生が履修する際の選択の幅を拡げた。学

生の志望にあわせて，図書館員養成のためのカ リ

キュラムから，メディアや情報検索・情報技術への

志向にも対応するように図ったのである。

開設以来の‘libraryschool，と しての性格を堅持

しつつ，メディアや情報技術への幅広い研究関心の

中にそれを位置づけてゆくことが，わが学科に科さ

れた継続的な使命であると私は思っている。この両

者は決して両立不能な2方向なのではなく ，むしろ

共に内容を豊かにしてくれるような，学科に不可欠

の2側面であると私は信じている。次の 50年もま

た，両者の緊張関係を維持しつつ，いっそう広く深

い研究と教育を行ってゆく存在でありたいと思う。

<2002.11.4受理〉

慶慮義塾図書館貴重書展示会
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内 容 ：『辞書の世界 一江戸 ・明治期版本を中心に－j

主催 ：

協力：

協賛：

会期 ：

4三合王h 品ム窃目 ． 

講演会：

慶磨、義塾図書館の蔵書を中心に、平安時代から明治期に至るまで、わが国でよく利用された

辞書を100点余り選び、印刷文化との関わりも含め、展示解説を行なった。来場者は2,350名。

慶麿義塾図書館

慶磨義塾大学斯道文庫

丸善株式会社

2002年1月28日（月）～2月2日（土）

丸善・日本橋店4階ギャラ リー

1月28日（月）「辞書と版本」 常任理事

1月29日（火）「辞書と索引の歴史」 文芸評論家・作家

1月30日（水）「『広辞林Jから『広辞苑』へ」 評論家

1月31日（木）「中国の百科全書と 日本の古典」 斯道文庫助手

2月 1日（金）「歌書・歌語・歌枕一和歌と辞書」 斯道文庫教授

関場 武

紀田順一郎

武藤康史

住吉朋彦

川上新一郎
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アダム・スミス自筆書簡をめぐって－選定かう資料保存まで

1.アダム ・スミス自筆書簡

“My Iρrd I am extremely obliged to your Iρrd-

ship for the very polite …IIで始まる書簡がある。こ

れはあの有名なアダム・スミスの1769年1月15日

付けのヘイルズ卿宛書簡である。この書簡が慶磨、義

塾図書館に保存されている。慶臆義塾が購入した経

緯は，慶臆義塾大学経済学部の小池基之教授による

『日本経済新聞』（1970.2.10朝刊）の「アダム ・スミ

スの手紙所を得て慶慮義塾図書館にも二通」と言

う記事において詳細に語られている。 1968年7月9

日付けの朝日新聞において，雄松堂書店の新田満夫

社長がロンドンのサザビーズのオークションでアダ

ム・スミスの自筆書簡4通を落札し，その内3通は

これまでに知られていなかったものであるという記

事を読んだのが購入のきっかけであったと言う。

アダム・スミスと慶謄義塾との関係は古い。『国

富論』の日本語訳は福津諭吉門下の石川映作によっ

て1884年から 88年にかけて翻訳されている。また

煉瓦造りの図書館が開館（現旧図書館）する直前の

1911年には，「アダム・スミス記念会Jが聞かれ，開

館記念として購入してきたアダム・スミス関係書，

百数点が展示されたという。『国富論』の異版，各

国語訳などのアダム・スミス関係本を購入しそし

て，今回取り上げた自筆書簡を含め，現在に至るま

で異版，各国語訳を購入してきている。

農業経済が専門である小池教授は，学説史も担当

され，スミスと大きな関わりを持っていた。4通の

書簡は，慶慮義塾図書館が1769年1月15日付けと，

3月12日付けを購入し 3月5日付け書簡は竹内謙

二氏， 5月16日付は京都外国語大学が購入した。販

売と同時に雄松堂書店は，ファクシミ リ版を製作

し，配布していた。慶臆では購入後，小池教授は，

『三田学会雑誌』1）に全文を載せた論文を書いて

pる。

私がアダム・スミスと慶磨、との関係を調べるきっ

じ

次

酌
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むイデメ回

かけになったのが，展示であった。レフ ァレンス ・

ルームの一角に展示ケースがあり，図書館員で構成

されている展示委員会が企画を行い，展示スペース

は余りないものの，年に 10回ほど展示を行ってい

る。図書館長の飯田裕康経済学部教授が館長を退任

される時期の展示なので，館長の専門である学説史

に関係して 「アダム ・ス ミス展」を企画することに

なり ，『国富論jの初版，『国富論』の異版， 『国富

論Jの各国語訳，そして自筆書簡を展示することに

決まった。そこで，展示がらみで，資料保存，OPAC

検索のことから ，さらに選定， 書簡，文書について

少しまとめてみることにしたのである。

2.現状とその対策

1）資料保存

2通の書簡は以前から書庫の棚にあり，茶封筒に

入っていることを知っていたが，中を覗いたことは

なかった。というのは高価だし，希少価値があり，

目的もないのに見る行為は資料保存と背反するし，

安易に見ることを臨時わせた。しかし今回，展示す

るにあたり，実際に書簡を取り出して見る必要に迫

られた。大型の茶封筒に厚紙があり ，保存紙に挟ん

であった。古い茶封筒や，台紙である保存紙は酸性

紙に対する認識がなかったころのもので，取り替え

る必要があった。そのため，ある程度書簡をガード

するような中性紙でできたケースと台紙を業者に早

速発注した。本来は真空パック， エンキャプシュ

レーション（カプセル化）でやるべきであろうが，

本格的にエンキャプをやるには資料自体を脱酸処理

する必要があり ，高価な資料を余り現状を変えたく

ないことと，過去に経験がなく，知識不足も伴って

決められないでいる。
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2) OPAC検索

図書館において図書と利用者と結び付けるものは

OPACである。それは文書でも同じである。大英図

書館のような文書が多い図書館は，図書を調べる

OPACのほかに，文書専用のOPACがある。大学で

文書を扱っている所は 学史資料を管理・保存して

いる大学史資料センターか，図書館の特殊資料室

（貴重書室）かである。慶麿義塾大学が前者に属し

ている。図書館も福津関係文書を管理・保存してい

るが，OPAC化は進んでいない。図書館で文書とい

うと，議会，外交文書などの公文書と，日記， 書簡

原稿なので私文書に分かれ，公文書は整理ができて

いくらかOPACでアクセス しやすいが，私文書とな

ると，未整理のままであったり， OPAC化されてい

なかったり，あるいは一般図書と混在してアクセス

しにくい場合がある。

今回取り上げたアダム ・スミス書簡の場合，利用

者にとって，アクセス ・ポイント として必要なの

は，差出人と しての「アダム ・スミスj，宛先人と

して 「ヘイルズj，日付としての 「1769年1月15日」，

差出人住所である 「カーカルディ」，宛先人住所で

ある「エディンパラJ，そして欲を言えば， 書簡中
の「キーワー ド」である。しかしながら ，慶臆義塾

所蔵のアダム ・スミス書簡について，目録がとられ

ていず，事務用カードがあるのみなので，早急に

OPACに入力する必要がある。

ところが，アダム ・スミス書簡を含む私文書や中

世古文書の零葉などのカタロギングは私自身慣れて

いない。MCR2Rや古刊本用のDCRBを準拠すれば

よいことは分かっているが経験がなLE。そんな状況

の中，2002年の夏，米国のプリンストン大学図書館

へ行く私用があり，ついでに手稿のカタロギングに

ついて教えを請うことにした。会ったパスラーさん

は， MCR2RとDCRB(Descriptive Cataloging of 

Rare Books）を元にした＂DescriptiveCataloging of 

Ancient, Medieval, Renaissance, and Early Modern 

Manuscripts" (AMREMM）のコピーを示しながら，

それが参考になると教えてくれた。そしてサンプル

として持っていた慶臆所蔵の 14世紀の手稿（コ

ピー）をUSMARCフォーマットにしたがってパス

ラーさんに記述してもらった。それを参考にしてア

ダム・ス ミス書簡のカタロギングをしようと考えて
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いる。帰国してから知った乙とであるが，プリンス

トンは全米でも有数の中世・ルネサンス手稿の所蔵

館で，道理でパスラーさんはいとも簡単にオール

ド・フレンチを読み，ろくに調べずにわずか15分

くらいでUSMARCフォーマット を作成したわけで

ある。

3）サービス

アダム ・スミスの書簡の書誌データは， OPACを

はじめとする目録で検索できないものの，そのほか

の トウールで所蔵を確認できる。しかしながら，そ

れは，書簡と所蔵を直接的に結びつけるものでない

ので，利用者は行き着くのは難しい。

雄松堂は，サザビーズのオークションで入札し，

日本での購入先が決まると ，4通の書簡のフ ァクシ

ミリ版を顧客先に配布している。また慶臆義塾大学

の経済学会の紀要『三田学会雑誌Jにおいて小池教
授は書簡を紹介するとともに，書簡を活字化してい

る。さらにイギリスのケンブリッジ大学出版は，ム

ンスターとイアンが編集した 『アダム ・スミス書簡

集』 2）を出版されている。それは手書きの書簡を活

字化したもので，編者により校訂が施されており，

信頼できる書簡集としてスミスの現存している自

筆書簡を300余り掲載している。スミス研究者に

とって乙の『書簡集』は研究に不可欠な存在となっ

ている。

自筆書簡という「唯一」 しかないものだが，ファ

クシ ミリ化，活字化・出版化されると，所蔵館とし

てその存在の意義が半減してしまうと感じざるを得

ないが，ファクシ ミリ化，活字化 ・出版化は，研究

における貢献度は高い。複製化を認めず，「唯一

性」，「保守性J，「閉鎖性」は，理想としては 「公開」
を「館是」とすべき大学・研究図書館において無用

な言葉である。

ファクシミ リ化， 活字化・出版化された自筆書簡

について，所蔵館としてやるべきことは，まず

OPACに入力すべきだろう。そしてデジタル化を行

い，閲覧者にはまずデジタル化したものを閲覧して

もらい，そして実物を見て確認してもらうことであ

ろう。さらにデジタル化されたものをウェブ上に載

せ，アダム ・スミスに興昧を持っている不特定多数

の人々に見る機会を提供することも考えられる。



3.選定

アダム ・スミスの自筆書簡が貴重なのは，アダ

ム・スミスという偉大な業績を残した人物の自筆で

唯一しかないという稀少性のためであろう。自筆書

簡，日記などの私文書を図書館は余り多く所蔵して

しEるわけで、ない。図書館では，とりわけ歴史のある

私学では創始者の書簡，文書，書などを所蔵してい

る場合が多い。慶臆義塾もその例外でなく，多くの

福津諭吉関係文書を所蔵している。その多くは『福

津諭吉全集j，『福津諭吉書簡集Jで活字化されてい
る。そうした状況にある図書館でどのような文書を

選定，所蔵していけばよいのだろうか。

慶臆義塾図書館には内規として 『選書基準jがあ

り，それには貴重書，図書の選定基準は書かれてい

るが，稀少な文書についてはそれほど言及されてい

ない。貴重書については次のような基準が設けら

れている。研究に使うもの，コアとなっている分

野，パピルス・粘土板・羊皮紙など教育的価値のあ

るサンプルとして図書館が保存しておくべきもので

ある。また準公共的機関である図書館として人類の

知的遺産である図書の購入・保存もある程度合まれ

ている。

選定というものは，普遍的ではない。研究動向に

左右されるし，また予算の増減に左右される。予算

が潤沢である場合は， 4番目にあげた「人類の知的

遺産」に類する図書も購入可能である。逆に予算が

厳しい状況にある場合は，大学図書館であれば，

「研究」に用いる図書を優先させなければならない。

したがって，4本柱があるものの，やはり研究と，残

りの3つの柱との組み合わせが好ましい。例えば

「研究とコアJというように。
それでは，稀少な文書をどのような基準で選定す

べきであろうか。図書と閉じに考えられないが，文

書は研究とコアでだろう。そのコアもその大学に関
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連する文書に限定されよう。アダム・スミスの自筆

書簡を選定した当時をみると，アダム・スミス研究

を小池教授が研究されていた事実がある。またアダ

ム・スミス関係図書はコア・コレクションとして所

蔵してきた。福津文書に関しては自明の理である。

誰も研究者がいず，その大学に関係ない文書は所蔵

する必要はないと思われる。文書は，基本的にその

文書に関係する機関，「本拠」が所蔵すべきである。

ケンブリッジ大学出身の経済学者ケインズが，同大

学出身の物理学者ニュート ンの文書を買い取り，ケ

ンブリッジ大学図書館に寄贈した如く。

4.終わりに

アダム・スミスの自筆書簡はファクシミリ化，活

字化・出版化，研究がある程度終わったことを考慮、

すると，いかにして自筆書簡を良い状態で後世に伝

えるかという資料保存の問題に尽きる。アダム・ス

ミスの書簡は，本来であるならば，スミスゆかりの

地，英国のグラスゴ一大学図書館にあった方が資料

の散逸という観点で見る限り，ベストであろう。一

方，異国である日本，とりわけアダム ・スミス研究

が盛んな日本においてはサンプル，基本的関連資料

として所蔵していきたい願望は強LE。そうして考え

ると，所蔵している図書館は，資料保存という国際

的な使命を負わされているのである。

1）小池基之."1769年のAdamSmith -Adam Smithの

Sir David Dalrymple, Lord Hailes宛未刊の手紙

について’＼三田学会雑誌 Vol.63,No.5, p.26-34 

(1970. 5). 

2) Messner, Ernest Campbell & Ian Simpson Ross. 

The Correspondence of ADAM SMITH. Oxford : 

Clarendon, 1987(1st ed.:1977) 

3）小池基之."AdamSmi白書簡雑感”.KULIC. Vol.11, 

p.8(1978). 

<2002.9.19受理〉
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想 し、 出

1.三田の風情

その頃，と云うのは昭和30年代，私が学生時

代を送り，慶磨、義塾図書館（現在の慶磨、義塾図

書館 ・本館，通称旧館のことで，以前は全館が

図書館であった）に就職した当時の三田の山の

風情は，今とは随分遣っていた。

慶！臆と云えば，その 「梢デコレーテッド・ス

タイル，即ち華麗式に則ったJ図書館を連想し
た。そう，町のどこからでも図書館が見えた，田

町浜松町を走る省椋の車窓からも，ひときわそ

の優美な姿を楽しめた。あれが三田の山，福沢

先生の慶磨義塾，と誰にもその在り所を教えて

くれた。

実際宝石箱のような図書館，石畳

の坂道と黒板の塀越しに白壁っくり

の土蔵，慶臆帽ツメ襟の学生が往来

し， 三田通りには都電が通り，桜の

木が春夏秋冬の趣を、添え，大正時代

の新派の舞台の一場面を観ているよ

うな，そんな形容も大袈裟には感じ

られない風景が，そこにはあった。

もちろん，丘の上からはビルの向こうにそう

広くはないが，とにかく品川の海が望めた。福

沢先生が新銭座から「芝の三田にある島原藩の

中屋敷が高燥の地で海浜の眺望も良L¥jので

移って来たのが明治4年。さすがに浜辺は目に

できなかったが，先輩達が海原を見やっては，

「乃公出でずんば」の気宇を養い，新生日本での

立身に思いを馳せ得る環境であったろうことは，

充分に理解できた。

ところで戦後も暫くは，戦前からの伝統とし

ては大学図書館なるものは，いわゆる古色蒼然

として，キャンパスの一隅に森閑としていれば，

学問蓄積の牙城のシンボルであれば，それで良

いと云う雰囲気があった。文学部の一学科とし

て昭和26年誕生した図書館学科JapanLibrary 

Schoolは当初すべてアメリカ人教授陣，彼らに

は慶店、義塾図書館は，固~!'iの代名詞のように見

えたのではないか。図書館学科のスタッフ，ま

つ れ づれ
もりぞの

森園 繁
（三回メディアセンタ 調査役）

たその卒業生達の改革への努力も，伝統ある慶

臆義塾図書館に，少しは波風を立てる効果は

あったが，流れを曲げるまでには至らなかった。

2.図書館の風景

図書館を利用するのに，入口から出入りする

のは当り前と思われるが，昭和30年代中頃ま

での慶磨、義塾図書館はそうではなかった。正面

入口は教職員に限られ，学生などの利用者は，

入口わきの階段を降り地下室への扉を開け，そ

こから入館を許されるのであった。 また，入館

者は座席数だけに限られていたので，満席の際

は当然入館待ちとなる。館内の静粛を保ち勉学

環境を整えるための措置であり，学

生も当然のように規則に従っていた。

閲覧席は， 今の旧図書館大会議室で

あるが，私語はほとんど聞かれな

かった。たまに私語する者がいると，

周りの利用者がすぐ 「シイ－Jと注意
するのであった。

もちろん全館閉架制，利用したい図書は利用

願LEに記入して，閲覧台に申込むのである。試

験時の混乱は相当なもので，それでも図書が無

事出納されれば良いが ない場合の落胆は大き

く，確認のため自分で書架まで行けない焦りを

かみしめるのみであった。入庫を許されている

のは教職員と博士課程のみ， 書庫に入り直接図

書に触れるのは一大特権であった。 それでも若

干の専門辞書，百科事典の類は， たしか参考調

査室と呼んでいた部屋に，これはさすがに開架

図書として並んでいた。また，勉学用のコンサ

イス各種語学辞書は，出納台横の網戸棚に背を

向けて並んでいるので利用したい辞書を指で

網越しに押して，これも利用願いに記入の上利

用するのであった。

すでに利用者本位の活発な活動を展開してい

る四谷の北里記念医学図書館と，ことあるごと

に比較され， 医学と人文 ・社会科学と， 学問の

違いから来る影響が大きいと知ってはいても，



第三者には三田は眠っているように見えたので

あろう，図書館への批判が絶えなかった。たし

かに今振り返ると，利用の面では苦言が残るで

あろうが，しかし収書面では特に和古書の収集

では，天理大学図書館と並んで館界を二分する

と評価される程の活躍振りであった。

さして多い予算とは思えないのであるが，今

その頃受入れた蔵書の価値を思うと，資料を見

分ける利き目とその判断力には一段と敬服させ

られる。当時の古老ーと表現しでも差し支えな

pと思われる人達は，実に良く古書の世界に通

暁していた。いずれも戦前に教育を受けた方々

だが，特に和漢の造詣が深く，旧制高等学校ま

たは旧制大学での一般教養の高さが偲ばれた。

そうした良質での本の虫の方々，いわば旧いタ

イプの図書館人の時代と最後のところで一緒の

職場になれた，そうした雰囲気が貴重な体験に

なったと，今は思うのである。

「慶腰、義塾図書館史」の伊東弥之

助さんは副館長の要職に付かれてお

り，そうした批判の矢面に立たされ

る立場にあったが，ご本人はそうし

た対人関係に神経を減らす行政面よ

り，古書に埋もれていたりする方

が，好みであった。また，周りの人

もそう見ていた。よく「三田評論」ゃ「慶臆義

塾報」の古い号を調べては，何事かメモを取ら

れ，原稿用紙を万年筆でうめられていたが，や

がて繍酒な図書館史が出版された。「やや読物

風に記述したjと謙遜されているが，その滋昧

あふれる筆使いの中身が，とかく難物になりが

ちなこの種のテーマを，読ませる本として立派

に成功し，しかも内容が豊富かつ正確であるの

は誰でもが認める所である。以来職場に一冊，

拙宅に一冊座右の書としているが，読む度に教

えられることばかりである。

太田臨一郎さんは，時事新報の記者を経験さ

れ高等学校の先生をされながらの常勤嘱託で

あった。和漢の書籍に通じ，また洋書にも詳し

かった。幸田文庫の整理を業務とされており中

央公論社の 「幸田成友著作集j全8巻が出版さ

れる時は，その編集委員になるほどの実力派で

もあった。「三色旗」に毎号「塾の稀観書Jを
連載され東西の良書を紹介されていたが，その
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文章は如何にもジャーナリズム出身の方のもの

であった。すでに知っている図書でも太田さん

の紹介を読み終わると，その古書を， 実物をま

た見たくなるのであった。また，太田さんは服

装にくわしく，東京オリンピックの時警視庁か

ら依頼されて，婦人警察官のスカートの長さを

膝うえだか，！！奈しただかの何センチにきめたら，

それが大変好評であったのが自慢であった。後

に「日本服制史」全3巻の大著を書かれたが，ご

自分の服装には全くの無頓着，周囲の迷惑も一

向気になさらないのであった。書庫を住家とき

めたからには，「何を着んと思い煩うなかれ」な

のであろう。

阿部隆一先生は元は図書館の司書であったが，

その後斯道文庫に異動され，図書館学科に出講

されていた。幸田成友の学問を尊敬され教科書

も幸田著 「書誌学jを使用され，名著であると

評価されていた。私はたまたま既に読んでいた

ので，授業への興昧も倍加したのを

思い出す。授業以外にも神田の一誠

堂など古書店巡りにもお供させてい

ただいた。善版本探索には労力をい

とわず，国内外を博捜された。ご自分

の体験からか，「図書館に勤める者

は，まず足腰が丈夫でなければなら

ない」が持論で授業の折もそう話されていた。

図書館と足腰が特別の関係にあるとも思われな

いが，当時には現実昧のうすかった高齢化社会

の出現ともなれば，たしかに大事なことである

には違いない。先生の 「慶聴義塾図書館蔵和漢

書善本解題Jは，司書時代30歳代の労作である

が，その学識の深さを窺がい知るには，数頁を

閲読すれば充分で、あろう。

3.新図書館構想

昭和40年代も近づくと，追いつけ追い越せの

時代の追い風もあり，図書館を何とかしなけれ

ばとの危機感は急カーブで盛り上がり，各種委

員会，会議が頻繁に開催された。かつて， Japan

LibrarγSchoolの改善申し入れが外部からのもの

で自然腰も重かったが， 今度は図書館内部，塾

当局からの改善への姿勢なので，意気込みが全

く違っていた。現状分析の為アンケー ト調査が

実施されたが，諸報告の内 「新図書館計画のた
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めの調査利用者調査報告（三団地区）J （昭和37

年）が調査結果の内容をよく分析，纏めており

理解しやすかった。ちなみに，向調査によると

図書館の3大欠点は「書庫に入れない。館外借

出しができない。カウンターでの出納に時間が

掛かるjであった。また，新図書館への3大要

望は「蔵書が豊富，多様であること。書庫に入

れること。館外借出しができることJであった。

こうした要望は，新図書館構想で実現した図書

館と研究室図書室が組織上合体した「三田情報

センター」（昭和45年）を経て，現在の慶臆義

塾図書館 ・新館の完成（昭和57年）へと受け継

がれていった。

ところで， 「情報」という言葉が多用されるよ

うになったのは昭和40.if.ころからであろうか。

同時にドキュメンテイ ションという語も目につ

くようになり，今迄の 「図書や雑誌」という言

語表現が多様になった。時を経てみると，ド

キュメンテイションはほとんど日？吉

から姿を消した一方，「情報」は必須

語となっているが， 40年前はそうで

はなかった。「広辞苑」（昭和39年版）

をづい、ても，わずか半行にも満たな

い説明で「事情のしらせ」とあり，こ

れでは何のことか判らない。固有名

詞と して，戦時中の「情報局」が掲載されてい

るのが暗示するように，諜報活動と関連づけら

れてのイメージが強かった。だが，やがて情報

科学の普及などと共に新世代を荷うキーワード

としてたちまちのうちに，日常生活に定着した

が，それで、も情報の定義となると種々分かれ難

解な科学用語での解説で理解に苦しんだ。筆者

などは，「報（しらせ）に日本的な情（じよう）を

加味したもの」との意味づけに感心したりした。

とにかく，図書館というと館（やかた）と図

書の群れを連想するが， 「情報jは館を越え他の

人々と共通項を結びやすい融通性があり ，コン

ピュータ一世代へ橋渡しする新鮮さを感じさ

せた。

野村館長以来の伝統重視の傾向も，高村館長，

前原館長と時代が経つにつれ変化を見せはじめ，

そうした傾向を進める活性剤として 「情報Jは，

とかく閉鎖がちの空間に風穴を空けるのにまこ

とに都合が良かった。

既述のように慶臆義塾図書館と三田研究室図

書室を同一管理下におく案が実行され，新組織

三田情報センターが誕生したのが昭和45年

(1970）。その後は，業務の改革が常態となり ，情

報が情報を生み，またそれが改組変更の端緒と

なり，止まるところを知らない。

業務の改組を計るのはそれなりの理由がある，

今その一面を収書についてみると，三田情報セ

ンタ一発足以来平成13年度の31年間に受入れ

た図書は約120万冊強，製本雑誌は40万附強。

大学図書館を一館増設した分量に等しい。これ

に過去の蓄積が加算され， 170万冊強の図書と

46万冊の雑誌を管理するのであるから，その運

営には多大の知識とエネルギーを消費せざるを

得ない。ベス トの組織作りには不断の研鎖が欠

かせない。電子機器のメ ンテナンスには多大の

手間暇を要する。

しかし，とうしたことすべてを考慮、しでも ，

往時の人にはなお教えられる。コン

ヒ。ューターの偉力は精確に作品を 2

次元の世界に再現し，仮想世界を演

出してくれる。しかし，それは要する

に複製品である。もちろん，ここでは

複製品の価値を云々しているのでは

ない。しかし，図書館の存在価値が後

世への文化遺産の継承であるならば， 3次元の

作品で、ある資料を収集し，その適否を見極める

のはまた別世界の事象であり，その意昧を認識

することが大切で，結果として「オリ ジナルマ

テリアル収集jの重要性を認識することが欠か

せないーーと感じるのであり ，また 「慶臆義塾

図書館史Jの教えるところであると思うので

ある。

学生時代より40有余年親しんできた慶臆義塾

図書館に区切りをつける時が近ずいているが，

書庫の匂いまでが憶い出されてそう簡単には離

れられそうにもない。

図書館の前に沈丁咲くころは

恋、も試験も苦しかりにき

吉野秀雄

<2002.9.17受理〉
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海舛レポート

大学院生として体験したノース力口ライナ大学

チャペルヒル校の図書館情報サービス

l.はじめに

筆者は1999年8月から2001年5月の約2年間，慶臆

義塾による職員向け長期国外研修の機会を得て米国

ノースカロライナ大学チャペルヒル校（Universityof 

North Carolina at Chapel Hill，以下UNC-CH）に留

学，情報図書館学校（Schoolof Information and Li-

brarγScience ，以下SILS）に大学院生として在籍し

情報学修士を取得した。この間UNC-CHで学んだこ

とは，修士課程での学習や研究，日常生活や様々な

人々との出会いといった貴重な体験を通して数々あ

るが，本報告では利用者である大学院生として体験

した図書館情報サービスを中心に述べてみたい。

以下，UNC-CHとその図書館情報サービスの概

要，大学院生活と情報行動に続き，快適だったサー

ビスの本質について図書館員の立場から若干の考察

を加えて報告としたい。

2. UNC-CHとその図書館情報サービス

UNC司CHは1789年に創立された米国で最古の州

立大学である。25,000人あまりの学生， 2,600人の

専任教員を有する医学部，法学大学院，ビジネスス

クールを含む大規模な総合大学で， 16大学からな

るそれぞれ独立運営のUNCシステムの中でも最古

最大規模の大学である。米国の首都Washington,

DCから飛行機で1時間ほど，ノ ースカロライナ州

州都のローリ一（Raleigh）市近郊にあるローリー

ダーラム（Raleigh/Durham）国際空港から車で30

分ほどのチャペルヒル市に740エーカー（約3平方

キロメートル）の広大なキャンパスがある。チャペ

ルヒル市（図1）は人口約49,000人，大学とともに

歴史を歩んでいるいわゆる大学町で，留学生や訪問

研究員などの大学構成員のために国際色も見られる

が，基本的にはホスピタリティあふれる南部文化の

色濃い地域で，治安は比較的良く ，引退後の居住地

としても人気が高い。UNC-CHの図書館は，北米の
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［図1 チャペルヒル市の中心街］

大規模大学図書館を中心とした112機関を会員とす

る研究図書館協会 （Associationof Research Librar司

ies以下，ARL）に所属しているが，蔵書数は520万

冊あまりでARLの中で20位，スタッフはフルタイ

ム換算で328名（うちプロフェッショナルは4割）

の職員と86名の学生アシスタントで18位の位置を

占める。物理的には16箇所に20を越える図書館や

コレクションが存在するが，組織と しては，中心と

なる人文社会学の総合研究図書館WaltDavis Li-

brary （以下Davis図2）や，筆者が最も良く利用し

たSILSの図書館を始め多くの図書館が属するAca-

demic A宜airsLibra1γ （以下AAL）と，独立した2つ

の専門図書館一医学，薬学， 歯学，看護学，公衆衛

生の5専攻の分野を対象とする HealthSciences Li-

brary （以下HSL)およびKathrineR. Everett Law 

Library （以下Law）ーが3大システムで，他にいく

つかの小規模な独立した図書館がある。付近の

Duke University, North Carolina State University, 

North Carolina Central Universityの図書館とは，

Triangle Research Library Network (TRLN）のコ

ンソーシアムメンバとしてデータベースの共同利用

や相互貸借，研修活動などの密接な協力関係があ

る。

図書館情報サービスの一環として，切り離せない
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コンビューティングサービスの利用者用施設として

は，寮や図書館内を含め 15箇所のコンピュータラ

ボ，図書館内のWeb専用のマシンが設置された

Information Commons, CD ROM端末機器，図書館

や教室，寮に配された情報コンセント，無線以N,

教室内のビル トインコンビュータがあり ，ラップ

トップPCと無線lANカードの貸出もされていた。

これらは，InformationTechnology Services （スタッ

フ数約200名）の傘下で研究教育部門をサポー卜す

るAcademicTechnology & Networks (ATN）とL'¥ 

う組織が管理運営している。SIIβは専攻が図書館

学および情報学であることから，独自のハイエンド

のコンピュータラボと教室（PCは53台でSILS学

生5名に1台の割合），教員のオフィスのコンピュー

タとネットワークを2名の専任スタッフと数名の学

生アシスタントで運営していた。

なお，一定レベルのコンピュータを個人所有する

ことが現在は全学生に義務付けられているが，当時

はまだ学部生に限定されていた。しかし大学院生が

中心のSILSの学生はすでに93%がコンビュータを

自宅に所有していた。大学ではインターネット接続

のためのダイアルアップサービスを提供していない

ので，たいてい月 19.95ドル無制限接続可の56Kの

プロパイダサービスを契約しており，筆者もこの範

目書であった。

3.大学院生活と情報行動

UNC-CHのSILSの修士課程は，米国図書館協会

認定の北米54校に設置された課程のうち最も卒業

要件が厳しい学校のひとつで，フルタイムの学生が

2年間で終了するようデザインされており， 48単位

以上の取得，卒業試験，修士論文の提出が義務つけ

られる 1）。筆者は必須の7コースにマネジメントや

医学医療情報，いくつかの情報技術関連のコースと

あわせて 19コースを履修，平均的な学期は4コー

スのために週4日，8コマの授業があった。最終学

期はオンラインコースと修士論文を履修したので，

残りの1コースのために夜間2コマ続きの授業が週

1日だけあった。

学校へは授業の日と ，調べもの，チームプロジェ

クトのうちあわせや教員との面接のために必要なと

きに登校した。自宅のアパートから3マイル（約5

［図2 Walt Davis Library] 

キロ）のキャンパスへは昼間はパス（20分），夜間

は便がまばらで週末はないので，駐車場が開放され

る午後5時以降と週末は自家用車（10分）で、通った。

SILSの授業が行われる教室，事務と教員のオフィ

ス，図書館， 併設のコンビュータラボなどすべての

機能が収まっている ，キャンパスの中心に位置する

Manning Hallでほとんどの用事が足りた。教室以

外で大半の時間を過ごしたのはコンピュータラボで

ある。自宅にも日本から持参したコンピュータは備

えていたが，マシンやネットワークの環境がハイエ

ンドで，印刷も高速の装置が設置されていたこと

と，オンキャンパスの設置マシンなのでプロキシの

設定など気にせずにデータベース検索や電子ジャー

ナルの原文入手ができたので，ここでできる限りの

データベース検索から原文のプリントアウ トまでは

済ませていた。著作権処理済みの電子リザーブは，

AALが運営しているシステムはキャンパスからの

みアクセス可能だったので，やはりラボで出力し

た。一方，教員が独自に作ったパスワード方式の電

子リザーブは自宅からも聞くことができた。また，

頻繁にスケジュールや課題のチェックのためにコー

スのWebページやメーリングリストは自宅，ラボ

ともにコンピュータに向かうたびに行った。さら

に，課題のプロダクト作成として，作業的なものは

ここのハイエンドマシンで効率的にこなした。特に

自宅のコンビュータに搭載していなかったソフトウ

エア（統計処理とマルチメディア編集）が必要な課

題はここで処理せざるを得なかった。

図書館へ赴くのは，ラボで入手できなかった印刷

版の資料を求めるためであることが多かった。SILS

の図書館では，リザーブの図書や！？品,1Box＂と呼

ばれるパンフレットボックスに納められたリザーブ
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のコピー資料も利用した。また，SILSの閲覧室はコ

ミュニティのサロンのように開放されていたのでテ

キストの売買やチームプロジェク トのうちあわせ，

ちょっとした雑談や待ち合わせにも利用した。その

他の図書館で度々訪れたのは， Manningとすぐ背中

あわせにある Davisと，徒歩10分の医学部・大学病

院エリアにあるHSLである。それぞれ，マネジメン

卜のクラスのためのビジネス分野の資料や修士論文

で、扱ったコミュニケーション分野の資料，医学医療

情報サービス関連の資料とたいていはそこにしか

ない資料を求めて訪れた。Davisは書庫が広く静か

で，SILSの図書館のように友人と出会う可能性も少

ないので，学校でリーディングが必要なときは、集

中するためにも時折こもっていた。その他訪れたこ

とがあるのは，分子生物学分野の研究者を対象とし

た修士論文執筆のために彼らの業績を掲載した雑

誌を求めて訪れた生物学の図書室と，純粋に見学目

的で、行ったLawの図書館など6箇所ほどである。

ILLサービスは十数回， Davisのレフ ァレンスデ

スクで利用したが，在学の途中から ILLiad(Web 

ベースのILLシステム）を導入してくれたので，申

込みは自宅か学校のコンビュータラボで行った。

自宅では，集中力が必要なリーディングと作文が

中心の課題のプロダク ト作成につとめた。リーディ

ングのマテリアルはたいてい学期最初にリストが公

開されると同時に集中作業で，できる限りをプリン

トの形で入手しコース別日付順にフォルダに納めて

用意していた。どこでも読めてマークや書き込みが

できるプリントが好ましかったからだ。また，コー

スのホームページやメールのチェックは自宅でも頻

繁に行った。履修登録などの事務手続きも自宅コン

ビュータから行うことが多かった。ファイルのやり

とりには，学校のファイルサーバも利用したが，セ

キュリティが十分で、なかったことと，オフキャンパ

スからはダウンロードのみ可だったので，ラボの全

台に内蔵されていた米国で普及している大容量メ

ディアのZipを自宅用にもドライブを購入して利用

した。

課題の提出は，レポートであれば，ほとんどの教

員は印刷物の提出を求めた。読むためには結局印刷

するためと，評価のコメントを直接書き込むためで

ある。よって課題の最終プロダク トは高速かつ美麗
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なプリントが可能なラボでプリントアウトをするこ

とがほとんどだった。課題には，データベースや

Webなどの作品そのものを中心に，ファイルの形

で提出するものもあり，方法は添付メール，Webサ

ブミッション ，URLをメールで通知するなどで

あった。試験は4コースと卒業要件のひとつとして

実施されたComprehensiveExamのうち，3コース

は伝統的な紙の試験だったが， 1コースはコースウ

エアのWebにサブミットする形で行われ，卒業試

験はメールの受送信によって実施された。なお，一

部のレポートで提出前に英語のチェックを受けた

が，ESL(Englishas Second Language）の担当教員や

友人のボランティア，大学のWritingCenterなど，

依頼する相手によって面接，添付メール，Webサブ

ミッションと方法は様々だった。

4.快適な図書館情報サービスを支える要素

以上のような大学院生活を支えてくれた，快適

だったUNC-CHの図書館情報サービスについて，資

料入子の容易性および迅速性，電子リソース・サー

ビスが使いやすい環境，そしてサービスの基本とい

う3つの視点から，図書館員として整理，考察して

みたい。

4. 1.必要な資料が容易に迅速に手に入る

大学院生活にまず必要だったのは，ごく基本的で

あるが，コースワークで課されるリーデイングや課

題のための資料を手に入れることであった。UNC-

CHでは容易にかつ迅速にこれを実現していたが，

これにはいくつかの要因がある。

図書館が提供するリソースやツールが豊富である

ことは，伝統的な指標であるが520万冊あまりとい

う蔵書数（学生1人あたり 250冊）がまず示してい

る。総合大学で広大な敷地ながらキャンパスがひと

つで，電子リソースも後述のように多く導入されて

pるため重複資料を購入する必要がないこと，また

大部分は英語の資料で翻訳本が必要ないことを考え

合わせると ，その網羅性は日本の大学図書館よりさ

らに高くなるであろう。授業で課されるリーディン

グ資料はリザーブ制度で入手が保証されているの

で，筆者の専門分野が学際的な面もあったにもかか

わらずILLで依頼したのは図書1冊，論文十数件と

少ない。2年間で読んだ資料のコピーの容量は段
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ボール3箱あまりだったが、そのごく 一部である。

さらにリソースシェアリングのしくみも充実して

いるので，他大学図書館の資料も容易に利用でき

る。TRLN内の現物取り寄せであれば翌日受け取れ

るし，直接訪ねていけばUNC-CHの学生証提示で

先方での貸し出しの手続きが可能である。ILLで依

頼しでも，事務処理のシステムと画像転送のArielを

利用しているため迅速で，3,4日内には受領できた。

大学図書館が所蔵，契約しているリソース・ツール

に加え，英語であれば，学術的な情報から政府組織

による統計データなどの一次資料，PubMedに代表

されるデータベースなど 無料でWeb公開されて

しEるリソースやツールが多いことも入手可能性に大

きく貢献している。サーチエンジンから有用なリ

ソースに到達することも多々あったし，図書館のリ

ンク集（QuickRef）から便利な辞書などの無料デー

タベースを見つけたこともあった。

資料入手の容易さ，迅速性はリソースとサービス

の電子化に依存するところが大きい。2）筆者は主に

キャンパスのラボで利用したが，キャンパスに来る

ことがまれなパートタイムの学生にはなおさらオフ

キャンパスからも利用できる電子リソースは必需品

である。特に原文がコンピュータで取れることで簡

便性が大きく向上する。無料公開のWebリソース

はもとより，大学によって豊富に導入された電子

ジャーナルはありがたかった。筆者もまず電子版が

あることを前提に検索を実施していた。自由課題や

修士論文でよく利用した書誌データベースも，Web

of Science, FirstSearch, ProQuest, Science Direct, 

EBSCOなど代表的なものが内容の重複に関わらず

すべてそろっており， 利用者は好みに応じたイン

ターフェースでデータベースを利用できた。途中で

オンラインになったILL申込みも ，一連の資料入手

がコンビュータからの作業に集約でき ，非常に便利

に思えた。

資料入手まではさまざまな経路（図3）があるが，

電子版，印刷版を問わずリソースへ到達するための

ツールのポータル的なインターフェースも重要であ

る。これらに必要な多様なツールが統合的に搭載さ

れ，組織化がわかりやすいAALの統合Webページ

（図4）は日常的に活用した。筆者は利用しなかった

が，オンラインのレファレンスサービスや情報リテ

58 

検索ツール

リスト

所在検索
アクセス
ツール

リソース

［図3 資料入手までの経路 ＊二重線内が図書館で提供

されていたりソースとツール］

ラシー学習のインタラクティブWebページなども

あわせて搭載されている。

電子リソースに依存する弊害として，コンピュー

タから取れない情報は切り捨てて取り上げないとい

う危険性も指摘されている3）が，図書館に併設のコ

ンピュータラボがあり，図書の貸出，コピー機とプ

リンターの支払いが磁気ス トライプ付きのIDカー

ド1枚で済むなど，電子版と印刷版の両方のリソー

スを利用する便宜がはかられていたように思う。

4. 2.電子リソース・サービスか‘使いやすい周辺環境

電子リソースやサービスが使いやすかったのは，

資料の入手だけでなく，コースの情報提供や学事の

子続きなど大学院生活全体が電子化されていて 4),

一元的にコンピュータとネットワークを通じて処理

できたことと，これを利用する環境が整っていたこ

とも大きな要因である。キャンパスではラボを始め

施設が充実していて，コンピュータないしは情報リ

テラシーの教育機会もATNやSILSのコースやオン

ラインで多数提供されていた。さらに，米国の日

常生活もコンビュータネットワークを介したサービ

スが浸透していて，オンラインショッピングや税金

の支払い，必要な生活情報の検索など同じように

Webのインターフェースで図書館情報サービスを

利用することは自然であった 5）。

資料へのアクセスの容易さには，伝統的なサービ

スが充実していることも大きく貢献している。思い

立って資料を求めて夜間や週末，図書館へ行ったこ

とも少なくないが，それはキャンパスが至近である

という居住環境もさることながら，図書館の開館時

間が長く，たとえばSILSとDavisはそれぞれ平日

23時までまたは24時間で週末も開いているおか

げでもある。貸出サービスも冊数制限なし，期間も

3ヶ月と十分で、，貸出の更新がオンラインでできる。



また，貸し出し中の資料はリコールをかけてもらえ

るなど手厚い。キャンパスがひとつで所属や専攻の

壁がなく，どこの図書館でも同じように入館，資料
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［図4 AALのWebイニシャルページ］

貸出ができるのも魅力的だった。

4. 3.サービスの基本：学習研究空間，ホスピタリ

ティとフィード／＼ック

学習研究空間としての図書館もすばらしかった。

Davisの2000の閲覧席とキャレル1000室は，キャ

ンパスの寮に多くが居住する学生の学習スペースと

しても十分で、ある。スペースにゆとりがあり ，キャ

ンパス内に談笑の場などは別に設けられているの

で，館内も静かである。興味深いのは蓋のある飲み

物だけ許されていることで，長時間の滞在にはあり

がたい。一方，SILS図書館のオープンスペースであ

る閲覧席は多少の会話も許されるコミュニティの情

報交換の場として有効で、あった。

また，南部のホスピタリティのみならず，図書館

サービスにもホスピタ リティは随所に感じられた。

たとえば貸出のルールの中で，延滞金は身分に関わ

らず発生するが，猶予期間が設けられ，期限後一定

期間は延滞金が発生しない。ついうっかりの利用者

への温情である。

飲み物もちこみOKのルールは利用者である学生

を含む組織で話し合われて決められたルールだそう

だ。教室内での飲食も許されている米固ならではで

あろうが，ホスピタリティを追及したこととフィ ー

ドパックを尊重する姿勢が感じられる。他にも

フィード、パックを求め生かす姿勢は特筆すべきもの

がある。たとえば，筆者はたまたま発見したオンラ

インカタログから電子ジャーナルへのリンクのミス

をメールで指摘したが，その日のうちに目録担当の

叫
円
－

L
F

U
一一ω一ポ
位一レ
J
M

一舛

仙
一
海
e
－
 

M同
－

d
u

－
 

M

－
 

ヘッドから御礼とリンクを修正した旨の報告がメー

ルで送られてきた。図書館情報サービスに限らず，

授業や大学院プログラム全体に対しでもアンケート

調査があったり ，SILSの図書館員を募集した際に

候補者の評価に学生が加わったりと ，学生であって

も随所にフィードパックを送る機会があった。

5.最後に

図書館員としてすでに長いキャリアを持つ筆者に

とって，まったくの学生として扱われ，利用者の目

をもって先進の米国の大学で図書館情報サービスを

受けたことは新鮮な感動であった。同時に， 高度な

情報技術に裏付けられた研究・教育そして日常生活

の環境の中で，どのように利用者の情報行動が変化

していくのかを，身をもって体験したことは実に有

意義であった。帰国後 現場の大学図書館員とし

て，実際に受け効果的と思えたサービスを日本でも

実現する，という目標を持てたことは，やりがいの

ある挑戦である。

最後になったが，筆者の長期国外研修の実現にあ

たっては， 長い準備期間からプログラムの完結ま

で，義塾，上司や同僚， 友人や家族， 書ききれない

ほど多くの方に直接間接にご支援を頂戴した。ここ

に記して謝意を表したい。 <2002.9.24受理〉
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サービス．国立情報学研究所共同研究社会コ

ミュニケーショ ンの研究2001年度研究報告書．

東京：国立情報学研究所，2002.p.98-105. 
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サンディ工ゴ生活

筆者がUCSDのあるサンディ エゴに滞在したの

は， 2000年6月末から翌2001年 1月初めまでであ

る。UCSDとの交換協定が始まってから慶磨、から3

人目の派遣で，筆者の後2002年9月までに2名，計

5名が派遣されている。

5人の研修内容は全く異なっており，住んだとこ

ろもそれぞれであった。宿泊施設は用意されていな

かったので，住居は各人がそれぞれ探したのであ

る。乙れ自体， 1つの「研修jであった。筆者以外

の4名は，ルームメートとして既に他の個人が住ん

でいるアパートに同居していた。筆者は 「前任者」

の部屋を引き継ぐという選択もあったが，「自分J

の家が欲しくて，独自に探すこととした。

サンディエゴに到着してから最初はホテル住まい

だった。UCSD内の貸部屋案内を中心に，新聞，イ

ンターネ ットでいろいろな部屋案内を見て，10件

程電話やメールで問い合わせをした。しかし，情報

が古いのか入居者が決まっていた。それで， UCSD

近辺を歩き回って， 10以上のアパー トに直接あ

たった。敷地内のオフィスを訪ねるのである。ア

；｛ートと言っても，タウンハウス形式もあり，全体

としては大型の賃貸マンションを想像しても らうの

がよい。最終的に決めたのはUCSDまで歩いて30

分ほどの304部屋あるアパートだった。米国到着か

ら数えて8日目の決定で入居したのはさらに8日

後だった。

住居決定後すぐに，銀行口座の開設，電気・ガス，

水道，電話の契約と同時に，生活備品の入手も開始

した。部屋には， 電子レンジ，冷蔵庫，洗濯機等が

備付だった。「前任者」 から，炊飯器，毛布，台所

用品等を引き継いだが，それだけでは不十分で、あ

る。レンタルではなく，米国らしく， MovingSale 

かGarageSaleで中古品を入手する こととした。

Saleを行っているかわからなかったが， まず「前住

者」からの購入を考え，入居予定の部屋を訪ねた。

しかし，既に引越しが終わっていた。次に街中や

キャンパスの張り紙や新聞の三行広告欄を見て，片

端から問い合わせたが，「既に売れてしまった」と
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いう回答が20件程続いた。最終的に購入したのは，

スペイン人の家族からであった。張り紙をしてから

1時間も しないうちの電話だったとのことで驚か

れ，「全部がほしL,Jと言う筆者の希望にさらに驚

かれた。すぐにその人の家に行った。値引き交渉を

する余裕はなく ，「ほとんど全部を買うから，自動

車で運んでさらに部屋への搬入を手伝ってほしい」

ことをお願いした。最初に$3と言われた室内用物

干を途中から $10と言われ， 「どうしてだjと詰め

寄ると，スペイン語で室内用物干を「tendal」と言

うそうで，筆者が 1tendollar」と聞き間違えたとい

う一幕もあった。結果，購入した品々は，スペイ ン

人の協力で、アパートの入居初日に運び込んだ。ベッ

ド3つ， 布団3組， ダイニングテーブルセット，ソ

ファセット，食器5セット，スタ ンドなど， 4人家

族の生活用品である。これ以外に購入した大型の生

活用品はテレビだけだった。

帰国時にはこれらを同様にMovingSaleで処分し

た。20枚ほどの張り紙をしてから，翌々日にはほと

んどが片付ーいた。10人程度に売ったろう。売れ残り

を心配して，低めの価格を設定したが，値切りが当

たり前のこともあり，もっと高めに設定すればよ

かったと反省したものである。大型の家具を買って

くれた人の多くはアパートの住人で，ベッドや布団

を出発の日に渡すことができたのは幸運だった。

こうして，自分で家を探して， MovingSaleで売

り買いをしたことはいい思い出である 。研1~はもち

ろんのこと，これら生活面でも UCSDの図書館ス

タッフにはずいぶん力を貸していただいた。保証人

になっていただいて初めてアパー トに入居できた

し，荷物の運搬や電化製品などの買い物にも自動車

を出していただいた。筆者のMovingSaleでも多く

の品物を買っていただいた。初めての米国で7ヶ月

間何事もなく暮らすことができたのは，UCSDの図

書館スタッフのお蔭である。研修の土台となる生活

に力を貸していただいことで初めて研修が成り立っ

た。UCSDのスタッフの皆様に改めて感謝したい。

<2002.9.21受理〉
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UCSDでの6ヶ月

2001年1月から半年間，UCSDでの研修の機会を

頂いた。初めてのアメリカ， 一人暮らしがサンディ

エゴで始まることになりわたくし的には派手な新

世紀の幕開けとなった。

［研修］

三田メディアセンターでレファレンスを担当して

いるので，図書館における研究支援，教育支援，利

用者教育というテーマの下，主にメインライブラ

リーである GeiselLibraryの人文社会学系図書館で、

研修をさせて頂いた。カウンターでの実習はもちろ

んだが，研修中という身分の特権から興昧ある各種

ミーテイングや勉強会に参加させて頂けたこと，そ

してスタッフの方々へのインタビューで得るものが

非常に大きかったように思う。自らの専門に対する

徹底したプロ意識と集中力の高さは，見ている者に

ある種快感を与えるものだ，と思った。

また特にインストラクションについて，後に訪問

した大学図書館と比較しでも実践的・積極的に取組

んでいる印象を受けた。私は人文社会系学部生向け

のLibraryclassと大学院のラテンアメリカ研究の授

業にオフ守ザーパーとして出席させて頂いた。いずれ

も図書館員（Instructionspecialist，及びラテンアメ

リカ主題専門家）が受け持つ卒業単位として認定さ

れている授業である。資料の探し方・論点、の見つけ

方・情報の評価の仕方を紹介しつつ最終的にはかな

り本格的なレポートの提出を要求するもので，“教

員”として担当する図書館員に相当の知識とエネル

ギーが必要とされることを再認識した。このような

形の授業を持っている大学は私が訪問した大学の中

ではUCSDが唯ーだった。

［他大学見学とALA総会への参加］

5月の終わりから6月の初めにかけては他大学へ

見学旅行に出かけた。つてが見当たらなかった大学

にいきなりメールを出してアポを取るのは勇気が必

要だったが，トピックを提示するとその周辺もフォ

ローするようなアレンジをして，各部署・プロジェ
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ク卜のトップの方々とのミーテイングを組んだア

ジェンダなるものを返信してくれた。そのホスピタ

リティや「知りたL,Jと思う人に真撃に接する責任

感に感銘を受けつつも出発前はかなりビビッてし

まった。大変内容の濃い賛沢なものだっただけに，

もっと勉強して臨めていたら ，という後悔の念も

残る。

東方面へは10日間の日程で 「アジェンダ」を抱

えた一人旅だった。サンディエコゃを離れるのが不安

で，それまで周囲の方々がいかに強く私をサポート

してくださってきたかを感じさせられたときでも

ある。

ALA総会（2001.06.14-20，サンフランシスコ）で

は各社のブースが展開しているExhibition会場と周

辺ホテルで同時にいくつも聞かれているミーティン

グを行き来する。IDを首から下げた数万人の図書

館員が，参加したいミーティングへと町中を渡り歩

いていく光景は壮観ともいえた。パネルディスカッ

ション形式のミーテイングでは会場からもさかんに

意見が出され，「図書館」や 「情報」を研究し，今

後のサービスを模索する態度から刺激を受けた。

［最後に］

半年の研修では図書館の中にとどまらないたくさ

んのことを学ぶことができた。まがりなりとも生活

者として滞在することで体験した “異文化”は得が

たいものであった。ありきたりな表現だが，私の固

定観念を見事に打ち破ってくれるような人や出来事

に出会う充実した時間だったと実感する。時間が

経ってから是非再び訪れてみたい場所になった。

研修期間にはホストライブラリアンの方をはじ

め，図書館内外のスタッフの方，友達になった学生

たち等多くの方にお世話になった。最後にこのよう

な貴重な機会を与えてくださった三田メディアセン

ターの方々に感謝の言葉を述べたい。

(2002.9.13受理〉
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アメリ力の図書館員か5学んだこと

はじめに

太平洋の大海原を日本とは反対側の岸から眺める

とまったく眺めが違う。アメリカでの体験をたった

一言で表現するとこのような印象であった。

2001年9月から翌2月末までカリフオルニア大学

サンディエゴ校（以下UCSD）図書館での研修の機

会を得た。慶磨、義塾図書館からの派遣者は今回の私

で6人目であった。それ以前の渡航歴が少なく，語

学力にも自信のない私には，毎日が緊張と不安の連

続であったが，幸いにして数多くの素晴らしい方々

との出会いに恵まれ，物心両面から支えられて一生

の思い出となる貴重な半年聞を過ごすことができ

た。本当に感謝である。アメリカの図書館員との交

流を通じて，日米の遠いや共通点について考えを深

める絶好の機会となった。特にサンディエゴに到着

して2週間後の9月11日には史上最悪の同時多発テ

ロ事件が発生した。西海岸では目に見える大きな影

響はなかったが，キャンパス内で追悼の集会や平和

の祈りを捧げる学生たちの姿を度々目にし，精神

的打撃の深さを思った。この試練の時をこの国の

人々と共有するというまことに貴重な海外研修と

なった。

UCSDの図書館については，すでに何人かの方が

報告済なのでここでは割愛させていただき，私が参

加した2つの会議に焦点を絞って報告したい。

1.多言語電子図書館についてのワークショップ

10月11,12日の2日間， UCSDのIR/PS

(International Relations/Pacific Studies）図書館が主

催のワークショップが聞かれた。これは，東アジ

ア，ラテンアメ リカ研究の専門図書館員が，英語と

は文字体系の異なる資料の電子化に関しての技術的

および政策的問題について共通の認識を持ち，意見

交換を行うことを目的としていた。カリフォルニア

大学内外から約50名が参加した。その8割が中国

系の図書館員で，アメリカでの中国人のパワーに圧

倒された。カリフォルニア電子図書館プロジェクト

やOCLCの推進している CJK資料のメタデータの
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標準化に関する最新情報の一端を知識として得るこ

とができた。日本では国立情報学研究所が中心と

なって国内の目録データの整備はかなり進んで、きた

感があるが，海外の図書館から見るとまだまだ利用

しやすい状況にはなっていない。今後，日本の学術

情報が国際的に貢献するためには，目録データの国

際的な標準化が急務であり，そのためのダイナミ ッ

クな視点での情報化政策の必要性を痛切に感じた。

2. ALAのMidwintermeeting (2002/ 1 I 1 8・23)

年が明けた1月中旬，サンディエゴから約6時間

の空の旅をして，ミシシッピ川のほとり， ジャズの

流れる町ニューオリンズへ出かけ，アメリ カ全土か

ら図書館員が集まる大会に参加した。ここではいろ

pろな講演会や小グループでのミーティングに潜入

し，アメ リカの図書館員たちの議論の様子を観察し

た。私は単独で、行動していたが，様々な場所で

UCSDでお世話になった図書館員たちに声をかけら

れ心強かった。この大会で最も印象に残ったのは

ALAの会長が企画したパネルディスカッションで

あった。「図書館員はインターネッ ト社会のゲート

キーノ｛－jというテーマで現代の個人情報の機密

保持や知的所有権の問題などについて専門家2名の

講演が行われ，多くの参加者から意見が出された。

図書館員が高度情報化社会の中で果たすべき重要な

役割について考えるきっかけを与えられた。またこ

の大会中，キング牧師記念日 （1月21日）早朝，有

志による集会が行われた。土地柄，大多数が黒人の

図書館員であった。平和へのメ ッセージの後，最後

に参加者全員が手をつないで、輪になり「我々は打ち

勝つことができるJと全員が祈りとともに歌い始め

たのには仰天した。この瞬間，日本人とはどこか違

う，アメリカの図書館員の精神的な支えとなるもの

を理解できたような気がした。

最後に研修中，支援してくださったSFCメディ

アセンターの皆さんに感謝の意を表し結びたい。

<2002.9.17受理〉
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環太平洋電子図書館会議について

はじめに

カリフォルニア大学サンディエゴ校（以下

UCSD）のカール・ロ一氏から連絡があり，環太平

洋にある大学図書館を中心に共同プロジェク ト（今

で言うコンソーシアム）を組みたいとの連絡を

1997年1月にいただいた。

その当時，慶臆義塾図書館としては，環太平洋経

済学データベースの構築に向けて事業を開始してい

たこと，図書館員研修のための正式な交換プロジェ

クトのアグリーメン卜をUCSDと結ぶことを考え

ていたこともあり，会議に参加することを決定

した。

1.第 1回会議の経緯

1997年7月に最初の会議がカ リフォルニア大学

サンディエコ、、校で、開催された。第1回の会議には13

の参加館があり，日本からは慶磨、義塾図書館と国文

学研究資料館が参加した。

当時の目的は次のとおりであった。

・学術的資料へのアクセスを促進する

・環太平洋にある図書館の相互協力を人的 ・経

済的に促進する

・図書館聞の相互協力協定締結を促進する

・この連合に対する助成金を獲得する

会議の特徴としては次のようなことがあげられて

いた。

・会費無料の努力

・各種委員会の立ち上げ

・相互協力のパイロットプロジェクトの実施

・パイロッ トプロジェクトの失敗の容認

・効率維持のため連合の固定化

・コンセプ卜による非連合機関との協力

会議にでた内容は次のようなことであった。

・ネットワークの技術的な問題

・知的財産の構築と分担：電子時代の知的財産

の保護

う
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・カリフォルニア大学の電子図書館構想

・デジタルアーカイブスの蓄積

・台湾のアカデミツクシニカにおけるネット

ワークと電子図書館の戦略計画

・環太平洋大学問の交流

会議後採択したもの

・メ ンバーのアドレスの共有

・239.50の開発
・連合図書館における総合目録の作成

・図書館員の交換協定の締結

・保存プロジェクトの実施

・デジタルプロジェクトの実施

・重複資料の交換

・雑誌記事のオンラインデリパリーサービスの

実施

・ローカルオンライン データベースのデリノT

リーの促進

・ミラーデータベースのサイトの拡大

・相互協力による図書のデリパリーの支援

・デジタル化された資料のデリパリーの支援

・メ ンバーの活動を支える基金の充実

・設備の共有化

・他のメンバーとのインターネッ トを使用した

コミュニケーションの確立

・特に東アジアの研究資料の保存やデジタル化

・メンバー聞の電子的な連絡網の確立

・学術出版物の交換

・次の世代を見据えたバーチャルライブラリー

の構築

環太平洋電子図書館会議の次の展開と して以下の

ことが確認された。

・当面カリフ ォルニア大学サンディエゴ校がま

とめ役になる

・各参加館は，アクセスや保存のためにデジタ

ル化を促進する

・さらに4大学図書館（UCパークレー等）に対

63 



MediaNet No.9 (200口3.3)

海舛レポート

して参加の打診をする

2.第2回会議以降の経過および東京会議終了後の

提案について

第2回会議が1998年にサンディエゴで（本部：入

江，三田：村上が参加），第3回がワシントン州シ

アトル（本部：田辺， 三田 ：筒井が参加），第4回

が北京（本部：田中， 三田：加藤が参加），そして

第5回の会議が2002年7月11日～12日に慶臆義塾

図書館にて開催された。19名（17機関）の参加が

あり，次の事柄を確認して終了した。

・各参加大学，機関が行っているデジタル事業

のオンライン・インベントリーを行い，各参加

館が情報の共有化を行う

・オンライン ・デジタルプロセスの充実とメン

ノf一間のベンチマークを徹底させコストと時

間の効率の良い運用を目指す

・環太平洋電子図書館会議の役割，使命をより

明確にすると同時に，参加館を増やす

・UCSDのスーノTーコンピュターセンターを不iJ

用する乙とで，白書類のアーカイブ化を目指す

・テクニカル部門のエキスパー トによる参加館

へのアドバイスや研修を実施する

・参加館間でのスタッフのインターンシップを

実施する

・アジア・；｛シフイ ックのICOLC(International 

Coalition of Library Consortia）の実現を目指

してニーズ調査を行う

3.今後のスケジ‘ュールとメデ’ィアセンターのスタ

ンス

2003年は，パンクーパー（ブリティシュコロンビ

ア大学） , 2004年が台北，2005年が北アメリカ，2006

年はソウルで開催することが決定された。

現在，多種多様なコンソーシアム活動がグローパ

ルに動いている。ICOLCには，150のコンソーシア

ムが参加しており，2001年の声明では，次のとおり

提案している。

①多様な価格設定と購入モデル

②電子ジャーナル利用の便の向上

③長期的アクセス保証とアーカイビング

同時に，政策展開としては，
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①資料収集：分担収集，共同購入

②資料組織化： 書誌ユティリ ティー

③資料提供 ：相互協力，相E貸借， 文献提供等

④資料保存 ：分担保存

①図書館運営－資金調達，人材育成

⑥基盤整備 ：ネ ットワーク整備， 法的基盤等

があげられている。

このICOLCへのアジアからの参加は，全体の4%

で，日本からは唯一，国立大学図書館協議会が参加

しているが、今年の3月の年次大会（ラスベガスで

開催）には私立大学から早稲田大学あるいは慶臆義

塾大学が参加する。

また，SPARC(Scholarly Publishing and Academic 

Resources Coalition）活動が米国， 殴州についで日

本にも波及し，学術雑誌の価格引き下げの交渉や文

部科学省からの補助金あるいはポータルシステム構

築による学術情報の電子的発信の開発も始まって

いる。

2004年の国立大学の独立行政法人化，COE21に

よる大学問の競争，あるいは統合による横断的な研

究手法に変化が現れてくるであろう。このことは，

確実に大学図書館のサービス体制および国公私立大

学図書館の枠組みの変化をもたらすであろう。その

意昧では，環太平洋電子図書会議におけるメディア

センターのかかわりあい方およびはたす役割を見直

す時期にきている。

参考資料

1）村上泰子．“InternationalCoalition of Library 

Consortia (ICOLC)の動向”情報の科学と技術．

52巻5号，p.266-271. 

2）第l田環太平洋電子図書館会議議事録

3）第5回環太平洋電子図書館会議議事録

<2002.9.27受理〉
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E諸国g 却』四::::rn

メディアセンターでの二年半

今年の2月，理工学部で稲崎学部長やその他

の先生方と，文部科学省生涯学習政策局の山中

政策課長の講演を聞く機会があった。生涯学習

が標拐される世の動きに応じて，理工学部とし

て，何か社会貢献できるテーマはないか，とい

う趣旨から聞かれたものである。

私もかつて同じような仕事をしていたけれど

も，山中課長の話を聞いて驚いた。世の中の動

き，変化は考えている以上に早く，大学が考え

た案を世に問う時には，世の中はさらに先を

行っていて，その案は陳腐になることが多いこ

となど，実例を交えての話である。最近彼が東

大法学部を卒業して20年ぶりのクラス会に出席

してみると，卒業時に就職した会社や役所に，

今も勤めている友人は殆どいなかっ

たと言う話もしていた。会社は潰れ

たり統廃合されたり，自ら転職した

り，子会社に出されたり，動きがな

いと思われる役所でも行政改革など

が行われ，まず同じところに勤めて

いる者がはるかに少なかった，と言

うのである。

現役真っ盛りの彼の周りがその様

であれば，テレビや新聞で報道される以上に，

実際の世の移り変わりは激しいのだと改めて実

感させられた。私たちも現代に生きる以上は，

生き抜くための能力のブラ ッシュ アップは絶え

ず必要で、あるということを痛感した次第である。

大学は，どちらかと言えば，教員が社会事象

を批評し，社会に向かっていろいろな提言など

をする割には，自らのことになると社会の動き

に疎いと言われている。もちろん学問分野にも

よるが，教育研究を担っていることから考える

と，大学が世の動きに振り回されるのは問題で

ある。ましてやメディアセンターはこの教育や

研究をじっくり支えていかなければならない役

割があることからすれば，尚更である。

私はこの5月まで，2年半ほどメディアセンタ一

本部の事務長をさせて貰った。僅かな期間では

あったが，それでも初めと終わりでは仕事に取り

組む難しさは格段に違っていたように思う。

メディアセンターは，乙れまで予算の面では

他の部署と異なり前年増で優遇されてきたと言

える。私の在任中は塾当局と 3田の予算折衝を

おかばやし たかし

岡林 隆
（塾監局参事）

行なったが，後半は前年増ど乙ろか図書費，図

書資料費，事業費などは，前年を割り込まない

ように折衝するのが精一杯であった。私学の

リーダーとして慶臆の立場から当然と考えてい

た予算措置も，当局からすると背に腹はかえら

れない，と言うことなのだろう。しかし，図書

館関係の仕事は，毎年の実績の上にコツコツ積

み上げられてLEく仕事が主流であるし，タイミ

ング良く蔵書を構築し，蔵書以外の情報も役立

つように常に更新し続けていかなければ，結局

は，後から大きな出費を伴うことにもなりかね

ない。大学のためには，図書館関係の予算は，出

来る限り特別な配慮、がなされて然るべきである，

と今でも考えている。

メディアセンターの中で働いてい

る職員についても ，正職員は極力減

らし，嘱託や非常勤，さらに外部委託

に依存せざるを得ない体制がより強

くなっていったと言える。各地区合

わせて，メディアセンター全体で，か

つて200人いた正職員も現在では半

分になっているわけであるから ，

サービスの質から考えると ，絶えず

これで良いのかなという疑問を抱えながらの日

常であった。しかし，メディアセンターで働く

正職員やその他の方々も非常に勤勉で良く働い

ていたのには頭の下がる思いであった。やるべ

き仕事が格段に増えているにも拘らず，大きな

苦情も出ずにメディアセンターの運営がなされ

ていたのは，これらの人達の有能さと頑張りに

よるところが大きかったと思っている。

情報化の著しい進展は，図書館の管理やサー

ビスにも急速な勢いで変革をもたらしていた。

大学の教育研究が，今後どう変わっていくかに

もよるが，情報環境の整備は，経費、入手などか

ら考えて， 他大学との連携協力は不可欠になり

つつあるように思う。

問題が山積する時期に，事務長として，楽し

く仕事をさせて貰ったことを関係者に感謝する

とともに，変革，変動の下にあるメディアセン

ターの今後の充実と発展を心から願うもので

ある。

<2002.9.10受理〉
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資料紹介：慶慮義塾大学日吉メディアセンター編

情報リテラシー
入門

『情報リテラシ一入門J

平尾行蔵
（メディアセンター本部事務次長）
(2002.10まで日吉メディアセン合 事務長）

山田雅子
（日吉メディアセンタ 係主任）

大学I年生から使える I （慶慮義塾大学出版会，
文献守票~！；託金聖子苦情 ｜ 20畔 5月刊，［札119p)

藤井康子
（日吉メディアセンタ 係主任）

大学図書館は高等教育機関の一部署として学習－

研究支援サービスを担っていますが，その役割は時

代とともに次第に変化しています。在籍する学生が

大学1-2年生だけという特色を持ったキャンパス

の図書館の，今日的使命は何でしょうか。私たち

は，「情報リテラシー」の意義と必要性を，図書館

からの働きかけによって認識させることだと考えて

います。

情報リテラシーとは，情報を収集し評価し活用す

る能力のことです。これについて，従来は，卒業論

文を書く段階や大学院で研究活動を行うようになっ

てはじめてその重要性に気がついて，個人の努力で

解決されることが多かったと思われます。私たち

は，それを，1年生を対象に学習活動の入り口で，カ

リキュラムとして，取り上げてはどうかと提案し，

実施してきました。

情報リテラシー教育は，教育の一環として，すべ

ての大学生に必須の技能を身に付けさせる教育課題

であるという点で，顕在化した図書館利用者を対象

とする利用者教育と異なっています。

情報リテラシーに取り組むことによって日吉メ

ディアセンターは教育の一翼を担うことになりまし

た。2001年度は4学部の学生約3,800名に対し，

6名の職員によって，延べ45回の講義を行いまし

た。学部により実施科目は異なりますが，「情報リ

テラシ一入門jと題した90分1回の講義内容はほ

ぼ同一です。

講義の準備として，配布用印刷テキス 卜 （A4版

平均25ページ程度） ・パワーポイン トによる画像テ

キス ト・ 講師用台本という 3種の資料を作成し，

1997年度以来，毎年改訂を重ねてきま した。講義に

かかわった職員は，他部署に異動した者も含め 10
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名以上に及びます。今回本書を実際に執筆したのは

私たち3名ですが，日吉メディアセンターという一

つの部署に，業務を通じて蓄積された知識があっ

て，はじめて形を成すことができた，ということは

特に強調しておきたい点です。

本書は以下のような構成になっています。

1.情報リテラシーとは

2.文献を探す前に

3.図書を探す

4.雑誌論文・雑誌記事を探す

5.新聞記事を探す

6.その他の情報を探す

7.書誌情報の書きかた

コラム編 （「書誌」 「OPAC」「件名Jなど11項目）

学生諸君に伝えたかったのは，あらゆる事象には

書誌，索引などの情報源が存在するということ，そ

してそれらの情報源を駆使して求める資料情報に

アクセスするという基本的な学習・研究態度を養い

ましようということでした。また，本書では，今日

の大学の情報利用環境を最大限に活用して情報リテ

ラシーを身につけることを目指しました。そして紙

媒体の資料やウェブ上に公開されたページは，補完

的なものとして位置づけたので大きく取り上げるこ

とはしませんでした。

記述の前提となっている情報利用環境は一私大の

ものです。しかし日本の多くの大学の環境に準用で

きることも念頭において書きました。私たちは，塾

生だけでなく，全国の大学生を読者として迎えられ

るよう願ってやみません。

<2002.9.18受理〉
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スタッフによる論文発表・研究発表
2000.8～ 2002.7 

論文発表

E置羽
入江伸．“図書館システムの現状と課題”．情報の

科学と技術.Vol.51,No.2, 2001.2, p.121-116. 

入江伸．“慶臆義塾大学メディアセンターにおけ

る整理部門の集中処理センターの現状と方向性”．

大学の図書館.Vol.20,No.5, 2001.5, p.66-68. 

入江 伸． “経営指標としての業務統計を目指し

て”．情報の科学と技術.Vol.51, No.6, 2001.6, 

p.318-323. 

田遁稔． “システムライブラリアンの現状と今後

ーイケてる図書館員を目指して”．情報の科学と

技術.Vol.51,No.4, 2001.4, p.213-220. 

田浩稔．“連携：INFOPROへのHOP!STEP！第

8回図書館システムで効率アップ！？”．情報の科学

と技術.Vol.51,No.9, 2001.9, p.495-498. 

田進稔． “ドキュメントデリパリーサービスの実

際と応用（概説） ～グローパルILL/DDSを目指

して”．現代の図書館.Vol.39, No.3, 2001.9, p.159-

166. 

平吹佳世子．“慶磨、義塾大学における電子ジャーナ

ル利用状況統計分析” ．医学図書館Vol.49,No.2, 

2002.6, p.160-166. 

aヨ
加藤好郎，保坂 睦．“慶麿義塾図書館（メディア

センター）における図書館員の国際交流＼ 大学

図書館研究.No.59, 2000. p.4〔ト49.

加藤好郎．“慶腔義塾図書館が21世紀に目指すもの

一専門職－としての図書館員

No.60, 2001.2, p.24-28. 

加藤好郎．“専門職としての図書館員の育成ーコン

ソーシアムへの展望’＼図書館雑誌.Vol.95, No.2 

2001.2, p.102. 

加藤好郎． “私立大学図書館協会の国際協力”．海外

における日本資料提供の協力体制．東京．国際交

流基金.2001.3, p.67-74. 

加藤好郎．“国際図書館協力の現状と将来’＼平成12

年度全国図書館大会記録.2001.3, p.60-61 

加藤好郎．“図書館を最大限に活用して知識，技能を

習得しよう’＼大学ランキング2002年版東京，

朝日新聞社，2001.5,p.116-118. 

加藤好郎． “日本複写権センターと大学図書館との

交渉経過と今後の見通し’＼私立大学図書館協会

会報.No.116, 2001, p.101-106. 

加藤好郎． “専門職としての大学図書館員の現状と

将来

44. 

加藤好郎．“大学図書館における複写問題：日本複

写権センターとの対応と著作権”．日本農学図書

館協議会誌.No.123, 2002.2, p.1-8. 

加藤好郎．“大学図書館案内 慶庭、義塾図書館一大

学図書館における専門職制度導入の必要性

報管E里.Vol.45, No.3, 2002.6, p.202-205. 

市古健次．“22世紀のために一資料保存”．書物とと

もに迎える二十一世紀一慶腰義塾第二回世紀送迎

会記念文集．慶磨義塾大学HUMIプロジェク ト，

2000.12, p.16-17. 

松本和子（講演要訳）．“ナレッジマネジメントに挑

む情報専門職の役割と領分”． 専門図書館．

No.184, 2000.11, p.24-28. 

松本和子． “アーカイブとしての電子ジャーナル ：

JSTOR”．専門図書館.No.194, 2002.10, p.17-21. 

梁瀬三千代 “職員研修制度：政策・メディア研究科

に在籍して’＼塾監局紀要.No.27, 2000.10, p.77-80. 

梁瀬三千代．“新聞記事データベースの実態”．図書

館雑誌.Vol.94,No.11, 2000.11, p.901-903. 

梁瀬三千代 （共著） ．“大学図書館著作権問題ワーク

ショップ（報告）” ．大学図書館研究.No.64, 2002. 

3, p.64-71. 

金子康樹． “図書館Webサイトにおける情報表現形

式”．専門図書館.No.184, 2000. 11, p.1-12. 

五十嵐由美子．“慶慮義塾大学医学メディアセン

ターにおける相互貸借業務の現状と改善’＼医学

図書館.Vol.47,No.3, 2000.9, p.256-261. 

保坂 睦．“よみがえるアレキサンドリア図書館”．
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季刊・本とコンビュータ第二期.Vol.2,2001.12, 

p.52-57. 

1§111ヨ
杉山良子．“慶臆義塾大学湘南藤沢メディアセンター

における蔵書移管について”．専門図書館.No.190, 

2001. 11, p.19-24. 

小津ゆかり ．“初期の 「医学図書館」掲載記事から’＼

医学図書館.Vol.47, No.4, 2000.12, p.394-400. 

小津ゆかり ．“旅の思い出，ひいきのお店’＼医学園

書館.Vol.48, No.2, 2001.2, p.146-147. 

小津ゆかり． “NLMのWebページ紹介”．医学図書

館.Vol.48, No.2, 2001.6, p.182-186. 

藤井康子．［村井のり子（国学院大学法学部資料室），

いしかわまりこ（バーチャル法情報資料室）との

共著］， “図書館へ行こ う！” ．別冊法学セミナー

法学入門2001.No.169, 2001.4, p.147-157. 

藤井康子．［村井のり子 （国学院大学法学部資料室），

いしかわまりこ（バーチャル法情報資料室）との

共著］，“図書館へ行こう！” 別冊法学セミナー

法学入門2002.No.175, 2002.4, p.129-139. 

巨誼1
長谷川博子．

Vol.49, No.2, 2002.6, p.112-113. 

舘田鶴子．“医学史を調べるツール（Q&A）’＼医学

図書館.Vol.47, No.4, 2000.12, p.459. 

岡野純子．“医学メディアセンターにおける研修の

一例”．医学図書館.Vol.48, No.1, 2001.3, p.26-29. 

岡野純子“慶腔義塾大学医学部・JMLA加盟館への

図書館広報活動に関するアンケー卜を実施して”．

医学図書館.Vol.49, No.l, 2002.3, p.22-28. 

酒井由紀子，角家永． “第3章 ：医学分野における

動向”．電子メディアは研究を変えるのか．倉田敬

子編．東京，勤草書房，2000.11,p.59-97. 

酒井由紀子．“21世紀の医学 ・医療情報サービスの

始動：米国日本人留学生のみたロンドンSICML=

Digging deep: health science information services 

for the 21st centu可：SICMLin London’＼医学図

書館.Vol.47, No.4, 2000.12, p.427-34. 

酒井由紀子 “E同Commerceの動向と図書館 ：サー

ビス志向の電子図書館の実現＝Reshaping libra庁
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services in aspects of electronic commerce and a 

service-oiented digi凶 library”．情報の科学と技術．

Vol.51, No.1, 2001.1, p.27-37. 

酒井由紀子． “ノースカロライナ大学チャペルヒル

校で、の大学院生活

p.18-23. 

酒井由紀子．“WMSプロジェク トのための人と組

織＼医学図書館.Vol.48, No.3, 2001.9, p.257-266. 

Sakai, Y. “Metadata for Evidence Based Medicine 

Resources" . Online proceedings of lnterna-

tional Conference on Dublin Core and 

Metadata Applications200 l . 2001.10. 

http:/ /www.nii.ac.jp/ dc2001/ proceedings/prod-

uct/paper 12.pdf 

酒井由紀子，桜木貴子（記録） “北米の図書館情報

学教育 ：ノースカロライナ大学チャペルヒル校

での経！肢を中心に”.Journal of library and 

information science. Vol.15, 2001, p.45-54. 

酒井由紀子．“eビジネスと大学図書館サービス”

国立情報学研究所共同研究社会コミュニケー

ションの研究.2001年度研究報告書，2002.3,

p.98-105. 

Tillett BB.三浦敬子（翻訳）鹿島みづき，酒井由紀

子（翻訳協力） “FRBRモデル（書誌レコードの

機能要件）= The FRBR (Functional Requirements 

for Bibliographic Records) model" .日本語，中国

語，韓国語の名前典拠ワークショップ記録第3回

2002年3月14・18日 東京：国立情報学研究

所，2002.3,p.98-116. 

Tillett BB.三浦敬子（翻訳）鹿島みづき，酒井由紀

子（翻訳協力）“バーチャル国際典拠フ ァイル＝A

Virtual International Au出orityFile" .日本語，中国

語，韓国語の名前典拠ワークショップ記録第3回

2002年3月14-18日．東京 ：国立情報学研究

JW, 2002.3, p.140-153. 

Tille仕BB.酒井由紀子（翻訳）“MCR2の電子リソー

スに関連したアップデート ：国際的目録規則の

対応のケーススタディとして＝AACR2'supdates 

for electronic resources: response of a multinaional 

cataloguing code”．日本語，中国語，韓国語の名

前典拠ワークショップ記録第3回2002年3月

14・18日．東京 ：国立情報学研究所， 2002.3,



p.174-180. 

酒井由紀子，原直実，角家永，石川裕幸，裏田和l

夫，野添篤毅，磯野戚．“日本および米国におけ

る医療情報資源，情報機関，マンパワーの比較研

究：臨床家編”．厚生科学研究費補助金医療技術

評価総合事業日本における EBMのためのデー

タベース構築および提供利用に関する調査研究

平成 13年度報告書.2002.3, p.47-59. 

酒井由紀子． “北米の図書館情報学教育の現況＝Li-

brary and information science education in North 

America: expanding the programs for information 

professionals in broader environments" 情報の

科学と技術Vol.52,No.7, 2002.7, p.354-363. 

E’E 
B.L.ホーキンス， P.パッテン編，贋田とし子他訳．

デジタル時代の大学と図書館．玉川大学出版部．

2002. 370p. 

木下和彦．“大学図書館から見た図書館情報学教育’＼

平成 12年度（第86回）全国図書館大会記録．

2001. 3, p.231 233, 239. 

ETilill盟
和田幸一．“日本の大学図書館員の専門職性 ：米国

との比較’＼ 情報の科学と技術.Vol.51, No.4, 

2001.4, p.208--212. 

河野江津子“大学図書館におけるeサービスのこ

れから’＼大学図書館研究.No.63, 2001.12, p.1-8. 

研究発表

E軍司
入江伸．“図書館関連システムにとってのZ39.50

プロトコル” .IBM図書館システム研究会.2002. 

8.22於東京日本IBM

入江伸."Z39.50プロトコルの意昧と標準化の動

き”．私立大学図書館協会東地区部会情報交換会．

2001. 12. 6於愛知工業大学

平吹佳世子．“電子ジャーナルの利用統計分析”．第

3回図書館総合展示シンポジウムー電子ジャーナ

ルの諸問題フォーラム－ 2001. 11. 16於 東京国

際フォーラム
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加藤好郎．“図書館員の役割とは”東京都司書教諭

講習会.2000. 8.於東京

加藤好郎．“私立大学図書館における国際交流”．全

国図書館大会.2000. 10.於沖縄

加藤好郎．“大学図書館における著作権問題＼音楽

図書館協議会.2000. 11.於東京

加藤好郎．“私立大学図書館のリエンジニアリング”

長崎大学附属図書館研修会.2001.2.於長崎

加藤好郎． “大学図書館と日本被写権センターとの

対応、’＇ . CALIS研究会.2001.2.於名古屋

加藤好郎．“専門職としての図書館員とは＼三田図

書館情報学会月例会.2001. 3.於東京

加藤好郎．“日米ドキュメントデリパリーサービス’＼

私立大学図書館協会東地区研修会.2001. 6.於東京

加藤好郎． “大学図書館の著作権問題” ．日本農学図

書館協議会.2001. 7.於東京

加藤好郎． “グローパル ・リ ソース ・シェアリング

とは”．東京司書教諭講習会.2001. 8.於東京

加藤好郎． “大学図書館の現状と役割’＼大学行政管

理学会.2001. 9.於名古屋

加藤好郎． “21世紀における図書館員の役割とは”．

国立国会図書館研修会.2001. 10.於東京

加藤好郎． “学校図書館における司書教諭の役割’＼

東京都中高教頭研修会.2001. 11.於東京

加藤好郎．“学術情報の流通＼東京都高等学校教員

研修会.2002. 1.於東京

加藤好郎“私立大学の図書館経営戦略＼東京大学

附属図書館研修会.2002.3.於東京

加藤好郎 、PARCとは’＼三田メディアセンター
研修会.2002. 2.於東京

加藤好郎．“デジタル ・ライブラリアン講習会とは’＼

三田図書館情報学会.2002. 3.於東京

加藤好郎．“学術情報基盤整備とその充実”三田メ

ディアセンター臨時研修会.2002. 4.於東京

加藤好郎． “大学図書館と著作権”.JASRAC寄付講

座.2002. 6.於東京

市古健次． “体験的稀制書論’＼西洋古版本分科会．

2001. 6. 21.於明治大学図書館

松本和子．“インターネ ットで人物検索”．データ

ベース東京2000.2000. 10. 20.於東京国際フォー

ラム
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筒井利子．“古典籍担当者の育成を考える：慶臆義

塾図書館における和装本研修の試みの中から”．

私立大学図書館協会東地区部会2001年度第2回

研修会.2001. 11. 9.於早稲田大学

保坂 睦 “慶臆義塾大学三田メディアセンターに

おける電子情報サービスの現状＼東京西地区大

学図書館相互協力連絡会2001年度研修.2001. 10. 

於武蔵野女子大学

1]11ヨ
山田雅子．“慶応義塾大学日吉メディアセンターに

おける情報リテラシー教育”．初年度における情

報リテラシ一教育の改善に関する研究会.2000. 

12.於名古屋大学

山田雅子 “大規模大学の1年生に対する情報リテ

ラシー教育と図書館”．第18回大学図書館研究集

会.2001. 9.於一橋大学

舘田鶴子．“論文聞のリンクサービス”．第2回図書

館総合展JMLAフォーラム「電子ジャーナルの諸

問題J. 2000.11. 17於東京国際フォーラム

舘田鶴子．“EBMのためのWebによる文献検索法’＼

第29回日本救急医学会総会 ・学術集会教育講演．

2001. 11. 9於ホテルパシフィック東京

酒井由紀子．“ノースカロライナ大学チャペルヒル

校におけるキヤンパスライフ

報告会.2001. 7. 19於慶慮義塾大学

Yukiko Sakai.“Metadata for Evidence Based Medi-

cine Resources" . International Conference on 

Dublin Core and Metadata Applications 2001. 24-

Oct・01Tokyo: National Institution of Informatics 

酒井由紀子．“北米の図書館情報学教育：ノースカ

ロライナ大学チャペルヒル校での経験を中心に”

愛知淑徳大学図書館情報学会2001.11.28於愛知

淑徳大学（愛知）

酒井由紀子．“eビジネスと大学図書館サービス”．

国立情報学研究所共同研究社会コミュニケー

ションの研究軽井沢ワークショップ.2002.1.12 

於国立情報学研究所国際高等セミナーハウス

（軽井沢）
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野添篤毅，酒井由紀子．“EvidenceBased Medicine 

を支える図書館員の役割

フ守ラ リアン．ワークショップ.2002.1.22於九州

大学附属図書館 （福岡）

酒井由紀子． “米国大学サービスのデジタルソ

リューション”．丸善デジタルソリューション

フェア 2002. 2002.6.27於東京

酒井由紀子． “E B M実現のための情報専門職教

育”．第19回医学情報サービス研究大会.2002.7.7 

於静岡県立短期大学（静岡）

t.llll!1 
贋田とし子．“変わりゆく大学図書館一 「改革 ・再

編」の向こうに見えるもの（パネルディスカッ

ション）”．第10回大図研オープンカ レッジ.2001. 

6.於日図協会館．

関口素子．“事例研究 一電子ジャーナルの利用”．

専門図書館協議会関東地区協議会電子資料研究

会.2001. 9.於東京商工会議所

関口素子．“情報（電子ジャーナルも含む）の収集・

分類 ・整理 ・保管一事例紹介” .JST情報管理研

修会Basicコース.2002. 6.東京

関口素子．“情報（電子ジャーナルも含む）の収集・

分類・整理 ・保管 一事例紹介” .JST情報管理研

修会Basicコース .2002. 6.大阪

El]]!調
村上篤太郎．“図書館業務とアウトソーシング ：予

算編成の実際’＼デジタルライブラ リアン講習会．

2001.11.於紀伊国屋書店

村上篤太郎 “図書館サービス業務のアウトソーシ

ング”．私立大学図書館協会東地区研究部パブ

リック・サービス分科会.2002.7.於慶磨、義塾大

学三田メディアセンター

村上篤太郎．“パブリ ックサービスのアウトソーシ

ング実践”．大学図書館問題研究会第33回全国大

会分科会.2002.8.於千葉大学

河野江津子."1ンターネット時代のE-service".大

学図書館問題研究会神奈川支部例会.2001.7.於

鶴見大学図書館
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年次統計資料く平成12年度〉

1.図書費＜平成12年度実績及び13年度予算＞ 慶藤義塾大学メディアセンター

よ斗ご訳 平成 12年度実績 ＜単位：円＞ 平成13年度予算＜単位 ：千円＞

図書支 出 図書資料費 言十 図書支出 図書資料費 言十

本 部 ／／／  40,232,035 40,232,035 ／／  43,786 43,786 

三回メディアセンター 692,265,640 61,410,324 753,675,964 690,910 73,128 764,038 

図 書 館 307,916,701 61,410,324 369,327,025 300,093 73,128 373,221 

学 音B* 383,016,939 383,016,939 390,817 390,817 

（私大研究設備相当額） 1,332,000 1,332,000 

日吉メディアセンター 181,268,937 18,819,866 200,088,803 179,431 18,929 198,360 

図 書 館 56,919,323 13,439, 133 70,358,456 56,150 15,177 71,327 

学 音B* 114,273,003 5,380,733 119,653, 736 123,281 3,752 127,033 

文部｛蒲省私大研究整備
整費補助金

10,066,611 10,066,611 

指定寄付金 10,000 10,000 

医学メディアセンター 184, 143, 120 31,301,519 215,444,639 227,680 18,778 246,458 

指定 寄 付 金

理工学メディアセンター 203,294,486 32,036,403 235,330,889 214,085 38,000 252,085 

指定寄付金

湘南藤沢メディアセンター 160,999, 717 46,399,767 207,399,484 161,000 50,032 211,032 

指定寄付金

i』' 言十 1,421,971,900 230, 199,914 1,652, 171,814 1,473,106 242,653 1,715,759 

・正p..・特別図書貸は含まない
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2-1.蔵書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

各＼地区＼メティアセユタ 一 、内、、閣、

単 行 書 製本雑誌
合計

手口 洋 計 手口 洋 言十

三回メティアセンター 18,079 20,972 39,051 6,036 7,034 13,070 52, 121 

図 書 館 9,959 11,586 21,545 4,096 1,761 5,857 27,402 

主宰
AザU」． 昔日 8 120 9,386 17,506 1,940 5,273 7,213 24,719 

間 日吉メディアセンター 14,502 5,240 19,742 2,131 2,472 4,603 24,345 

~え; 

入
図 書 館 11,705 449 12,154 1,752 347 2,099 14,253 

冊 声－ユ←,, 音E 2,797 4,791 7,588 379 2,125 2,504 10,092 

数
医学メディアセンター 2,032 990 3,022 3,074 6,355 9,429 12,451 

理工学メディアセンター 2,968 920 3,888 1,166 4,208 5,374 9,262 

湘南藤沢メディアセンター 12,656 3,962 16,618 3,145 2,063 5,208 21,826 

~ ヨ 計 50,237 32,084 82,321 15,552 22,132 37,684 120,005 

三回メディアセンター 803,781 888,531 1,692,312 213,782 234,073 447,855 2,140,167 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／ ン ／
所

A寸Uιー． 音E ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

蔵 白吉メディアセンター 363,332 187,212 550,544 49,861 63,767 113,628 664,172 

冊

数
図 書 館 270,758 26,223 296,981 32,888 4,054 36,942 333,923 

累 声→ム£ー」 音E 92,574 160,989 253,563 16,973 59,713 76,686 330,249 

計
医学メティアセンター 48,049 46,400 94,449 74,496 159,313 233,809 328,258 

理工学メティアセンター 71,171 36,952 108,123 50,328 141,856 192, 184 300,307 

湘南藤沢メディアセンター 138,745 89,128 227,873 33,472 26,032 59,504 287,377 

-€;- 計 1,425,078 1,248,223 2,673,301 421,939 625,041 1,046,980 3,720,281 
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2-2.蔵書統計＜逐次刊行物：タイトル数＞

ι二みご訳 カ レ 〆、〆 卜 ノンカレント カレント・ノン

和 洋 計 手口 洋 言十 カレント合計

三回メディアセンター 5,918 4,552 10,470 6,268 4,260 10,528 20,998 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

f品主~ 部 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

日吉メディアセンター 933 841 1,774 1,245 1,646 2,891 4,665 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／ ／ ／／  

学 部 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

医学メディアセンター 1,770 1,786 3,556 1,289 1,967 3,256 6,812 

理工学メディアセンター 1,201 1,331 2,532 3,179 5,734 8,913 11,445 

湘南藤沢メディアセンター 1,356 1, 181 2,537 642 770 1,412 3,949 

合 計 11, 178 9,691 20,869 12,623 14,377 27,000 47,869 

2-3.蔵書統計＜非図書資料＞

各二立王子一～ー内訳 種目り
光学・

A田V資料
磁気媒体

合計

ニ回メディアセンター
タイトル数 263 331 594 

箇 数 5,887 636 6,523 

年 日吉メディアセンター
タイトル数 218 467 685 

箇 数 674 806 1,480 

間
医学メディアセンター

タイトル数 78 86 164 

来R 箇 数 109 417 526 

規 理工学メディアセンター
タイトル数 98 49 147 

箇 数 184 139 323 

湘南藤沢メディアセンター
タイ トル数 339 428 767 

箇 数 773 665 1438 

ぷE』l 計
タイトル数 996 1,361 2,357 

箇 数 7,627 2,663 10,290 

ニ回メディアセンター
タイトル数 2,961 8,940 11,901 

箇 数 89,364 17,144 106,508 

累 日吉メディアセンター
タイトル数 1,432 4,483 5,915 

箇 数 11,684 11,584 23,268 

医学メディアセンター
タイトル数 545 1,846 2,391 

箇 数 2,501 4,280 6,781 

計 理工学メディアセンター
タイトル数 780 311 1091 

箇 数 1,230 746 1,976 

湘南穣沢メディアセンター
タイトル数 1,563 2,832 4,395 

箇 数 13,760 5,182 18,942 

総 累 計
タイトル数 7,281 18,412 25,693 

箇 数 118,539 38,936 157,475 
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3-1. 利用統計＜貸出及び閲覧冊数＞

各二立と～J訳 館 クト 貸 出 館内閲覧 前年度比

教職員 学生 そのイ也 塾外 言十 一般図書 貴重書 館外貸出

三田メディアセンター 18,767 163 118 7,110 2,348 191,343 ／／  541 1.03 

日吉メディアセンター 12,854 136,391 5,378 74 154,697 ／／  ／／  0.96 

医学メディアセンター 50,129 18,062 32 50 68,273 ／／  ／／  0.93 

理工学メディアセンター 2,615 61,916 101 。 64,632 ／／  ／／  1.16 

湘南藤沢メディアセンター 4,019 101,759 933 。106,711 ／／  ／／  1.02 
ぷE』' 言十 88,384 481,246 13,554 2,472 585,656 ／／  541 1.01 

3-2.利用統計＜相互貸借（複写依頼を含む）＞

各二~訳 依頼を受けた （貸） 依頼した （借）

圏内国外 計 圏内 圏外 言十

現物 （冊） 1,229 11 1,240 641 345 986 
三国メディアセンター

複写 （件） 5,745 21 5,766 2,531 376 2,907 

現物 （冊） 187 。 187 148 27 175 
日吉メディアセンター

復写 （件） 628 629 507 44 551 

現物 （冊） 57 。 57 47 。 47 
医学メディアセンター

複写 （件） 27,899 130 28,029 2,524 83 2,607 

現物 （冊） 10 。 10 19 。 19 
理工学メディアセンター

複写 （件） 16,958 。16,958 2,843 105 2,948 
現物 （冊） 205 。 205 225 。 225 

湖南藤沢メディアセンター
複写 （件） 649 。 649 762 13 775 

現物 （冊） 1,688 11 1,699 1,080 372 1,452 
A 回 計

複写 （件） 51,879 152 52,031 9,167 621 9,788 

参考データ：早慶lしL（内数）

依頼を受けた （貸）

現物 （冊） 複写 （件）

三田メディアセンター 631 943 

日吉メディアセンター 104 123 

医学メディアセンター 16 523 

理工学メディアセンター 8 644 

湘南藤沢メディアセンター 51 122 

,6. 言十 810 2,355 Eコ

依頼した （借）

現物 （冊） 複写 （件）

三田メディアセンター 469 1,152 

日吉メディアセンター 75 153 

医学メディアセンター 。 65 

理工学メディアセンター 16 699 

湘南藤沢メディアセンター 47 219 

,6. 言十 607 2,288 Eコ
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3-3. 利用統計＜複写サービス＞

ょたト」訳 員寸4一 内 学 タト fコ' 言十

種別 件数 枚数 件数 枚 数 件 数 枚 数

電子コピー（オベレー合一付） 3,545 46,504 6,116 72,107 9,661 118,611 

電子コピー（セルフ式） ／／  3,441,807 ／ ／ ／／  ／／  3,441,807 

三国メディアセンター OHP・スライド作成 6 18 ／／  ／／  6 18 

マイクロ資料コピー 1,349 68 106 612 25 116 1,961 93,222 

簡易印刷 126 51,069 ／／  ／／  126 51,069 

電子コピー（オペレーター付） 491 3,040 628 3,894 1,119 6,934 

日吉メディアセンター 電子コピー（セルフ式） I~ 1, 135,900 ／／  ／／ ／／  1,135,900 

マイクロ資料コピー（セルフ式） 79 4,130 8 492 87 4,622 

電子コピー（オペレーター付） 14,624 81,317 85,656 478,422 100,280 559,739 

電子コピー（セルフ式） ／／  505,907 ／／  ／／  ／ ／ 505,907 
医学メディアセンター

／ ／ ／／  OHP・スライド作成 15 66 15 66 

マイクロ資料コピー 6 47 8 7 55 

電子コピー（オペレーター付） 770 7,946 16,958 128,558 17,728 136,504 

電子コピー（セルフ式） ／／  809,738 569 20,030 ／／  829,768 
理工学メディアセンター

／／  ／ ／ OHP 331 1,678 331 1,678 

マイクロ資料コピー ／／  ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／／  3,229 

電子コピー（オペレーター付） 607 4,553 556 4,538 1,163 9,091 

電子コピー（セルフ式） ／／  450,064 ／ ／ ／ ／  ／ ／ 450,064 

湘南藤沢メディアセンター OHP・スライド作成 28 616 ／／  ／／  28 616 

マイクロ資料コピー ／ ／ 。／ ／ ／／  ／ ／ 。
簡易印刷 1,045 1,172,178 ／／  ／／  1,045 1,172,178 

電子コピー（オペレーター付） 20,037 143,360 109,914 687,519 129,951 830,879 

電子コピー（セルフ式） ／ ／ 6,343,416 569 20,030 6,363,446 

dロ.. 計 OHP・スライド作成 380 2,378 。 。 380 2,378 

マイクロ資料コピー 1,434 72,283 621 25,616 2,055 101,128 

簡易印刷 1, 171 1,223,247 。 。1, 171 1,223,247 
＊斜線は計上不能

参考データ：電子コピ一枚数

オペレーター付 セルフ式 ,6. 
計Eコ

三田メディアセンター 118,611 3,441,807 3,560,418 

日吉メディアセンター 6,934 1,135,900 1,142,834 

医学メディアセンター 559,739 505,907 1,065,646 

理工学メディアセンター 136,504 829,768 966,272 

湘南藤沢メティアセンター 9,091 450,064 459,155 

d回.. 言十 830,879 6,363,446 7,194,325 
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3-4. 利用統計＜レファレンス・サービス＞

利用者別

よ立トご訳 f凶4c 内

教職員

三国メディアセンター 2,591 

日吉メディアセンター 974 

医学メディアセンター 2,299 

理工学メディアセンター 1,534 

湘南藤沢メディアセンター 242 

-€;: 計 7,640 

3-4. 利用統計＜レファレンス ・サービス＞
業務内容別

文献所在調査

三田メディアセンター 10,391 

日吉メディアセンター 1,334 

医学メディアセンター 1,349 

理工学メディアセンター 8,275 

湖南藤沢メディアセンター 117 

J玄~恥 言十 21,466 
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学外者

£〉、 言十Eコ

:+ 生

20,481 5,434 28,506 

3,916 323 5,213 

454 1,772 4,525 

8,779 2,573 12,886 

2,549 117 2,908 

36,179 10,219 54,038 

事項調査 利用指導 その他 ,6、 計Eコ

890 15,156 2,069 28,506 

270 3,609 。 5,213 

1,630 1,546 。 4,525 

169 4107 335 12,886 

34 2,754 3 2,908 

2,993 27, 172 2,407 54,038 
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年次統計資料く平成13年度〉

1 .図書費＜平成13年度実績及び14年度予算＞ 慶藤義塾大学メディアセンター

各＼地＼区、メディアセンタ一、、内＼訳

平成 13年度実績 ＜単位 ：円＞ 平成14年度予算＜単位 ：千円＞

図書支出 図書資料費 言十 図書支出 図書資料費 言十

本 昔日 ／／  41, 113,762 41,113,762 ／／  44,386 44,386 

三田メディアセンター 692, 140,275 63,931,892 756,072, 167 663,093 71,528 734,621 

図 書 館 307,914,284 63,931,892 371 ,846, 176 300,093 71,528 371,621 

学 部＊ 382,840,991 382,840,991 363,000 363,000 

（私大研究設備相当額） 1,385,000 1,385,000 

日吉メディアセンター 173,430,871 18,928,871 192,359,742 173,431 20, 117 193,548 

図 書 館 56, 149,911 15, 176,989 71,326,900 56, 150 16177 72,327 

学 音B* 117,280,960 3,751,882 121,032,842 117,281 3,940 121,221 

文部備省私大研究整備
整費補助金

。 。
指定寄付金 。 。
医学メディアセンター 164,577,943 50,974,447 215,552,390 211,680 34,778 246,458 

指定寄付金

理工学メティアセンター 195,066, 704 42,522,755 237,589,459 209,085 43,000 252,085 

指定寄付金 500,000 500,000 

湘南藤沢メディアセンター 143,551,455 66,293,306 209,844,761 154,000 57,032 211,032 

指定寄付金

dロ... 計 1,368,767,248 283,765,033 1,652,532,281 1,411,289 270,841 1,682,130 

・正p..特別図書費は含まない
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2 -1.蔵書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

ι〉三 単 fi- 書 製本雑誌

合計

手日 洋 言十 和 洋 計

三国メディアセンター 18, 151 23,249 41,400 3,224 9,844 13,068 54,468 

図 書 館 12,288 10,806 23,094 1,751 1,594 3,345 26,439 

年
品ザ以c 音E 5,863 12,443 18,306 1,473 8,250 9,723 28,029 

間 日吉メティアセンター 16,449 4,429 20,878 2,187 2,487 4,674 25,552 

,jζ 主

入
図 書 館 13,557 391 13,948 1,700 445 2,145 16,093 

冊 学 昔日 2,892 4,038 6,930 487 2,042 2,529 9,459 

数
医学メディアセンター 2,173 769 2,942 1,819 5,681 7,500 10,442 

理工学メディアセンター 4,340 1003 5,343 1,043 2,906 3,949 9,292 

湘南藤沢メディアセンター 10,666 2,804 13,470 1,943 1,434 3,377 16,847 

dロ』 計 51,779 32,254 84,033 10,216 22,352 32,568 116,601 

三回メディアセンター 821,573 911,518 1,733,091 214,909 243,146 458,055 2,191,146 

図 霊日童 館 ン／／／  ／ ／ ／ ／／  ／／  
所

学 音E ／／  ／／  ／ ／／  ／／  ／／  ／／  
蔵 日吉メディアセンター 372,510 191,054 563,564 46,665 60,407 107,072 670,636 

冊

ン／／／  ／ ／ ／ ／ ／／  数
図 書 館

累 A守ム2 昔日 ／／  ン／／／  ／／  ／ ／ ／／  
計
医学メディアセンター 50,120 47,150 97,270 76,291 164,992 241,283 338,553 

理工学メディアセンター 75,295 37,934 113,229 51,369 144,759 196,128 309,357 

湘南藤沢メディアセンター 147,447 82,893 230,340 34,345 26,594 60,939 291,279 

-€;: 計 1,466,945 1,270,549 2,737,494 423,579 639,898 1,063,477 3,800,971 
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2-2.蔵書統計＜逐次刊行物：タイトル数＞

ι二以ご訳 カ レ 、〆〆 卜 ノンカレン 卜 カレント・ノン

手日 洋 言十 手口 洋 計 カレント合計

三田メディアセンター 6,080 4,656 10,736 6,537 4,899 11,436 22,172 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

岸寸国ー、 音E ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

日吉メディアセンター 961 869 1,830 1,247 1,581 2,828 4,658 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

井寸ムー 音E ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

医学メディアセンター 1,756 1,751 3,507 1,358 2,031 3,389 6,896 

理工学メディアセンター 1,202 1,350 2,552 3,209 5,755 8,964 11,516 

湘南藤沢メディアセンター 1,380 1,205 2,585 709 787 1,496 4,081 

d回』 言十 11,379 9,831 21,210 13,060 15,053 28,113 49,323 

2-3. 蔵書統計＜非図書資料＞

各二~メ」訳 種別 光学 ・
A-V資料

磁気媒体
合計

ニ回メディアセンター
タイ トル数 464 201 665 

箇 数 3,668 201 3,869 

年 日吉メディアセンター
タイトル数 417 491 908 

笛 数 1,716 810 2,526 

問
医学メディアセンター

タイトル数 85 31 116 

幸庁 箇 数 97 419 516 

規 理工学メティアセンター
タイトル数 81 45 126 

箇 数 181 85 266 

湖南篠沢メディアセンター
タイトル数 259 420 679 

箇 数 683 773 1456 

t, 計
タイトル数 1,306 1,188 2,494 

箇 数 6,345 2,288 8,633 

三田メティアセンター
タイトル数 3,424 9 141 12,565 

箇 数 93,032 17,345 110,377 

累 日吉メディアセンター
タイ トル数 1,801 4,881 6,682 

箇 数 13,288 12,264 25,552 

医学メティアセンター
タイ トル数 626 1,872 2,498 

箇 数 2,592 4,409 7,001 

言十 理工学メディアセンター
タイトル数 859 356 1215 

筒 数 1,405 831 2,236 

湘南藤沢メディアセンター
タイトル数 1,795 3 141 4,936 

箇 数 14,373 5,783 20 156 

総 累 計
タイトル数 8,505 19,391 27,896 

箇 数 124,690 40,632 165,322 
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3-1. 利用統計＜貸出及び閲覧冊数＞

各二立ご－－－－：訳
館 タト 貸 出 館内閲覧 日IJ年度比

教職員 学生 その｛也 塾外 言十 一般図書 貴重書 館外貸出

三国メディアセンター 20,555 166,681 10,085 2,482 199,803 ／／  595 1.04 

日吉メディアセンター 15,897 136,602 5,331 30 157,860 ／／  ／／  1.02 

医学メディアセンター 43,688 16,877 78 38 60,681 ／／  ／／  0.88 

理工学メディアセンター 2,944 62,759 81 18 65,802 ／／  ／ ／ 1.01 

湖南藤沢メディアセンター 4,879 107136 193 1629 113,837 ／／  ／／  1.06 

A固6.. 計 87,963 490,055 15,768 4,197 597,983 595 1.02 

3-2.利用統計＜相互貸借（複写依頼を含む）＞

よネメ」訳 依頼を受けた （貸） 依頼した （借）

園内国外 計 圏内 国 外 計

現物 （冊） 1,315 9 1,324 698 241 939 
三回メディアセンター

複写 （件） 5,842 13 5,855 2,235 301 2,536 

現物 （冊） 219 。 219 161 16 177 
日吉メディアセンター

複写 （件） 568 。 568 468 141 609 

現物 （冊） 22 。 22 20 。 20 
医学メティアセンター

複写 （件） 25,956 84 26,040 2,241 122 2,363 

現物 （冊） 47 。 47 56 。 56 
理工学メディアセンター

複写 （件） 15,910 2 15,912 3,052 107 3 159 

現物 （冊） 197 。 197 208 。 208 
湘南藤沢メディアセンター

複写 （件） 641 。 641 1,000 22 1,022 

現物 （冊） 1,800 9 1,809 1,143 257 1,400 
t』ヨ 計

複写 （件） 48,917 99 49,016 8,996 693 9,689 

参考データ：早慶ILL（内数）

依頼を受けた （貸）

現物 （冊） 復写 （件）

三回メディアセンター 564 862 

日吉メディアセンタ 119 128 

医学メディアセンタ 10 721 

理工学メディアセンター 10 568 

湘南藤沢メディアセンター 60 114 

..6.. 言十 763 2,393 Eコ

依頼した （借）

現物 （冊） 複写 （件）

三回メディアセンタ 472 973 

日吉メディアセンター 80 127 

医学メディアセンター 。 61 

理工学メディアセンター 33 709 

湘南藤沢メディアセンター 52 381 

,6. 言十 637 2,251 Eコ

80 



MediaNet No.9 (2003.3) 

3-3. 利用統計＜複写サービス＞

よ立トゴ訳 寸戸主4三ら一 内 件－←", タト －＆コ,. 計

種別 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数

電子コピー（オペレーター付） 3,567 48,062 6122 70,616 9,689 118,678 

電子コピ （セルフ式） ／／  3,302,391 ／／  ／／  ／／  3,302,391 

三田メディアセンター OHP・スライド作成 11 46 ／／  レ／ 11 46 

マイクロ資料コピー 1,002 48,273 535 24,994 1,537 73,267 

簡易印刷 110 54,912 ／／  ／／  110 54,912 

電子コピー（オペレーター付） 616 4,665 568 4,295 1184 8,960 

日吉メディアセンター 電子コピー（セルフ式） I~ 1,109,091 ／／  ／／  ／／  1,109,091 
マイクロ資料コピー（セルフ式） 49 2,521 475 50 2,996 

電子コピー（オペレーター付） 16,917 108,658 85,939 516,042 102,856 624,700 

電子コピー（セルフ式） ／／  487,938 ／／  ／／  ／／  487,938 
医学メディアセンター

／／  ／／  OHP・スライド作成 21 73 21 73 

マイクロ資料コピー 3 29 5 102 8 131 

電子コピー（オペレーター付） 1,024 10,938 15,912 116,935 16,936 127,873 

電子コピー（セルフ式） ／／  676,930 27,262 ンア 704 192 
理工学メディアセンター

／／  ／／  OHP 109 512 109 512 

マイクロ資草ヰコピ ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  1,159 

電子コピー（オぺレタ付） 510 6,231 664 4,961 1,174 11 192 

電子コピー（セルフ式） ／／  387,570 ／／  ／／  二ア 387,570 

湘南藤沢メディアセンター OHP・スライド作成 5 63 ／／  ／／  5 63 

マイクロ資料コピ ／／  2,012 ／／  ／／  ｜／／  2,012 

簡易印刷 1,018 1,089,032 ／／  ／／  1,018 1,089,032 

電子コピー（オペレーター付） 22,634 178,554 109,205 712,849 131,839 891,403 

電子コピー（セルフ式） ／／  5,963,920 。27,262 5,991,182 

-t, 計 OHP・スライド作成 146 694 。 。 146 694 

マイク口資料コピー 1,054 52,835 541 25,571 1,595 79,565 

簡易印刷 1 128 1,143,944 。 。 1,128 1,143,944 
＊斜線は計上不能

参考データ：電子コピー枚数

オペレーター付 セルフ式 ,6. 
言十Eコ

三田メディアセンター 118,678 3,302,391 3,421,069 

日吉メディアセンター 8,960 1,109,091 1,118,051 

医学メディアセンター 624,700 487,938 1,112,638 

理ヱ学メディアセンター 127,873 704,192 832,065 

湘南藤沢メディアセンター 11,192 387,570 398,762 

-t, 計 891,403 5,991,182 6,882,585 
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3-4.利用統計＜レファレンス・サービス＞
利用者別

よ二トf 学 内

教職員

三回メディアセンター 2,564 

日吉メディアセンター 760 

医学メディアセンター 2,815 

理工学メディアセンター 1,227 

湘南藤沢メディアセンター 418 

~ 計 7,784 

3-4. 利用統計＜レファレンス・サービス＞
業務内容別

文献所在調査

三国メティアセンター 9,470 

日吉メディアセンター 1 103 

医学メディアセンター 1,443 

理工学メディアセンター 7,277 

湘南藤沢メディアセンター 283 

バ€！； 言十 19,576 
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者

学 生

19,054 

3,141 

372 

8,279 

3,025 

33,871 

事項調査

1,275 

213 

1,575 

374 

71 

3,508 

学 外者 .6. 計Eコ

5,082 26,700 

268 4169 

1,392 4,579 

681 10 187 

131 3,574 

7,554 49,209 

利用指導 そのイ也 ／.：，、 言十Eコ

14,278 1,677 26,700 

2,850 3 4,169 

1,561 。 4,579 

1,703 833 10,187 

3,216 4 3,574 

23,608 2,517 49,209 
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看護医療学図書室年次統計資料く平成 13年度〉

1.図書費＜平成13年度実績及び14年度予算＞

図書支出 図書資料費 計

平成14年度予算 ＜単位：千円＞

図書支出 ｜図書資料費 ｜ 計

平成13年度実績 ＜単位：円＞

16.407,997 1,089,331 I 17,497,328 13,500 4,000 17,500 

2・1.蔵書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

単 行 書 製本雑誌
合計

和 洋 言十 手口 洋 言十

年間受入 3,420 88 3,508 286 167 453 3,961 

蔵書冊数 14,687 5,471 20,158 344 167 511 20,669 

2・2.蔵書統計＜逐次刊行物：タイトル数＞

手日 洋 言十

ノンカレント

手口 洋 計

189 

カレン卜
合計

121 35 156 13 20 33 

2・3.蔵書統計＜非図書資料＞

種別 光学・砲気媒体 Aぷ資料 合計

タイトル数 47 272 319 
年間新規

笛 数 58 606 664 

タイトル数 320 685 1,005 
累計

箇 数 378 1,659 2,037 

3-1.利用統計＜貸出及び閲覧冊数＞

館外貸出

学生 ｜ その他教職員 塾外

4,848 

計

1,697 3 141 10 。
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3-2.利用統計＜相互貸借（複写依頼を含む）＞

依頼を受けた （貸） 依頼した（借）

国内 圏外 計 国内 圏外 計

現物 （冊） 。 。 。 14 。 14 

複写 （件） 131 。 131 332 11 343 

3-3.利用統計＜複写サービス＞

学内 言十

電子コピー
件数 ｜ 枚数 枚数

（セルフ式）
6,602 6,602 

3-4.利用統計＜レファレンス・サービス＞利用者別

学内者

教職員｜学生
学外者 合計

191 471 8 670 

3-4.利用統計＜レファレンス・サービス＞業務内容別

文献所在調査｜ 事項調査 ｜ 利用指導 ｜ その他 合計

45 I 79 I 546 I o 670 
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第105固

2000年12月9日（土）

第106回

2001年 1月20日（土）

特別
2001年3月23日（金）

第107固

2001年3月24日（土）

第108回

2001年7月14日（土）

第109固

2001年12月1日（土）

第110回

2002年2月2日（土）

第11 1固

2002年3月30日（土）

第112固

2002年6月15日（土）

第113固

2002年9月21日（土）

第114固

2002年12月20日（金）
※デジタル・ライフラリアン
研究会と共催
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三田図書館・情報学会月例研究会

発表者： 三輪虞木子氏（株式会社エポックリサーチ）

テーマ： 情報問題解決プロセスにおけるユーザ行動文法

発表者： 入江伸氏（慶臆義塾大学メディアセンタ一本部課長）

テーマ： 図書館グループ内での実践的な研究開発機能の必要性

発表者： Ms.Carol Collier Kuhlthau （米国、ラトガース大学教授）

テーマ：百1eInformation Search Process (ISP): 

Search for meaning rather than answers 

発表者： Mr.Pertti Kalevi Johannes Vakkari 

（フィンランド、タンペレ大学教授）

テーマ： Task-basedend-user searching: 

Tactics, te口nsand search results 

発表者：加藤好郎氏（慶磨、義塾大学三田メディアセンタ一事務次長）

テーマ： 21世紀の専門職としてのライブラ リアン（研修計画の実際）

発表者： 原田隆史氏（慶臆義塾大学文学部）

テーマ： 21世紀の図書館協力

一図書館コンソーシアムとドキュメン トデリノTリー

発表者： 長野由紀氏（国際基督教大学オスマー図書館館長）

テーマ： ICUからの報告 ・(ICU図書館見学）

発表者： 土屋俊氏

（千葉大学附属図書館長、文化審議会著作権分科会図書館WG委員）

テーマ： 図書館をめぐる著作権法運用の動向

コーディネータ＆コメンテータ：

糸賀雅児氏

（三田図書館情報学会プログラム委員、文化審議会著作権分科会図書館WG委員）

発表者： 糸賀雅児氏

（デジタル ・ライブラリアン研究会代表、慶腰、義塾大学教授）

小林是綱氏

（同副代表、 NPO地域資料デジタル化研究会理事長）
加藤好郎氏

（同副代表、 慶臆義塾大学三田メディアセンタ一事務長）

テーマ： デジタルライブラ リアン講習会の成果と今後

発表者： 伊藤義人氏（名古屋大学附属図書館長）

テーマ： 大学図書館の連携について

－電子ジャーナルコンソーシアムの形成と維持一

発表者： 金子昌嗣氏（早稲田大学）

テーマ ：大学図書館における研究開発

発表者： 三輪虞木子氏（メディア教育開発センター）

二村健氏（明星大学）

桂啓壮氏（駿河台大学）

テーマ： 図書館 ・情報学教育におけるe－ラーニングの動向
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編集後記

『MediaNetJ9号をお届けいたします。本来であればこの9号は2001年秋に発行されるはずで、した。諸

般の事情でl年以上も刊行が遅れ，そのため2001/2002年版として2年分の内容を盛り込むことにいたし

ました。この間，学内のみならず、学外からも直接あるいは間接的にお問い合わせやお叱りを頂戴いた

しました。編集委員会を代表し この場を借りてお詫び申し上げます。

9号では図書館をめぐる新しい動きについて特集しました。IT化の波によって従来の図書館の運用は構

造的な変革を余儀なくされています。その動きは日本を含む世界的な経済不況の影響と相侯って複雑な

様相を呈しています。情報そのものについて言えば，予算的な制約のなかで従来の紙媒体とデジタル情

報をどう蓄積・管理していくかという問題があります。情報へのアクセスという点では世界標準の組織

化やイ ンターフェースの提供が必要となります。図書館の外では出版社の倒産や寡占が進み、内側では

アウトソーシングが進んで業務の空洞化が噛かれています。こうした現象は，ひとつの図書館が単独で、

利用者の情報要求に応える時代が終わったことを示唆しています。

この先の図書館を予測するごとはたいへん困難ですが複数の図書館が連携して効果的にサービスを

提供する、という新しい動きの一端を探ることで少しでも展望が開ければと思います。

MediaNet第9号 2003年3月31日発行

編集 MediaNet編集委員会

発行者 天野善雄

発行 慶店、義塾大学メディアセンタ一本部

干 108-8345東京都港区三田2-15-45

電話03司5427-1644

表紙デザイン 株式会社AXHUM（藤田明浩）

印刷 共立コミ ュニケーションズ （株）

MediaNet編集委員会

編集長 酒井 明夫（本部）

（酒井明夫）

編集員 平吹佳世子（本部） 小松雅高 （三田） 岡本 聖 （三田） 森 三枝子（日吉）

上原順子（医学） 玉村文子 （理工学） 中村亜日香 （湘南藤沢）

E-mail: z-medianet@lib.keio.ac.jp 
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